
号

令和 7 年 10 月 3 日

殿

理事長　　郡　健二郎

１　開設者の住所及び氏名

（注）

２　名称

３　所在の場所

４　診療科名

4－1　標榜する診療科名の区分

○ 1

（注）

4-2　標榜している診療科名

（1）内科

○ ○ ○

○

（注）

医療法施行規則第六条の四第四項の規定により読み替えられた同条第一項の規定に基づき、がん、循環
器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療を提供する特定機能病院として、十以上の診療科名を標
榜

2

内科と組み合わせた診療科名等

１呼吸器内科

７内分泌内科 ８代謝内科

11リウマチ科10アレルギー疾患内科またはアレルギー科

医療法施行規則第六条の四第一項の規定に基づき、有すべき診療科名すべてを標榜

2消化器内科 ３循環器内科 ４腎臓内科

５神経内科

名古屋市立大学病院の業務に関する報告について

９感染症内科

診療実績

内科 有

　7　管理　第93

厚生労働大臣 開設者名 公立大学法人　名古屋市立大学

　標記について、医療法（昭和23年法律第205号）第12条の3第1項及び医療法施行規則（昭和23年厚生省令第
50号）第9条の2の2の第1項の規定に基づき、令和　　年度の業務に関して報告します。

　開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄には法人の名称を記入す
ること。

住所

氏名

〒467-8602　愛知県名古屋市瑞穂区瑞穂町字川澄1番地

公立大学法人　名古屋市立大学

名古屋市立大学病院

〒467-8602　愛知県名古屋市瑞穂区瑞穂町字川澄1番地

電話（052）　851　－　5511　　　　　　

6血液内科

上記のいずれかを選択し○を付けること。

 1　「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
 2　「診療実績」欄については、「内科と組み合わせた診療科名等」欄において、標榜していない診療科がある場合、
その診療科で提供される医療を、他の診療科で提供している旨を記載すること。

・呼吸器内科およびアレルギー疾患内科は、呼吸器・アレルギー疾患内科で主に診療している。
・血液内科は、血液・腫瘍内科で主に診療している。
・内分泌内科および代謝内科は、内分泌・糖尿病内科で主に診療している。

（様式第10）



（2）外科

○ ○ ○

○ ○

（注）

（３）その他の標榜していることが求められる診療科名

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

（注）

（４）歯科

○

（注）

（５）（１）～（４）以外でその他に標榜している診療科名

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

11 12 13 14 15

16 17 18 19 20

21 22 23 24 25

（注） 標榜している診療科名について記入すること。

臨床検査科

血液・腫瘍内科

脳神経内科 形成外科 小児泌尿器科
リハビリテー

ション科
病理診断科

肝臓内科 膵臓内科
呼吸器・アレル
ギー疾患内科

内分泌・糖尿病
内科

歯科の診療体制

1　「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2　「歯科の診療体制」欄については、医療法施行規則第六条の四第五項の規定により、標榜している診療科名とし
て「歯科」を含まない病院については記入すること。

９婦人科 10眼科

歯科 無

歯科と組み合わせた診療科名

１小児歯科 2矯正歯科 ３歯科口腔外科

３整形外科 ４脳神経外科

15麻酔科 16救急科13放射線診断科 14放射線治療科

５皮膚科 ６泌尿器科 ７産婦人科 ８産科

５血管外科 6心臓血管外科 ７内分泌外科 ８小児外科

11耳鼻咽喉科 12放射線科

診療実績

・内分泌外科については、耳鼻咽喉科および泌尿器科で主に診療している。

１精神科 2小児科

標榜している診療科名に〇印を付けること。

1　「外科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2　「診療実績」欄については、「外科」「呼吸器外科」「消化器外科」「乳腺外科」「心臓外科」「血管外科」「心臓血管外
科」「内分泌外科」「小児外科」のうち、標榜していない科がある場合は、他の標榜科での当該医療の提供実績を記
載すること（「心臓血管外科」を標榜している場合は、「心臓外科」「血管外科」の両方の診療を提供しているとして差
し支えないこと）。

2消化器外科 ３乳腺外科

 1　「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
 2　「診療実績」欄については、「内科と組み合わせた診療科名等」欄において、標榜していない診療科がある場合、
その診療科で提供される医療を、他の診療科で提供している旨を記載すること。

外科 有

外科と組み合わせた診療科名

１呼吸器外科 ４心臓外科



５　病床数

６　医師、歯科医師、薬剤師、看護師及び准看護師、管理栄養士その他の従業者の員数

常勤 非常勤 合計 員数 員数

311 330 575.3 95 0

5 31 20.1 18 77

66 2 67.7 6 0

0 0 0 7 0

66 1 66.7 0 0

1030 56 1070.4 24 10

0 1 0.5 0 40

4 3 5.7 1 215

10 5 14.8 56 3

（注）

７　専門の医師数

（注）

８　管理者の医療に係る安全管理の業務の経験

令和 7 年 4 月 1 日

0 772 800

一般 合計

助産師

看護師 医療社会事業従事者

精神 感染症 結核 療養

臨床工学士

（単位：床）

職種

医師

歯科医師

薬剤師

28 0 0

あん摩マッサージ指圧師

臨床
検査

職種

看護補助者

理学療法士

作業療法士

視能訓練士

義肢装具士

栄養士

歯科技工士

診療放射線技師

准看護師

管理栄養士

保健師

1　報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2　栄養士の員数には、管理栄養士の員数は含めないで記入すること。
3　「合計」欄には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者
の員数の合計を小数点以下2位を切り捨て、小数点以下1位まで算出して記入すること。それ以外の欄には、それぞ
れの員数の単純合計員数を記入すること。

職種

診療エックス線技師

臨床検査技師

衛生検査技師

その他

その他の技術員

事務職員

その他の職員

歯科衛生士

眼科専門医

専門医名 人数（人） 専門医名 人数（人）

総合内科専門医

外科専門医

精神科専門医

小児科専門医

皮膚科専門医

泌尿器科専門医

66

45

12

23

10

17

放射線科専門医

脳神経外科専門医

整形外科専門医

麻酔科専門医

救急科専門医

7

14

17

11

25

26

305

耳鼻咽喉科専門医

1　報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2　人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者の員
数の合計を小数点以下1位を切り捨て、整数で算出して記入すること。

管理者名 （　　　　松川　則之　　　） 任命年月日

産婦人科専門医 18

合計

14

平成22年4月～平成25年3月　リスクマネージャー
令和７年4月～　 医療安全管理委員会委員



９　前年度の平均の入院患者、外来患者及び調剤の数

　歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科の前年度の平均の入院患者及び外来患者の数

人 人 人

人 人 人

剤

人

人

人

人

（注）

10　施設の構造設備

16 床 有

有

㎡ 有

㎡ 床

台

㎡

520.9 ㎡ （主な設備）

123.15 ㎡ （主な設備）

221.79 ㎡ （主な設備）

81.18 ㎡ （主な設備）

193.13 ㎡ （主な設備）

401.9 ㎡ 室数 室 人

96.98 ㎡ 室数 室 冊程度

（注）

歯科等以外 歯科等 合計

１日当たり平均入院患者数 6.2

１日当たり平均外来患者数

１日当たり平均調剤数

必要医師数

必要歯科医師数

必要薬剤師数

618.4

1737.8

21

74.9

624.6

1812.7

1551

164

5

378

1　「歯科等」欄には、歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科を受診した患者数を、「歯科等以外」欄にはそれ
以外の診療料を受診した患者数を記入すること。
2　入院患者数は、前年度の各科別の入院患者延数(毎日の24時現在の在院患者数の合計)を暦日で除した数を記
入すること。
3　外来患者数は、前年度の各科別の外来患者延数をそれぞれ病院の年間の実外来診療日数で除した数を記入す
ること。
4　調剤数は、前年度の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除した数を記入するこ
と。
5  必要医師数、必要歯科医師数、必要薬剤師数及び必要（准）看護師数については、医療法施行規則第二十二条
の二の算定式に基づき算出すること。

必要（准）看護師数

施設名 床面積 主要構造 設備概要

病床数 心電計

集中治療室
401.67 S造

一部SRC/R
C造

人工呼吸装置

その他の救急蘇生装置

心細動除去装置

ペースメーカー

有

有

無菌病室等
台数

医薬品情報
管理室

化学検査室

細菌検査室

床面積

62.81

検体検査システム

病理検査室

病理解剖室

研究室

講義室

図書室

［固定式の場合］

［移動式の場合］

［専用室の場合］

［共用室の場合］

S ・ SRC造

微生物検査システム

床面積

共用する室名

2

収容定員

蔵書数

320

5800

S造
一部SRC/R

C造

S造
一部SRC/R

C造

病床数 17268.45

0

病理標本染色封入システム

解剖台、臓器撮影台、滅菌装置（UV）

クリーンベンチ、オートクレープ滅菌装置

1　主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。
2　主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。

1



11　紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値

％ ％

人

人

人

人

（注）

12　監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由（注）

○ 無

無

無

無

（注）

13　監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由の公表の状況

委員名簿の公表の有無

委員の選定理由の公表の有無

公表の方法

公表の方法：病院ホームページにて公表している
https://w3hosp.med.nagoya-cu.ac.jp/section/central/anzen-kanri/externalauditor/

有

有

　　「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。
1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者
2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。）
3. その他

野村　由美子 中日新聞社　事務局長
医療を受ける者の立場から
意見を述べることができる者

2

大磯　義一郎
浜松医科大学医学部医学
科総合人間科学法学教授

法律に関する識見を有する者 1

松田　弘人
日本ガイシ株式会社
代表取締役副社長

医療を受ける者の立場から
意見を述べることができる者

2

利害
関係

委員の要件
該当状況

兼児　敏浩
三重大学医学部附属病院
医療安全管理部部長・教

授・副院長

医療安全に関する業務に
従事した経験を持つ医師 1

氏名 所属 委員長
（○を付す）

選定理由

1　「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
2　「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
3　Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。

算出
根拠

紹介率 88.8 逆紹介率 89.7

17,370

19,413

1,855

21,654

B：他の病院又は診療所に紹介した患者の数

A：紹介患者の数

Ｃ：救急用自動車によって搬入された患者の数

D：初診の患者の数



1  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数
（人）

86人

0人

4人

3

90人

(注） 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注） 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

タイムラプス撮像法による受精卵・胚培養

子宮受容能検査1

流死産検体を用いた遺伝子検査

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

（様式第2）



2  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

0人

0

0人

(注) 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第三各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

（様式第2）



3　その他の高度の医療

医療技術名 全身性毛細血管漏出症候群の急性発作治療 取扱患者数 1

当該医療技術の概要　　

医療技術名 十二指腸内視鏡的粘膜下層剥離術 取扱患者数 8

当該医療技術の概要

医療技術名 十二指腸内視鏡腹腔鏡合同手術 取扱患者数 6

当該医療技術の概要

医療技術名 咽喉頭内視鏡的粘膜下層剥離術 取扱患者数 2

当該医療技術の概要

医療技術名 再発食道がんに対する光線力学療法：Photodynamic therapy（PDT） 取扱患者数 4

当該医療技術の概要

医療技術名 急性胆嚢炎に対するLAMSを用いた超音波内視鏡下胆嚢ドレナージ術 取扱患者数 3

当該医療技術の概要

医療技術名 超音波内視鏡下胃空腸・空腸空腸吻合術 取扱患者数 7

当該医療技術の概要

医療技術名 気管支熱形成術 取扱患者数 8

当該医療技術の概要

医療技術名 気管支充填術 取扱患者数 5

当該医療技術の概要

医療技術名 経カテーテル的大動脈弁置換術 取扱患者数 52

当該医療技術の概要　　

医療技術名 デバイスを用いた心臓再同期療法 取扱患者数 7

当該医療技術の概要

LAMS（lumen apposing metal stent）を用いて、閉鎖空腸に対して超音波内視鏡下胃空腸吻合術（EUS-GJ）または空腸空腸
吻合術（EUS-JJ）を行うことで、胆道癌・膵癌術後患者の癌再発による輸入脚症候群に対するバイパスドレナージをおこな
う。

薬物療法に抵抗性の重症喘息患者に対して、気管支鏡下に直接気道粘膜に高周波電流を通電する治療。

高度の医療の提供の実績

 十二指腸腺腫や癌などを、内視鏡的粘膜下層剥離術（ESD）で切除する低侵襲治療法。十二指腸ESDは難易度が極めて
高く、リスクも高いため、高度な治療手技を要するため、全国的に限られて先進施設のみで施行されている低侵襲治療法で
ある。

全身性毛細血管漏出症候群の急性発作治療

耳鼻科と協力し、耳鼻科で喉頭展開をしていただいた後に、咽喉頭の早期がんを内視鏡的に切除する方法。喉頭温存を可
能とする究極の低侵襲治療法であり、全国的にも限られた施設のみで施行されている。

再発食道がんに対し、タラポルフィンナトリウムと半導体レーザーを用いてがん細胞を選択的に破壊する低侵襲な光線力学
療法。

外科手術が見込めない急性胆嚢炎に対して、LAMS（Lumen-apposing metal stent）を用い超音波内視鏡下に胆嚢を経消
化管的にドレナージ（EUS-GBD）を行う。

難治性の気胸に対して、気管支鏡を用いてEWS(Endobronchial Watanabe Spigot)を気管支に充填する治療。

高齢、あるいは他の疾患を患っているために従来の開胸による外科的大動脈弁置換術の適応とならない重症大動脈弁狭
窄症患者を対象に、専用のデバイスを用いて経カテーテル的に大動脈弁置換術を行う。

最適な薬物治療を受けているにもかかわらず、心不全が改善しない心臓伝導障害を有する低左心機能の心不全患者で、
ガイドラインに基づく適応症例を対象に、両心室ペーシング機能を有するデバイスによる心臓再同期療法を行う。

十二指腸腺腫や癌などを、内視鏡的粘膜下層剥離術で切除した後に、切除後の潰瘍底を腹腔鏡下に縫縮し補強する治療
法。消化器内科と消化器外科で合同で行う手術であり、全国的にも限られた先進施設のみで施行している低侵襲治療法。

（様式第2）



医療技術名 経カテーテル的左心耳閉鎖デバイス挿入術 取扱患者数 9

当該医療技術の概要

医療技術名 補助人工心臓管理ｖ 取扱患者数 3

当該医療技術の概要

医療技術名 特発性拡張型心筋症（指定難病）に対する診療 取扱患者数 40

当該医療技術の概要

医療技術名 肥大型心筋症（指定難病）に対する診療 取扱患者数 32

当該医療技術の概要

医療技術名 サルコイドーシス（指定難病）に対する診療 取扱患者数 20

当該医療技術の概要

医療技術名 肺動脈性肺高血圧症に対する診療 取扱患者数 15

当該医療技術の概要

医療技術名 卵円孔開存（PFO)閉鎖術 取扱患者数 3

当該医療技術の概要

医療技術名 経皮的僧帽弁修復術（TEER） 取扱患者数 11

当該医療技術の概要

医療技術名 ファロー四徴症（指定難病）に対する診療 取扱患者数 27

当該医療技術の概要

医療技術名 両大血管右室起始症（指定難病）に対する診療 取扱患者数 14

当該医療技術の概要

医療技術名 単心室症（指定難病）に対する診療 取扱患者数 9

当該医療技術の概要

医療技術名 エプスタイン病（指定難病）に対する診療 取扱患者数 3

当該医療技術の概要

出血リスクが高く、抗凝固療法がためらわれる脳梗塞発症高リスク患者に対し、カテーテルを用いた左心耳閉鎖術

外来での補助人工心臓の管理（多職種が携わるドライブライン感染評価、抗凝固療法、ポンプ管理、心移植手続き）。補助
人工植込み後の外来心臓リハビリテーションの実施。

指定難病である特発性拡張型心筋症患者の外来ならびに入院管理。特定疾患書類管理を含む。

指定難病である肥大型心筋症患者の外来ならびに入院管理。特定疾患書類管理を含む。

指定難病であるサルコイドーシス患者（心臓病変を合併）の外来ならびに入院管理。特定疾患書類管理を含む。

指定難病である肺動脈性肺高血圧症患者の外来ならびに入院管理。特定疾患書類管理を含む。

トランスサイレチン型心アミロイドーシス患者の外来ならびに入院管理。治療薬であるタファミジスは認定施設および認定処
方医のみに限定される。

重度の僧帽弁閉鎖不全症に対する、経カテーテル的僧帽弁修復術（edge-to-edge修復）

指定難病であるファロー四徴症患者の外来ならびに入院管理。特定疾患書類管理を含む。

指定難病である両大血管右室起始症患者の外来ならびに入院管理。特定疾患書類管理を含む。

指定難病である単心室症患者の外来ならびに入院管理。特定疾患書類管理を含む。

指定難病であるエプスタイン病患者の外来ならびに入院管理。特定疾患書類管理を含む。



医療技術名 完全大血管転位症（指定難病）に対する診療 取扱患者数 7

当該医療技術の概要　　

医療技術名 三尖弁閉鎖症（指定難病）に対する診療 取扱患者数 5

当該医療技術の概要

医療技術名 造血幹細胞移植療法 取扱患者数 24

当該医療技術の概要

医療技術名 キメラ抗原受容体T細胞療法（CAR-T細胞療法） 取扱患者数 25

当該医療技術の概要

医療技術名 腎移植後の内科管理 取扱患者数 4

当該医療技術の概要

医療技術名 難治性血管炎やループス腎炎の診療 取扱患者数 10

当該医療技術の概要

医療技術名 腹腔鏡下食道アカラシア手術 取扱患者数 1

当該医療技術の概要

医療技術名 胸腔鏡下食道亜全摘出術 取扱患者数 12

当該医療技術の概要

医療技術名 ロボット支援下食道亜全摘術 取扱患者数 31

当該医療技術の概要

切除可能食道癌に対してロボット支援下食道亜全摘術を安全に施行している。

医療技術名 ロボット支援下部食道噴門側胃切除術 取扱患者数 10

当該医療技術の概要

食道胃接合部癌に対する下部食道噴門側胃切除術をロボット支援下に安全に行っている。

医療技術名 ロボット支援幽門側胃切除術 取扱患者数 39

当該医療技術の概要

胃癌に対する幽門側胃切除をロボット支援下に安全に行っている。

医療技術名 ロボット支援噴門側胃切除術 取扱患者数 6

当該医療技術の概要

上部胃癌に対する噴門側胃切除をロボット支援下に安全に行っている。

指定難病である完全大血管転位症患者の外来ならびに入院管理。特定疾患書類管理を含む。

指定難病である三尖弁閉鎖症患者の外来ならびに入院管理。特定疾患書類管理を含む。

自家および同種造血幹細胞移植療法は、造血器腫瘍治療において極めて重要な手段である。高度の骨髄抑制および免
疫抑制に伴う合併症管理が治療成績を左右し、多臓器にわたる専門的な管理が必要であるため、チーム医療を学ぶ良い
機会となる。

 CAR-T細胞療法は、患者さんからリンパ球（T細胞）を採取した後に、キメラ抗原受容体（Chimeric Antigen Receptor: CAR）
という人工的な分子を導入することでがん細胞を直接攻撃するようにT細胞を遺伝子改変し患者さんに戻してがんを攻撃す
る新たな免疫・細胞療法です。当院は中部地区では数少ないCAR-T細胞療法の提供可能施設です。

当院では腎移植は実施していないが、他院で移植後1年以上経過し安定している患者の外来管理を行っている。

難治性血管炎の腎生検評価、免疫抑制剤治療、血漿交換などの治療を行っている。

アカラシア手術を腹腔鏡下にて安全に施行している。本年度は該当患者がなかった。

切除可能食道癌に対して胸腔鏡・腹腔鏡下食道亜全摘術を安全に施行している。



医療技術名 ロボット支援胃全摘術 取扱患者数 8

当該医療技術の概要

胃癌に対する胃全摘術をロボット支援下に安全に行っている。

医療技術名 ロボット支援腹腔鏡下結腸切除術 取扱患者数 83

医療技術名 ロボット支援腹腔鏡下大腸全摘術 取扱患者数 2

医療技術名 ロボット支援腹腔鏡下直腸切除術 取扱患者数 71

医療技術名 膵頭十二指腸切除術 取扱患者数 45

当該医療技術の概要

膵頭部腫瘍や遠位部胆管癌などに対して膵頭部・十二指腸・胆嚢・胆管を合併切除し、空腸を用いて再建している。

医療技術名 ロボット支援腹腔鏡下膵頭十二指腸切除 取扱患者数 23

当該医療技術の概要

膵頭部腫瘍や遠位部胆管癌などに対して膵頭部・十二指腸・胆嚢・胆管を合併切除し、空腸を用いて再建している。

これをロボットを用いて腹腔鏡下に施行している。

医療技術名 腹腔鏡下（ロボット支援を含む）膵体尾部切除術 取扱患者数 14

当該医療技術の概要

膵体尾部の良性および悪性腫瘍に対してて腹腔鏡（ロボット支援を含む）で膵体尾部切除を行っている。

医療技術名 Frey手術 取扱患者数 4

当該医療技術の概要

慢性膵炎のうち内科的治療で症状が改善しない場合に、硬化した膵の一部をくり抜いて結石を除去して膵管内を減圧し、

空腸と吻合する。

医療技術名 腹腔鏡下肝切除術（ロボット支援下を含む） 取扱患者数 49

当該医療技術の概要

肝に発生した原発性および転移性肝腫瘍に対する肝切除を腹腔鏡下（ロボット支援を含む）で行っている.

医療技術名 ロボット支援下胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術 取扱患者数 73

当該医療技術の概要

ｄa Ｖinciを使用した肺悪性腫瘍に対するロボット支援胸腔鏡下肺葉切除、区域切除術。

医療技術名 ロボット支援下胸腔鏡下縦隔腫瘍摘出術 取扱患者数 31

当該医療技術の概要

ｄa Ｖinciを使用した縦隔腫瘍に対する胸腔鏡下縦隔腫瘍摘出術。

医療技術名 Ｒｅduced port ロボット支援胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術 取扱患者数 7

当該医療技術の概要

ｄa Ｖinciを使用した肺悪性腫瘍に対する肺葉切除、区域切除術を通常の５ポートより少ない1-3か所のポート数で

行ったもの。

医療技術名 気管支腫瘍・狭窄に対する気管支鏡下YAGレーザー治療 取扱患者数 4

当該医療技術の概要

気管支腫瘍・悪性腫瘍腫瘍浸潤・術後気管支狭窄に対し、気管支鏡下にYAGレーザー照射を行い、気管支を

開存させる治療。

当該医療技術の概要
da Vinciとhinotoriを用いてロボット支援下に結腸切除術を施行している。

当該医療技術の概要
腹腔鏡を用いて大腸を全摘出し、肛門と回腸を吻合する。主に潰瘍性大腸炎・家族性大腸ポリポーシスに対して施行
している。

当該医療技術の概要
da Vinciとhinotoriを用いてロボット支援下に直腸切除術を施行している。



医療技術名 ロボット支援下胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（気管支形成を伴うもの） 取扱患者数 2

当該医療技術の概要

ｄa Ｖinciを使用した肺悪性腫瘍に対するロボット支援胸腔鏡下肺葉切除のうち、気管支形成を伴うもの。

医療技術名 急性汎発性腹膜炎手術 取扱患者数 1

当該医療技術の概要

医療技術名 腹部腫瘤摘出術 取扱患者数 2

当該医療技術の概要

医療技術名 会陰式鎖肛修復術 取扱患者数 1

医療技術名 十二指腸十二指腸吻合術 取扱患者数 1

当該医療技術の概要

医療技術名 食道裂孔ヘルニア修復術 取扱患者数 1

当該医療技術の概要

医療技術名 腸回転異常症手術 取扱患者数 1

当該医療技術の概要

医療技術名 胆嚢摘出術、総胆管切石術 取扱患者数 1

当該医療技術の概要

医療技術名 脊椎腫瘍骨全摘術 取扱患者数 3

当該医療技術の概要

特殊な器械を用いて展開し、脊髄を損傷することなく脊椎腫瘍骨を全摘出する国内もほとんどされていない手術

医療技術名 自家液体窒素処理骨移植 取扱患者数 5

当該医療技術の概要

液体窒素に腫瘍のある骨を浸して腫瘍細胞を凍死させ、その骨を再建に用いる方法

医療技術名 手術支援ロボット下　人工関節置換術 取扱患者数 65

当該医療技術の概要

ロボット支援下の手術で正確なインプラント設置ができる手術である

医療技術名 全内視鏡下脊椎手術 取扱患者数 55

当該医療技術の概要

局所麻酔下に極細い内視鏡を使用し低侵襲脊椎手術で国内でも一部の施設のみでしか行っていない手術である

新生児における腸回転異常症に対する手術

乳児における胆嚢結石症、総胆管結石症に対する手術

新生児における穿孔性腹膜炎に対する緊急手術

新生児、乳児における小児腫瘍に対する摘出術

乳児における直腸肛門奇形に対する一期的修復術

新生児における先天性十二指腸閉鎖症に対する修復術

乳児における先天性食道裂孔ヘルニアに対する手術

当該医療技術の概要



医療技術名 精巣内精子回収法（TESE）により得られた精子を用いた顕微授精 取扱患者数 9

当該医療技術の概要

医療技術名 筋硬直性ジストロフィーに対する着床前診断 取扱患者数 0

当該医療技術の概要

医療技術名 染色体相互転座に起因する習慣流産患者に対する着床前胚染色体構造検査 (PGT-SR) 取扱患者数 1

当該医療技術の概要

医療技術名 体外受精治療反復着床不成功に対する着床前胚染色体異数性検査 (PGT-A) 取扱患者数 11

当該医療技術の概要

医療技術名 習慣流産患者の妊娠管理 取扱患者数 120

当該医療技術の概要

医療技術名 重症妊娠高血圧症候群患者の管理 取扱患者数 70

医療技術名 不育症患者に対する抗凝固療法 取扱患者数 30

医療技術名 母体血胎児染色体検査 取扱患者数 700

医療技術名 前置胎盤・胎盤早期剥離などハイリスク妊婦に対する帝王切開術 取扱患者数 40

当該医療技術の概要

医療技術名 妊娠中期破水妊娠の管理 取扱患者数 50

当該医療技術の概要

医療技術名 精神疾患及び内科的疾患等の合併症を有する妊婦の周産期管理 取扱患者数 300

当該医療技術の概要

精神疾患やその他の内科的疾患を有する妊婦に対し、集学的管理を行い妊娠・分娩を管理する。

医療技術名 ロボット支援下腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術 取扱患者数 30

抗リン脂質抗体症候群は不育症の原因の1つであり、抗凝固療法（ヘパリン・アスピリン）により治療する。

胎児染色体数的異常（21・18・13トリソミー）について母体血を用いて非確定的に診断する。

精巣内から直接得られた精子を用いた顕微授精をおこなうことにより、この男性不妊症の患者が、生児を得ることが
出来る。

筋硬直性ジストロフィーは遺伝疾患であり、着床前診断することが出来る。

重圧な合併症を引き起こす可能性のある疾患である、高度な集約的治療により、妊娠・分娩管理をする。

妊娠中期の前期破水は母体のみでなく胎児にも大きな影響を与える。集約的な治療によって妊娠分娩管理をする。

習慣流産患者の診断、治療をおこない妊娠継続分娩管理をおこなう。

重症妊娠高血圧症候群の患者を、高度な集約的治療により、妊娠・分娩管理をおこなう。

均衡型染色体相互転座を有する習慣流産症例の受精卵に対し、PGT-Aを行うことで流産を予防することができる。

体外受精治療反復不成功例の受精卵に対し、PGT-Aを行うことで妊娠率が向上出来る。

当該医療技術の概要

当該医療技術の概要

当該医療技術の概要

当該医療技術の概要
手術支援ロボット「ダヴィンチ」を用いて手術治療を行う技術。



医療技術名 ロボット支援下腹腔鏡下子宮全摘術 取扱患者数 40

医療技術名 腹腔鏡下仙骨膣固定術 取扱患者数 3

医療技術名 腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術(子宮体癌に限る) 取扱患者数 5

医療技術名 人工内耳埋め込み術 取扱患者数 9

医療技術名 鏡視下咽頭・喉頭悪性腫瘍手術 取扱患者数 2

医療技術名 甲状軟骨形成術II型 取扱患者数 9

医療技術名 DRAF III 前頭洞手術 取扱患者数 2

医療技術名 遊離皮弁術 取扱患者数 48

当該医療技術の概要

遊離皮弁術

医療技術名 自家遊離複合組織移植術(顕微鏡下血管柄付きのもの） 取扱患者数 10

当該医療技術の概要

自家遊離複合組織移植術(顕微鏡下血管柄付きのもの）

医療技術名 リンパ管吻合術 取扱患者数 25

当該医療技術の概要

リンパ管吻合術

医療技術名 筋皮弁術 取扱患者数 10

当該医療技術の概要

筋皮弁術

医療技術名 動脈皮弁術 取扱患者数 9

当該医療技術の概要

動脈皮弁術

当該医療技術の概要
手術支援ロボット「ダヴィンチ」を用いて手術治療を行う技術。

当該医療技術の概要
手術支援ロボット「ダヴィンチ」を用いて手術治療を行う技術。

当該医療技術の概要
手術支援ロボット「ダヴィンチ」を用いて手術治療を行う技術。

当該医療技術の概要
高度難聴の症例に対して人工内耳埋め込みとその後の聴覚リハビリテーションを行っている。

当該医療技術の概要
早期の咽頭癌、喉頭癌に対する低侵襲手術として、経口腔的に内視鏡を用いた切除を行っている。

当該医療技術の概要
痙攣性発声障害に対してチタンブリッジを挿入する音声改善手術を行っている。

当該医療技術の概要
慢性副鼻腔炎に対して内視鏡下に前頭洞を単洞化する手術を行っている。



医療技術名 皮弁作成術 取扱患者数 24

当該医療技術の概要

皮弁作成術

医療技術名 眼瞼下垂症手術 取扱患者数 8

当該医療技術の概要

眼瞼下垂症手術

医療技術名 頬骨骨折観血的整復術 取扱患者数 7

当該医療技術の概要

頬骨骨折観血的整復術

医療技術名 眼窩骨折観血的手術 取扱患者数 10

当該医療技術の概要

眼窩骨折観血的手術

医療技術名 腋臭症手術(皮弁法) 取扱患者数 3

当該医療技術の概要

腋臭症手術(皮弁法)

医療技術名 漏斗鏡手術(頬骨挙上法） 取扱患者数 2

当該医療技術の概要

漏斗鏡手術(頬骨挙上法）

医療技術名 口唇裂形成手術) 取扱患者数 2

当該医療技術の概要

口唇裂形成手術)

医療技術名 多指症手術 取扱患者数 1

当該医療技術の概要

多指症手術

医療技術名 小耳症手術 取扱患者数 1

当該医療技術の概要

小耳症手術

医療技術名 天疱瘡（指定難病）の治療 取扱患者数 47

当該医療技術の概要

難治性天疱瘡へのリツキシマブ投与を含め、皮膚科専門医による専門的治療を行っている。

医療技術名 膿疱性乾癬（指定難病）の治療 取扱患者数 47

当該医療技術の概要

皮膚科専門医による膿疱性乾癬の専門的治療を行っている。

医療技術名 表皮水疱症（指定難病）の治療 取扱患者数 2

当該医療技術の概要

皮膚科専門医による表皮水疱症の専門的治療を行っている。



医療技術名 ロボット支援下前立腺全摘除術 取扱患者数 53

当該医療技術の概要

前立腺癌に対してロボット支援下で前立腺全摘除術を行っている。

医療技術名 ロボット支援下膀胱全摘除術 取扱患者数 40

当該医療技術の概要

膀胱癌に対してロボット支援下で膀胱全摘除術を行っている。

医療技術名 ロボット支援下腎摘除術 取扱患者数 77

当該医療技術の概要

腎癌に対してロボット支援下で腎摘除術を行っている。

医療技術名 ロボット支援下腎尿管全摘除術 取扱患者数 20

当該医療技術の概要

上部尿路上皮癌に対してロボット支援下で腎尿管全摘除術を行っている。

医療技術名 ロボット支援下尿管形成術 取扱患者数

当該医療技術の概要

尿管狭窄に対してロボット支援下で尿管形成術を行っている。

医療技術名 ロボット支援下副腎摘除術 取扱患者数 15

当該医療技術の概要

良性副腎腫瘍に対してロボット支援下で尿管形成術を行っている。

医療技術名 間質性膀胱炎（ハンナ型）に対する膀胱水圧拡張術 取扱患者数

当該医療技術の概要

間質性膀胱炎（ハンナ型）（指定難病226）に対し、膀胱水圧拡張術による治療を施行するもの。

医療技術名 下垂体前葉機能低下症（下垂体性男子性腺機能低下症）に対するホルモン補充療法取扱患者数

当該医療技術の概要

下垂体性男子性腺機能低下症（指定難病78）に対し、HCG製剤および遺伝子組換えヒトFSH製剤の補充を行うもの。

医療技術名 腹腔鏡下逆流防止術 取扱患者数 3

医療技術名 腹腔鏡内精巣に対する腹腔鏡下精巣固定術 取扱患者数 16

医療技術名 膀胱尿管逆流に対するロボット支援腹腔鏡下膀胱尿管逆流防止術 取扱患者数 0

医療技術名 先天性水腎症に対するロボット支援腹腔鏡下腎盂形成術 取扱患者数 19

先天性疾患である膀胱尿管逆流に対し、膀胱外アプローチで行う腹腔鏡手術である。先進医療Aとして厚生労働省が認め
た高度な手術であり、全国でも数施設でしか行われていない高度な技術を必要とする手術である。私たちの実績も踏まえ、
関連学会からの申請により、2024年6月から保険収載となった。

小児に対するより低侵襲な手術として腹腔鏡を全国に先駆けて取り入れ行っている。腹腔内からの精巣の観察ができ、開腹
による手術の時の理解にもつながっている。

先天性疾患である膀胱尿管逆流に対し、手術支援ロボット「ダヴィンチ」を用いて手術治療を行う技術。医師主導の臨床試
験として院内の倫理審査委員会での承認のもとに施行している。従来の腹腔鏡手術に比べ、高精細な視野、自由度の高い
鉗子を用い、手術成績の向上が期待される。本年度は施行症例はなかったが、継続していきたい。

先天性疾患である水腎症に対し、手術支援ロボット「ダヴィンチ」を用いて手術治療を行う技術。2020年4月から保険収載と
なった。従来の腹腔鏡手術に比べ、高精細な視野、自由度の高い鉗子を用い、手術成績の向上が期待される。



医療技術名 高難度の泌尿生殖器の先天異常に対する手術治療 取扱患者数 0

医療技術名 尿道下裂に対する手術治療 取扱患者数 25

医療技術名 先天性腎尿路異常に対する腹腔鏡下膀胱内手術 取扱患者数 1

医療技術名 サイコオンコロジー 取扱患者数 500

医療技術名 難治性てんかんの診断と治療 取扱患者数 300

医療技術名 修正型電気けいれん療法 取扱患者数 30

医療技術名 神経性やせ症の低体重に対する入院治療プログラム 取扱患者数 12

医療技術名 反復経頭蓋磁気刺激療法 取扱患者数 0

医療技術名 こころの発達外来 取扱患者数 600

医療技術名 重症筋無力症など神経筋疾患の麻酔管理 取扱患者数 15

医療技術名 多系統萎縮症（MSA）やALSなどの進行性神経疾患に対する麻酔・人工呼吸管理 取扱患者数 15

医療技術名 がん治療における麻酔管理（化学療法・放射線治療との連携） 取扱患者数 15

医療技術名 脳深部刺激療法 取扱患者数 14

当該医療技術の概要

指定難病であるパーキンソン病に対し電極を埋め込み日内変動を改善させるための治療法

当該医療技術の概要
難治性てんかんの診断精査として、入院で終夜脳波などの発作時ビデオ脳波同時記録を行っている。治療として、
入院・外来で抗てんかん薬による薬物療法および迷走神経刺激療法(VNS）を行っている。	

当該医療技術の概要
これまでに数種類の抗うつ薬を十分量、十分期間服用しても改善の得られない難治性うつ病や、副作用のために薬物治療
を行えない治療抵抗性うつ病、高齢者のうつ病に対しては、修正型電気けいれん療法を麻酔科の協力を得て行う。

当該医療技術の概要
低体重で入院を要する神経性やせ症患者に対して、精神科病棟で身体的な安全を確保しながら栄養療法を実施するもの
である。体重を増加させるだけでなく、治療全体の中で家族とともに心理的な回復も目指しながら評価・対応を行う。

当該医療技術の概要
先進医療として提供されるがん治療、特に外科手術やインターベンションに麻酔科が関与する。がん性疼痛の緩和や、化
学療法や放射線治療による副作用の管理も含めて、麻酔科医が重要な役割を果たす。特にがん患者に対する術中の疼痛
管理や神経ブロックなどは、特定機能病院の高度な技術と設備が必要である。

当該医療技術の概要
薬物抵抗性うつ病に対して、実施される反復経頭蓋磁気刺激療法（rTMS療法）。ECTとは異なり、電磁力を利用して、うつ
病の回復を促す。

当該医療技術の概要
児童・思春期に特有な疾患および全ライフステージにおける発達障害について心理検査を含めた専門的な診療を提供す
る。

当該医療技術の概要
指定難病である重症筋無力症など、神経筋疾患を持つ患者に対する麻酔管理は高度な技術が求められる。特定機能病院
では、呼吸管理の専門知識を持つ麻酔科医が関与する

当該医療技術の概要
これらの難病患者に対する呼吸や循環管理が非常に複雑である。特定機能病院では、麻酔科医が呼吸器・循環器の専門
チームと連携しながら、病態に応じたきめ細かな管理を行なう。

当該医療技術の概要
がん患者とその家族に対して、支持的精神療法を基本としつつ、がんという疾患の特性を良く理解し、患者の苦痛を
包括的に評価し、多職種と協働しながら精神心理的支援を提供する。

泌尿生殖器および下部消化管の複雑な先天異常疾患である、総排泄腔遺残（指定難病293）や膀胱外反症。総排泄腔外
反（指定難病292）は、発生頻度が10-20万人に1人と希少疾患である。治療には尿路・生殖器・消化器など広い範囲で高難
度の手術治療が必要となる。複数の関連各科と合同し手術治療を行い、安全に施行できている。

尿道下裂は 250-300人に1人と比較的頻度の高い陰茎の先天異常である。軽度のものから性分化疾患を合併する非常に
高度な症例まで幅ひろく存在し、当院へは高度の症例が多く紹介され、手術治療を行っている。当科で開発した手術方法
を用いて、良好で安全な治療成績を得ている。

先天性腎尿路異常のうち、尿管瘤や異所性尿管などの先天性疾患に対し、膀胱内に直接トロカーを挿入して炭酸ガスを送
気して手術を行う腹腔鏡下膀胱内手術を行う技術である。気膀胱手術とも呼ばれる。従来の開放手術にくらべ創が小さく、
低侵襲に行うことができる。



医療技術名 脳脊髄動静脈シャント疾患に対する脳血管内治療 取扱患者数 23

当該医療技術の概要

硬膜動静脈瘻および脳動静脈奇形に対して行うカテーテル治療

医療技術名 全内視鏡下脳腫瘍摘出術 取扱患者数 20

当該医療技術の概要

脳腫瘍摘出術は従来は大きく開頭して顕微鏡で行われていたが、小開頭内視鏡下で脳腫瘍摘出を行う治療法

その他の高度医療の種類の合計数 123

取扱い患者数の合計（人） 4515

（注） 1　当該医療機関において高度の医療と判断するものが他にあれば、前年度の実績を記入すること。

（注） 2　医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療
を提供する特定機能病院として十以上の診療科名を標榜する病院については、他の医療機関での実施状況を含め、当該
医療技術が極めて先駆的であることについて記入すること（当該医療が先進医療の場合についても記入すること）。



疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
1 球脊髄性筋萎縮症 5 71 特発性大腿骨頭壊死症 40
2 筋萎縮性側索硬化症 14 72 下垂体性ADH分泌異常症 27
3 脊髄性筋萎縮症 5 73 下垂体性TSH分泌亢進症 0
4 原発性側索硬化症 0 74 下垂体性PRL分泌亢進症 0
5 進行性核上性麻痺 12 75 クッシング病 28
6 パーキンソン病 491 76 下垂体性ゴナドトロピン分泌亢進症 0
7 大脳皮質基底核変性症 4 77 下垂体性成長ホルモン分泌亢進症 3
8 ハンチントン病 1 78 下垂体前葉機能低下症 109
9 神経有棘赤血球症 0 79 家族性高コレステロール血症（ホモ接合体） 46
10 シャルコー・マリー・トゥース病 13 80 甲状腺ホルモン不応症 1
11 重症筋無力症 136 81 先天性副腎皮質酵素欠損症 0
12 先天性筋無力症候群 0 82 先天性副腎低形成症 1
13 多発性硬化症／視神経脊髄炎 58 83 アジソン病 40

14
慢性炎症性脱髄性多発神経炎／多巣性運

動ニューロパチー
33 84 サルコイドーシス 289

15 封入体筋炎 3 85 特発性間質性肺炎 47
16 クロウ・深瀬症候群 0 86 肺動脈性肺高血圧症 140
17 多系統萎縮症 6 87 肺静脈閉塞症／肺毛細血管腫症 0
18 脊髄小脳変性症(多系統萎縮症を除く。) 42 88 慢性血栓塞栓性肺高血圧症 6
19 ライソゾーム病 0 89 リンパ脈管筋腫症 1
20 副腎白質ジストロフィー 2 90 網膜色素変性症 0
21 ミトコンドリア病 6 91 バッド・キアリ症候群 2
22 もやもや病 42 92 特発性門脈圧亢進症 3
23 プリオン病 0 93 原発性胆汁性胆管炎 59
24 亜急性硬化性全脳炎 0 94 原発性硬化性胆管炎 26
25 進行性多巣性白質脳症 1 95 自己免疫性肝炎 155
26 HTLV-1関連脊髄症 2 96 クローン病 205
27 特発性基底核石灰化症 0 97 潰瘍性大腸炎 464
28 全身性アミロイドーシス 19 98 好酸球性消化管疾患 0
29 ウルリッヒ病 0 99 慢性特発性偽性腸閉塞症 2
30 遠位型ミオパチー 2 100 巨大膀胱短小結腸腸管蠕動不全症 0
31 ベスレムミオパチー 2 101 腸管神経節細胞僅少症 0
32 自己貪食空胞性ミオパチー 0 102 ルビンシュタイン・テイビ症候群 1
33 シュワルツ・ヤンペル症候群 0 103 CFC症候群 2
34 神経線維腫症 36 104 コステロ症候群 0
35 天疱瘡 102 105 チャージ症候群 0
36 表皮水疱症 6 106 クリオピリン関連周期熱症候群 0
37 膿疱性乾癬（汎発型） 58 107 若年性特発性関節炎 15
38 スティーヴンス・ジョンソン症候群 0 108 TNF受容体関連周期性症候群 0
39 中毒性表皮壊死症 1 109 非典型溶血性尿毒症症候群 1
40 高安動脈炎 21 110 ブラウ症候群 0
41 巨細胞性動脈炎 0 111 先天性ミオパチー 6
42 結節性多発動脈炎 25 112 マリネスコ・シェーグレン症候群 0
43 顕微鏡的多発血管炎 84 113 筋ジストロフィー 57
44 多発血管炎性肉芽腫症 118 114 非ジストロフィー性ミオトニー症候群 0
45 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症 46 115 遺伝性周期性四肢麻痺 2
46 悪性関節リウマチ 9 116 アトピー性脊髄炎 0
47 バージャー病 6 117 脊髄空洞症 26
48 原発性抗リン脂質抗体症候群 15 118 脊髄髄膜瘤 21
49 全身性エリテマトーデス 460 119 アイザックス症候群 2
50 皮膚筋炎／多発性筋炎 263 120 遺伝性ジストニア 2
51 全身性強皮症 111 121 神経フェリチン症 0
52 混合性結合組織病 70 122 脳表ヘモジデリン沈着症 1

53 シェーグレン症候群 472 123
禿頭と変形性脊椎症を伴う常染色体劣性

白質脳症
0

54 成人スチル病 19 124
皮質下梗塞と白質脳症を伴う常染色体優

性脳動脈症
0

55 再発性多発軟骨炎 4 125
神経軸索スフェロイド形成を伴う遺伝性び

まん性白質脳症
0

56 ベーチェット病 117 126 ペリー症候群 0
57 特発性拡張型心筋症 141 127 前頭側頭葉変性症 2
58 肥大型心筋症 149 128 ビッカースタッフ脳幹脳炎 1
59 拘束型心筋症 2 129 痙攣重積型（二相性）急性脳症 4
60 再生不良性貧血 52 130 先天性無痛無汗症 1
61 自己免疫性溶血性貧血 78 131 アレキサンダー病 0
62 発作性夜間ヘモグロビン尿症 6 132 先天性核上性球麻痺 0

高度の医療の提供の実績

4　指定難病についての診療

（様式第2）
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63 特発性血小板減少性紫斑病 189 133 メビウス症候群 1
64 血栓性血小板減少性紫斑病 4 134 中隔視神経形成異常症/ドモルシア症候群 1
65 原発性免疫不全症候群 4 135 アイカルディ症候群 0
66 IgＡ 腎症 130 136 片側巨脳症 0
67 多発性嚢胞腎 27 137 限局性皮質異形成 0
68 黄色靱帯骨化症 41 138 神経細胞移動異常症 0
69 後縦靱帯骨化症 124 139 先天性大脳白質形成不全症 0
70 広範脊柱管狭窄症 3 140 ドラベ症候群 4

疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
141 海馬硬化を伴う内側側頭葉てんかん 0 212 三尖弁閉鎖症 10
142 ミオクロニー欠神てんかん 0 213 心室中隔欠損を伴わない肺動脈閉鎖症 6
143 ミオクロニー脱力発作を伴うてんかん 0 214 心室中隔欠損を伴う肺動脈閉鎖症 13
144 レノックス・ガストー症候群 4 215 ファロー四徴症 96
145 ウエスト症候群 0 216 両大血管右室起始症 58
146 大田原症候群 0 217 エプスタイン病 7
147 早期ミオクロニー脳症 0 218 アルポート症候群 1
148 遊走性焦点発作を伴う乳児てんかん 0 219 ギャロウェイ・モワト症候群 0
149 片側痙攣・片麻痺・てんかん症候群 29 220 急速進行性糸球体腎炎 183
150 環状20番染色体症候群 0 221 抗糸球体基底膜腎炎 10
151 ラスムッセン脳炎 0 222 一次性ネフローゼ症候群 6
152 ＰＣＤＨ19関連症候群 0 223 一次性膜性増殖性糸球体腎炎 0
153 難治頻回部分発作重積型急性脳炎 0 224 紫斑病性腎炎 5

154
徐波睡眠期持続性棘徐波を示すてんかん

性脳症
0 225 先天性腎性尿崩症 1

155 ランドウ・クレフナー症候群 0 226 間質性膀胱炎（ハンナ型） 2
156 レット症候群 5 227 オスラー病 20
157 スタージ・ウェーバー症候群 3 228 閉塞性細気管支炎 2
158 結節性硬化症 12 229 肺胞蛋白症（自己免疫性又は先天性） 7
159 色素性乾皮症 4 230 肺胞低換気症候群 11
160 先天性魚鱗癬 2 231 α1－アンチトリプシン欠乏症 0
161 家族性良性慢性天疱瘡 3 232 カーニー複合 0
162 類天疱瘡（後天性表皮水疱症を含む。） 13 233 ウォルフラム症候群 1

163 特発性後天性全身性無汗症 1 234
ペルオキシソーム病（副腎白質ジストロ

フィーを除く。）
0

164 眼皮膚白皮症 0 235 副甲状腺機能低下症 106
165 肥厚性皮膚骨膜症 1 236 偽性副甲状腺機能低下症 8
166 弾性線維性仮性黄色腫 0 237 副腎皮質刺激ホルモン不応症 1
167 マルファン症候群 27 238 ビタミンＤ抵抗性くる病/骨軟化症 36
168 エーラス・ダンロス症候群 5 239 ビタミンＤ依存性くる病/骨軟化症 0
169 メンケス病 0 240 フェニルケトン尿症 0
170 オクシピタル・ホーン症候群 1 241 高チロシン血症1型 0
171 ウィルソン病 7 242 高チロシン血症2型 0
172 低ホスファターゼ症 7 243 高チロシン血症3型 0
173 VATER症候群 1 244 メープルシロップ尿症 0
174 那須・ハコラ病 0 245 プロピオン酸血症 0
175 ウィーバー症候群 0 246 メチルマロン酸血症 1
176 コフィン・ローリー症候群 0 247 イソ吉草酸血症 0
177 ジュベール症候群関連疾患 0 248 グルコーストランスポーター1欠損症 2
178 モワット・ウィルソン症候群 0 249 グルタル酸血症1型 0
179 ウィリアムズ症候群 5 250 グルタル酸血症2型 0
180 ＡＴＲ－Ｘ症候群 2 251 尿素サイクル異常症 2
181 クルーゾン症候群 0 252 リジン尿性蛋白不耐症 0
182 アペール症候群 1 253 先天性葉酸吸収不全 0
183 ファイファー症候群 0 254 ポルフィリン症 2
184 アントレー・ビクスラー症候群 0 255 複合カルボキシラーゼ欠損症 0
185 コフィン・シリス症候群 1 256 筋型糖原病 0
186 ロスムンド・トムソン症候群 0 257 肝型糖原病 0

187 歌舞伎症候群 5 258
ガラクトース－１－リン酸ウリジルトランス

フェラーゼ欠損症
0

188 多脾症候群 4 259
レシチンコレステロールアシルトランスフェ

ラーゼ欠損症
0

189 無脾症候群 2 260 シトステロール血症 0
190 鰓耳腎症候群 0 261 タンジール病 0
191 ウェルナー症候群 1 262 原発性高カイロミクロン血症 0
192 コケイン症候群 2 263 脳腱黄色腫症 0
193 プラダー・ウィリ症候群 17 264 無βリポタンパク血症 0
194 ソトス症候群 4 265 脂肪萎縮症 2
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195 ヌーナン症候群 23 266 家族性地中海熱 21
196 ヤング・シンプソン症候群 0 267 高ＩｇＤ症候群 1
197 １p36欠失症候群 3 268 中條・西村症候群 0

198 ４p欠失症候群 0 269
化膿性無菌性関節炎・壊疽性膿皮症・アク

ネ症候群
13

199 ５p欠失症候群 1 270 慢性再発性多発性骨髄炎 2
200 第14番染色体父親性ダイソミー症候群 0 271 強直性脊椎炎 25
201 アンジェルマン症候群 19 272 進行性骨化性線維異形成症 0
202 スミス・マギニス症候群 2 273 肋骨異常を伴う先天性側弯症 1
203 22q11.2欠失症候群 7 274 骨形成不全症 17
204 エマヌエル症候群 0 275 タナトフォリック骨異形成症 0
205 脆弱Ｘ症候群関連疾患 0 276 軟骨無形成症 6
206 脆弱X症候群 0 277 リンパ管腫症/ゴーハム病 4
207 総動脈幹遺残症 1 278 巨大リンパ管奇形（頚部顔面病変） 0

208 修正大血管転位症 15 279
巨大静脈奇形（頚部口腔咽頭びまん性病

変）
1

209 完全大血管転位症 35 280 巨大動静脈奇形（頚部顔面又は四肢病変） 1
210 単心室症 44 281 クリッペル・トレノネー・ウェーバー症候群 4
211 左心低形成症候群 8 282 先天性赤血球形成異常性貧血 0

疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
283 後天性赤芽球癆 2 316 カルニチン回路異常症 1
284 ダイアモンド・ブラックファン貧血 0 317 三頭酵素欠損症 0
285 ファンコニ貧血 0 318 シトリン欠損症 12
286 遺伝性鉄芽球性貧血 0 319 セピアプテリン還元酵素（ＳＲ）欠損症 0

287 エプスタイン症候群 0 320
先天性グリコシルホスファチジルイノシトー

ル（GPI）欠損症
0

288 自己免疫性後天性凝固因子欠乏症 0 321 非ケトーシス型高グリシン血症 0
289 クロンカイト・カナダ症候群 1 322 β―ケトチオラーゼ欠損症 0
290 非特異性多発性小腸潰瘍症 1 323 芳香族L－アミノ酸脱炭酸酵素欠損症 0

291
ヒルシュスプルング病（全結腸型又は小腸

型）
7 324 メチルグルタコン酸尿症 0

292 総排泄腔外反症 1 325 遺伝性自己炎症疾患 0
293 総排泄腔遺残 4 326 大理石骨病 0

294 先天性横隔膜ヘルニア 8 327
特発性血栓症（遺伝性血栓性素因によるも

のに限る。）
1

295 乳幼児肝巨大血管腫 0 328 前眼部形成異常 0
296 胆道閉鎖症 2 329 無虹彩症 0
297 アラジール症候群 7 330 先天性気管狭窄症／先天性声門下狭窄症 4
298 遺伝性膵炎 0 331 特発性多中心性キャッスルマン病 3
299 嚢胞性線維症 2 332 膠様滴状角膜ジストロフィー 0
300 ＩｇＧ４関連疾患 71 333 ハッチンソン・ギルフォード症候群 0
301 黄斑ジストロフィー 4 334 脳クレアチン欠乏症候群 0
302 レーベル遺伝性視神経症 2 335 ネフロン癆 0

303 アッシャー症候群 1 336
家族性低βリポタンパク血症１（ホモ接合

体）
0

304 若年発症型両側性感音難聴 0 337 ホモシスチン尿症 0
305 遅発性内リンパ水腫 3 338 進行性家族性肝内胆汁うっ滞症 0
306 好酸球性副鼻腔炎 55 339 ＭＥＣＰ２重複症候群 0

307 カナバン病 0 340
 線毛機能不全症候群（カルタゲナー症候

群を含む。）
0

308 進行性白質脳症 1 341  ＴＲＰＶ４異常症 0
309 進行性ミオクローヌスてんかん 1
310 先天異常症候群 0
311 先天性三尖弁狭窄症 1
312 先天性僧帽弁狭窄症 1
313 先天性肺静脈狭窄症 0
314 左肺動脈右肺動脈起始症 0

315
ネイルパテラ症候群（爪膝蓋骨症候群）／Ｌ

ＭＸ１Ｂ関連腎症
7

（注）　「患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。
疾患数 202
合計患者数（人） 6,953



5　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療料）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・医療ＤＸ推進体制整備加算 　・バイオ後続品使用体制加算
　・特定機能病院入院基本料(一般病棟)７対１入院基本
料 　・病棟薬剤業務実施加算１
　・特定機能病院入院基本料(精神病棟)10対１入院基
本料 　・病棟薬剤業務実施加算２

　・救急医療管理加算 　・データ提出加算２

　・超急性期脳卒中加算 　・入退院支援加算１

　・診療録管理体制加算３ 　・入退院支援加算３

　・医師事務作業補助体制加算2（20対1） 　・精神科入退院支援加算
　・急性期看護補助体制加算（25対1（看護補助者5割未
満）） 　・認知症ケア加算１

　・看護職員夜間配置加算12対1配置加算１ 　・せん妄ハイリスク患者ケア加算

　・療養環境加算 　・精神疾患診療体制加算

　・重症者等療養環境特別加算 　・精神科急性期医師配置加算２

　・無菌治療室管理加算１ 　・地域医療体制確保加算

　・無菌治療室管理加算２ 　・救命救急入院料１
　・放射線治療病室管理加算（治療用放射性同位元素
による場合） 　・特定集中治療室管理料３

　・緩和ケア診療加算 　・ハイケアユニット入院医療管理料１

　・精神科身体合併症管理加算
　・総合周産期特定集中治療管理料１（母体・胎児集中
治療室管理料）

　・精神科リエゾンチーム加算
　・総合周産期特定集中治療管理料２（新生児集中治
療室管理料）

　・摂食障害入院医療管理加算 　・新生児治療回復室入院医療管理料

　・栄養サポートチーム加算 　・小児入院医療管理料２

　・医療安全対策加算１ 　・地域歯科診療支援病院歯科初診料

　・感染対策向上加算１ 　・歯科外来診療医療安全対策加算２

　・患者サポート体制充実加算 　・歯科外来診療感染対策加算４

　・重症患者初期支援充実加算

　・褥瘡ハイリスク患者ケア加算

　・ハイリスク妊娠管理加算

　・ハイリスク分娩管理加算

　・術後疼痛管理チーム加算

　・後発医薬品使用体制加算１

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療料）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・看護職員処遇改善評価料７５
　・鏡視下咽頭悪性腫瘍手術（軟口蓋悪性腫瘍手術を含
む。）

　・外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅰ） 　・内喉頭筋内注入術（ボツリヌス毒素によるもの）

　・歯科外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅰ） 　・鏡視下喉頭悪性腫瘍手術

　・入院ベースアップ評価料８８ 　・喉頭形成手術（甲状軟骨固定用器具を用いたもの）

　・外来栄養食事指導料の注２ 　・顎関節人工関節全置換術

　・外来栄養食事指導料の注３ 　・頭頸部悪性腫瘍光線力学療法

　・心臓ペースメーカー指導管理料の「注5」に掲げる遠隔モニ
タリング加算

　・乳がんセンチネルリンパ節加算１及びセンチネルリンパ節
生検（併用）

　・腎代替療法実績加算
　・乳がんセンチネルリンパ節加算２及びセンチネルリンパ節
生検（単独）

　・糖尿病合併症管理料
　・乳腺悪性腫瘍手術（乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を伴
わないもの））

　・がん性疼痛緩和指導管理料
　・乳腺悪性腫瘍手術（乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を伴
うもの））

　・がん患者指導管理料イ 　・ゲル充填人工乳房を用いた乳房再建術（乳房切除後）

　・がん患者指導管理料ロ
　・胸腔鏡下拡大胸腺摘出術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

　・がん患者指導管理料ハ
　・胸腔鏡下縦隔悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

　・がん患者指導管理料ニ 　・胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（気管支形成を伴う肺切除）

　・外来緩和ケア管理料
　・胸腔鏡下肺切除術（区域切除）（内視鏡手術用支援機器を
用いる場合）

　・移植後患者指導管理料（造血幹細胞移植後）
　・胸腔鏡下肺切除術（肺葉切除術又は1肺葉を超えるもの）
（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

　・糖尿病透析予防指導管理料
　・胸腔鏡下良性縦隔腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

　・婦人科特定疾患治療管理料
　・肺悪性腫瘍手術（壁側・臓側胸膜全切除（横隔膜、心膜合
併切除を伴うもの））

　・腎代替療法指導管理料
　・胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（区域切除）（内視鏡手術用支
援機器を用いる場合）

　・一般不妊治療管理料
　・胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（肺葉切除又は1肺葉を超えるも
の）（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

　・生殖補助医療管理料 　・食道縫合術（穿孔、損傷）（内視鏡によるもの）

　・二次性骨折予防継続管理料１
　・胸腔鏡下食道悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

　・二次性骨折予防継続管理料３
　・縦隔鏡下食道悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

　・下肢創傷処置管理料 　・経皮的冠動脈形成術（特殊カテーテルによるもの）

　・慢性腎臓病透析予防指導管理料 　・胸腔鏡下弁形成術

　・院内トリアージ実施料 　・経カテーテル弁置換術（経心尖大動脈弁置換術）

　・外来放射線照射診療料 　・経カテーテル弁置換術（経皮的大動脈弁置換術）

　・外来腫瘍化学療法診療料１ 　・胸腔鏡下弁置換術

（様式第2）



　・連携充実加算 　・経皮的僧帽弁クリップ術

　・外来腫瘍化学療法診療料の注9に規定するがん薬物療法
体制充実加算

　・不整脈手術 左心耳閉鎖術（胸腔鏡下によるもの）

　・ニコチン依存症管理料
　・不整脈手術 左心耳閉鎖術（経カテーテル的手術によるも
の）

　・がん治療連携計画策定料 　・経皮的中隔心筋焼灼術

　・肝炎インターフェロン治療計画料 　・ペースメーカー移植術

　・ハイリスク妊産婦連携指導料1 　・ペースメーカー交換術

　・ハイリスク妊産婦連携指導料２ 　・両心室ペースメーカー移植術

　・薬剤管理指導料 　・両心室ペースメーカー交換術

　・医療機器安全管理料１ 　・植込型除細動器移植術（心筋リードを用いるもの）

　・医療機器安全管理料２ 　・植込型除細動器交換術（心筋リードを用いるもの）

　・精神科退院時共同指導料２
　・植込型除細動器移植術（経静脈リードを用いるもの又は皮
下植込型リードを用いるもの）

　・救急患者連携搬送料 　・植込型除細動器交換術（その他のもの）

　・在宅酸素療法指導管理料の注2に掲げる遠隔モニタリング
加算

　・両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術（心筋電
極の場合）

　・在宅持続陽圧呼吸療法指導管理料の注2に掲げる遠隔モ
ニタリング加算

　・両室ペーシング機能付き植込型除細動器交換術（心筋電
極の場合）

　・在宅植込型補助人工心臓（非拍動流型）指導管理料
　・両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術（経静脈
電極の場合）

　・在宅腫瘍治療電場療法指導管理料
　・両室ペーシング機能付き植込型除細動器交換術（経静脈
電極の場合）

　・持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動する
持続血糖測定器を用いる場合）及び皮下連続式グルコース測
定

　・経静脈電極抜去術

　・持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動しな
い持続血糖測定器を用いる場合）

　・大動脈バルーンパンピング法（IABP法）

　・遺伝学的検査 　・経皮的循環補助法（ポンプカテーテルを用いたもの）

　・染色体検査の注２ 　・経皮的下肢動脈形成術

　・骨髄微小残存病変量測定 　・腹腔鏡下リンパ節群郭清術（傍大動脈）

　・ＢＲＣＡ１／２遺伝子検査 　・腹腔鏡下リンパ節群郭清術（側方）

　・がんゲノムプロファイリング検査 　・内視鏡下胃、十二指腸穿孔瘻孔閉鎖術

　・先天性代謝異常症検査 　・内視鏡的逆流防止粘膜切除術

　・抗アデノ随伴ウイルス９型（ＡＡＶ９）抗体
　・腹腔鏡下十二指腸局所切除術（内視鏡処置を併施するも
の）

　・ＨＰＶ核酸検出及びＨＰＶ核酸検出（簡易ジェノタイプ判
定）

　・腹腔鏡下胃切除術（単純切除術（内視鏡手術用支援機器
を用いる場合））

　・ウイルス・細菌核酸多項目同時検出
　・腹腔鏡下胃切除術（悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機
器を用いるもの））

　・検体検査管理加算（Ⅰ）
　・腹腔鏡下噴門側胃切除術（単純切除術（内視鏡手術用支
援機器を用いる場合））

　・検体検査管理加算（Ⅳ）
　・腹腔鏡下噴門側胃切除術（悪性腫瘍手術（内視鏡手術用
支援機器を用いるもの））

　・国際標準検査管理加算 　・腹腔鏡下胃縮小術（スリーブ状切除によるもの）

　・遺伝カウンセリング加算
　・腹腔鏡下胃全摘術（単純全摘術（内視鏡手術用支援機器
を用いる場合））

　・遺伝性腫瘍カウンセリング加算
　・腹腔鏡下胃全摘術（悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機
器を用いるもの））



　・心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加算 　・胃瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）

　・時間内歩行試験及びシャトルウォーキングテスト 　・バルーン閉塞下逆行性経静脈的塞栓術

　・胎児心エコー法 　・腹腔鏡下胆嚢悪性腫瘍手術（胆嚢床切除を伴うもの）

　・ヘッドアップティルト試験
　・胆管悪性腫瘍手術（膵頭十二指腸切除及び肝切除（葉以
上）を伴うもの）

　・人工膵臓検査、人工膵臓療法 　・体外衝撃波胆石破砕術

　・長期継続頭蓋内脳波検査 　・腹腔鏡下肝切除術

　・終夜睡眠ポリグラフィー（安全精度管理下で行うもの）
　・腹腔鏡下肝切除術（内視鏡手術用支援機器を用いる場
合）

　・脳波検査判断料１ 　・体外衝撃波膵石破砕術

　・神経学的検査 　・腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術

　・補聴器適合検査
　・腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器を
用いる場合）

　・ロービジョン検査判断料 　・腹腔鏡下膵頭部腫瘍切除術

　・コンタクトレンズ検査料１
　・腹腔鏡下膵頭部腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

　・内服・点滴誘発試験
　・腹腔鏡下結腸悪性腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器を
用いる場合）

　・経頸静脈的肝生検 　・早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術

　・前立腺針生検法（ＭＲＩ撮影及び超音波検査融合画像によ
るもの）

　・内視鏡的小腸ポリープ切除術

　・ＣＴ透視下気管支鏡検査加算 　・小腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）

　・経気管支凍結生検法 　・結腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）

　・画像診断管理加算4
　・腹腔鏡下直腸切除・切断術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

　・ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影
　・腹腔鏡下副腎髄質腫瘍摘出術（褐色細胞腫）（内視鏡手
術用支援機器を用いるもの）

　・冠動脈ＣＴ撮影加算 　・体外衝撃波腎･尿管結石破砕術

　・外傷全身CT加算
　・腹腔鏡下腎悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用い
るもの）

　・血流予備量比コンピューター断層撮影 　・腎悪性腫瘍ラジオ波焼灼療法

　・心臓ＭＲＩ撮影加算 　・腎（腎盂）腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）

　・乳房ＭＲＩ撮影加算
　・腹腔鏡下腎盂形成手術（内視鏡手術用支援機器を用いる
場合）

　・小児鎮静下ＭＲＩ撮影加算 　・尿管腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）

　・頭部ＭＲＩ撮影加算 　・膀胱水圧拡張術

　・全身ＭＲＩ撮影加算 　・ハンナ型間質性膀胱炎手術（経尿道）

　・肝エラストグラフィ加算 　・腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術

　・抗悪性腫瘍剤処方管理加算
　・腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術（内視鏡手術支援機器を用い
る場合）

　・外来化学療法加算１ 　・膀胱腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）

　・無菌製剤処理料 　・腹腔鏡下膀胱尿管逆流手術（膀胱外アプローチ）

　・心大血管疾患リハビリテーション料（Ⅰ） 　・尿道狭窄グラフト再建術



　・脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ） 　・人工尿道括約筋植込・置換術

　・運動器リハビリテーション料（Ⅰ） 　・精巣温存手術

　・呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ） 　・精巣内精子採取術

　・がん患者リハビリテーション料 　・腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術

　・リンパ浮腫複合的治療料
　・腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を
用いるもの）

　・経頭蓋磁気刺激療法 　・腟腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）

　・児童思春期精神科専門管理加算
　・腹腔鏡下膣式子宮全摘術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

　・認知療法・認知行動療法1
　・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術、腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手
術（子宮体がんに対して内視鏡手術用支援機器を用いる場
合)

　・抗精神病特定薬剤治療指導管理料（治療抵抗性統合失
調症治療指導管理料）

　・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに限る)

　・医療保護入院等診療料 　・腹腔鏡下子宮瘢痕部修復術

　・医科点数表第２章第９部処置の通則の５に掲げる処置の休
日加算１、時間外加算１、深夜加算１

　・体外式膜型人工肺管理料

　・エタノールの局所注入（甲状腺）
　・医科点数表第２章第10部手術の通則の12に掲げる手術の
休日加算１、時間外加算１、深夜加算１

　・エタノールの局所注入（副甲状腺） 　・医科点数表第2章第10部手術の通則の16に掲げる手術

　・人工腎臓
　・医科点数表第2章第10部手術の通則19に掲げる手術（遺
伝性乳癌卵巣癌症候群患者に対する乳房切除術に限る。）

　・導入期加算2
　・医科点数表第2章第10部手術の通則19に掲げる手術（遺
伝性乳癌卵巣癌症候群患者に対する子宮附属器腫瘍摘出
術）

　・透析液水質確保加算及び慢性維持透析濾過加算 　・輸血管理料Ⅰ

　・ストーマ合併症加算 　・輸血適正使用加算

　・皮膚悪性腫瘍センチネルリンパ節生検加算 　・コーディネート体制充実加算

　・組織拡張器による再建手術（乳房（再建手術）の場合） 　・人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算

　・四肢・躯幹軟部悪性腫瘍手術及び骨悪性腫瘍手術の
「注」に掲げる処理骨再建加算

　・胃瘻造設時嚥下機能評価加算

　・骨移植術（軟骨移植術を含む）（同種骨移植（非生体）（同
種骨移植（特殊なもの）））

　・麻酔管理料（Ⅰ）

　・骨移植術（軟骨移植術を含む）（自家培養軟骨移植術） 　・麻酔管理料（Ⅱ）

　・後縦靱帯骨化症手術（前方進入によるもの） 　・周術期薬剤管理加算

　・椎間板内酵素注入療法 　・放射線治療専任加算

　・腫瘍脊椎骨全摘術 　・外来放射線治療加算

　・脳腫瘍覚醒下マッピング加算 　・高エネルギー放射線治療

　・内視鏡下脳腫瘍生検術 　・1回線量増加加算

　・内視鏡下脳腫瘍摘出術 　・強度変調放射線治療（ＩＭＲＴ）

　・脳刺激装置植込術 　・画像誘導放射線治療（ＩＧＲＴ）

　・脳刺激装置交換術 　・体外照射呼吸性移動対策加算



　・癒着性脊髄くも膜炎手術（脊髄くも膜剥離操作を行うもの） 　・定位放射線治療

　・脊髄刺激装置植込術 　・定位放射線治療呼吸性移動対策加算

　・脊髄刺激装置交換術 　・画像誘導密封小線源治療加算

　・舌下神経電気刺激装置植込術 　・保険医療機関間の連携による病理診断

　・緑内障手術（流出路再建術（眼内法）） 　・病理診断管理加算２

　・緑内障手術（緑内障治療用インプラント挿入術（プレートの
あるもの））

　・悪性腫瘍病理組織標本加算

　・緑内障手術（水晶体再建術併用眼内ドレーン挿入術） 　・有床義歯咀嚼機能検査1のロ及び咀嚼能力検査

　・緑内障手術（濾過胞再建術(needle法)) 　・咀嚼能力検査

　・毛様体光凝固術（眼内内視鏡を用いるもの） 　・精密触覚機能検査

　・網膜付着組織を含む硝子体切除術（眼内内視鏡を用いる
もの）

　・歯科口腔リハビリテーション料2

　・網膜再建術 　・経頭蓋磁気刺激療法

　・植込型骨導補聴器交換術 　・歯科技工加算１及び２

　・内視鏡下鼻・副鼻腔手術Ⅴ型（拡大副鼻腔手術) 　・広範囲顎骨支持型装置埋入手術

　・経鼻内視鏡下鼻副鼻腔悪性腫瘍手術(頭蓋底郭清、再建
を伴うもの）

　・頭頸部悪性腫瘍光線力学療法

　・植込型補導補聴器(直接振動型)植込術 　・手術用顕微鏡加算

　・経外耳道的内視鏡下鼓室形成術 　・クラウン・ブリッジ維持管理料

　・人工中耳植込術
　・歯科技工士連携加算１及び光学印象歯科技工士連携加
算

　・人工内耳植込術 　・歯科技工士連携加算２

　・植込型骨導補聴器移植術 　・ＣＡＤ/ＣＡＭ冠



7　診療報酬の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

8　病理・臨床検査部門の概要

１．臨床検査部門と病理診断部門は別々である。

２．臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

剖検症例数（例） 11

剖検率（％） 2.3

(注）1 　「臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況」欄については、選択肢の１・２どちらかを選択する（○で囲む等）こと。

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催
した症例検討会の開催頻度

月3回程度

　・

　・

剖　検　の　状　況

　・

　・ 　・

(注) 1　特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2　「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以降に、診療報酬の算定
方法(平成二○年厚生労働省告示第五九号)に先進医療（当該病院において提供していたものに限る。）から採り入れられた医療技
術について記入すること。

臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

　・

　・

　・

　・

　・

　・ 　・

　・

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　等　の　種　類 施　設　基　準　等　の　種　類

　・MRI撮影及び超音波検査融合画像に基づく前立腺針
生検法（令和４年度診療報酬改定）

　・

　・流産検体を用いた染色体検査（令和４年度診療報酬
改定）

　 (注）2 　「症例検討会の開催頻度」及び「剖検の状況」欄には、前年度の実績を記入すること。

　・腹腔鏡下膀胱尿管逆流防止術（令和６年度診療報酬
改定）

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

（様式第2）



1  研究費補助等の実績

金   額

飯田　真介 血液・腫瘍内科 ¥6,500,000

アミロイドーシスに関する調査研
究 飯田　真介 血液・腫瘍内科 ¥400,000

血液・腫瘍内科

二重特異性抗体療法を受けた骨
髄腫患者における効果予測と免
疫病態に関する研究

飯田　真介 血液・腫瘍内科 ¥1,430,000

高齢者多発性骨髄腫に対する標
準治療の確立と治療効果・耐性
獲得に関わる分子基盤の探索

補

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門
補助元又は委託

元
第Ⅱ相医師主導治験の実施に向
けた突発性全身性毛細血管漏出
症候群（Clarkson病）のｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ
作成と疾患レジストリ構築

兼松孝好
総合診療科・総合内

科
¥3,990,000 厚生労働省

総合診療専門医養成ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑに
おけるﾋﾞﾃﾞｵﾋﾞｭｰを用いた教育ｼｽ
ﾃﾑの構築

後藤道子 地域医療学 ¥698,783 補 文部科学省

補

補 文部科学省

補

呼吸器・免疫アレル
ギー内科学

慢性咳嗽新規治療薬の効果予測
因子解析：難治化病態の多様性
の解明へ向けて

新実　彰男 ¥2,340,000

文部科学省

文部科学省

補 文部科学省

補

薬理学的アプローチによる肺癌
の分子標的治療の有効性と耐性
化メカニズムの解明

上村　剛大
呼吸器・免疫アレル

ギー内科学
¥2,600,000

文部科学省

補 文部科学省

補 文部科学省

金光　禎寛
呼吸器・免疫アレル

ギー内科学
¥1,560,000

¥1,820,000

¥780,000

補
気道知覚神経機能不全喘息の病
態におけるアラーミンの意義とバ
イオマーカーへの応用
ヨードの代謝経路に着目した肺癌
免疫チェックポイント阻害薬の新
たな治療戦略の解明

福田　悟史
呼吸器・免疫アレル

ギー内科学

呼吸器・免疫アレル
ギー内科学

カプサイシン咳感受性に着目した
COPD患者の増悪・死亡に影響
する湿性咳嗽の病態解明

福光　研介

呼吸器・免疫アレル
ギー内科学

¥910,000
多機能性T細胞を標的とした免疫
学的寛解治療法の確立 前田　伸治

循環器内科

循環器内科 ¥880,000

三田　貴臣

呼吸器・免疫アレル
ギー内科学

¥2,340,000
ヒト化マウスモデルを用いた急性
肺傷害における新規治療ター
ゲットの探求

為近　真也

潜在的に悪化する左室拡張障害
を心臓MRIによるT1 mapping解析
で検出する

北田　修一 ¥4,550,000

循環器内科 ¥4,810,000
マイオカインを介した骨格筋と心
血管連関による心臓リハビリテー
ションの効果の解明

溝口　達也

循環器内科 ¥4,550,000

循環器内科 ¥1,000,000

補 文部科学省

補 文部科学省

StageBにおける前心不全の診断
アルゴリズムの検討 瀬尾　由広 循環器内科 ¥840,000

心不全における心筋微小循環障
害を検出する非侵襲的手法の開
発

河田　侑 補 文部科学省

補 持田製薬

ｲﾝｾﾝﾃｨﾌﾞ機能を付加した歩数計
ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝｿﾌﾄの使用が血圧に
与える影響を検証するﾊﾟｲﾛｯﾄ試
験

林　宏祐 循環器内科 ¥500,000

腎血流と心臓壁運動の定量化技
術および血流映像技術を用いた
循環器系疾患の客観的評価に関
する研究

瀬尾　由広 補
キャノンメディ
カルシステム
ズ株式会社

補
愛知健康増進

財団

Registry of contemporary medical 
management of chronic heart 
failure with non-reduced ejection 
fraction in Japan

北田　修一 補
公立大学法人
奈良県立医科

大学

補 厚生労働省

国立研究開発
法人日本医療
研究開発機構

難治性腫瘍のクローン進化にお
けるTP73スーパーエンハンサー
の形成と欠失の意義

¥6,370,000 補
独立行政法人 
   日本学術振

興会

独立行政法人 
日本学術振興

会

委
国立研究開発
法人日本医療
研究開発機構

委
国立がん研究

センター

委
RNAスプライシング変異を有する
難治性腫瘍に対する新規治療薬
の非臨床試験

飯田　真介 血液・腫瘍内科 ¥520,000

多発性骨髄腫に対する至適分子
標的療法の確率とバイオマー
カーの探索研究

飯田　真介 血液・腫瘍内科 ¥1,000,000

（様式第3）



周産期うつ病の重症化を抑制す
るスマートフォン認知行動療法ア
プリの開発・実証・普及に関する
研究

後藤　志信 産婦人科

浸潤性軟部肉腫に対する温熱放
射線療法と免疫療法を併用した
新規治療法の開発

木村　浩明 整形外科 ¥1,170,000

RA関節破壊の制圧に向けた、新
規治療ターゲットとしてのグリオス
タチンの可能性

川口　洋平

血清中cell free DNAを用いた悪
性ﾘﾝﾊﾟ腫の中枢神経再発ﾘｽｸの
研究

鈴木　智貴 血液・腫瘍内科 ¥390,000 補

補

臨床応用を目指した放射線耐性
膵癌のCXCL12/CXCR4シグナル
の機能解析

今藤　裕之 消化器外科 ¥1,100,000

呼吸器外科

呼吸器外科

肺癌術前免疫チェックポイント阻
害剤の治療効果予測因子の検討 奥田　勝裕

多発性骨髄腫における抗腫瘍免
疫回避の機序解明を目的とした
血漿の網羅的解析

李　政樹 血液・腫瘍内科 ¥1,300,000 補
独立行政法人 
   日本学術振

興会
独立行政法人 
   日本学術振

興会

補
文部科学省科

研費

補
鈴木謙三記念
医科学応用研

究財団

補
文部科学省科

研費

補
日本学術振興

会

日本学術振興
会

補
日本学術振興

会

補
日本学術振興

会

補
日本学術振興

会

補
日本学術振興

会

トリフルリジン耐性大腸がんに対し
アポトーシス関連因子をターゲット
とした治療開発

前田　祐三 消化器外科 ¥1,300,000

消化器外科 ¥500,000

ゲムシタビン耐性膵がんにおける
Zerumboneの抗腫瘍効果の解明 社本　智也 消化器外科 ¥800,000

抗癌剤耐性膵癌におけるGirdin
の機能解析と新規治療薬への応
用

林　祐一 消化器外科 ¥1,200,000

手術支援ロボットにおける眼球・
腕運動の協調制御解明とトレーニ
ング法の開発

瀧口　修司

呼吸器外科

補
日本学術振興

会

補
大阪難病研究

財団

補 文部科学省

臨床応用を目的とした膵癌にお
けるZinc finger protein with 
KRAB and SCAN domains 
3(ZKSCAN3)の機能解析

野々山敬介 消化器外科 ¥1,000,000

臨床応用を目指した抗癌剤耐性
膵癌におけるILKの機能分析 加藤　知克 消化器外科 ¥1,300,000

文部科学省

補 文部科学省

補 文部科学省

補

¥1,600,000

¥26,000,000

補 文部科学省

補 文部科学省

委
国立研究開発

法人

文部科学省

補

¥910,000

¥520,000

３DprintingやCadaverを用いた肺
癌に対する高難度手術トレーニン
グシステムの構築

横田　圭右 ¥1,100,000

Super流産の原因遺伝子の同定と
胎児染色体正常原因不明習慣流
産の病態解明

杉浦真弓 産婦人科 ¥2,340,000

凍結免疫療法を用いた転移性骨
腫瘍の治療戦略 村上　英樹 整形外科

術後肺瘻の減少を目指す新たな
被覆法の検討 中村　龍二 ¥2,400,000

「アドヒアランス」を焦点とした慢性
腰痛患者への効果的な運動療法
の新たな治療戦略

八木　清 整形外科 ¥650,000

整形外科

補 文部科学省

補 文部科学省

補 文部科学省

小笠原　桜

インスリン応答に着目した子宮内
膜・脱落膜の機能解明による不育
症の新規治療戦略

後藤志信

生殖補助医療におけるfragment 
removalにより得られた胚盤胞の
染色体数的構成の解析

佐藤 剛 産婦人科 ¥1,560,000

産婦人科 ¥910,000

不育症女性に対する認知行動療
法アプリプログラムの無作為割付
試験による有効性の検証

補産婦人科 ¥650,000 文部科学省

補 文部科学省
ゲノムワイド関連解析による原因
不明不育症の病因解明とライフプ
ラン設計への応用

矢野好隆 産婦人科 ¥780,000

腎臓内科 ¥4,160,000

心臓血管術後及び悪性腫瘍治療
中の急性腎障害に関する研究 濱野高行 腎臓内科 ¥10,000,000

腎性貧血治療薬としてのSGLT2
阻害薬としての可能性 小野水面 腎臓内科 ¥4,550,000

細胞周期DNA修復からみた5-FU
抵抗性大腸癌の治療強化法と
ターゲット蛋白の同定

鈴木　卓弥 消化器外科 ¥900,000

尿細管着目した腫瘍腎臓病学 濱野高行



幼若期の甲状腺ホルモンによる
精子形成機序の解明 安井　孝周

Peritubular myoid cellの蛍光標識
による精巣内精子同定法の開発 武田　知樹

Spatial single-cell RNA sequence
によるオートファジー依存結石抑
制遺伝子の同定

¥3,000,000

¥3,500,000永井　隆
金属有機構造体を用いた新規ナ
ノ粒子開発による進行性前立腺
癌治療法の確立

¥500,000

¥3,700,000

頭頸部癌の腫瘍微小環境におけ
る樹状細胞の特徴と機能の解析 蓑原　潔

日本人小児睡眠時無呼吸治療に
関わる身体発育 有馬　菜千枝

内耳におけるカルシウム恒常性
の維持機構に関与する分子機構
の解明

カーボンナノホーンを用いた新規
磁性ナノ粒子の開発による去勢
抵抗性前立腺癌の新規診断法及
び治療法の確立

永井　隆

温熱療法および化学療法を同時
に行う金属有機構造体ナノ粒子
の開発と進行性前立腺癌への治
療応用

永井　隆

進行性前立腺癌への温熱療法お
よび化学療法を同時に行う金属
有機構造体ナノ粒子の開発

永井　隆

泌尿器科

ウイルスに起因する急性聴平衡
覚障害の包括的病態解明と新規
治療への応用

岩﨑　真一
耳鼻咽喉・頭頸部外

科

¥250,000

¥1,000,000

¥2,000,000

¥500,000

¥2,470,000

泌尿器科

濵本　周造

海野　怜

濵本　周造

海野　怜

泌尿器科

海野　怜 泌尿器科

泌尿器科

泌尿器科

¥1,000,000

¥300,000

台湾で発生頻度の高いアリストロ
キア酸関連尿路上皮癌に対する
ナノ粒子を用いた磁気温熱療法
の開発

男性不妊症治療を目指した精巣
の高温環境による造精機能障害
機序についての基礎的研究

西尾　英紀

Dil-labeled GDNF-soaked beads
を用いた精子幹細胞の分化促進
による無精子症治療法の開発

泌尿器科

泌尿器科

泌尿器科

武田　知樹

永井　隆

泌尿器科

泌尿器科

泌尿器科

Spatial single-cell RNA sequence
によるオートファジー依存型尿路
結石抑制遺伝子の同定

腎細胞癌がんに対する複合免疫
療法における腫瘍組織浸潤好酸
球に着目した免疫関連有害事象
マーカーの確立

泌尿器科

フェムト秒レーザーを用いた新規
尿路結石治療機器の開発

Spatial single-cell RNA sequence
を利用した、結石形成に関わる
オートファジー依存型結石関連
遺伝子の同定

泌尿器科

¥500,000

¥1,000,000

¥1,500,000

補
公益財団法人
内視鏡医学研
究振興財団

補

細胞表面へのCTLA-4発現に着
目した制御性T細胞を標的とする
頭頸部癌治療の開発

的場　拓磨

経皮的電気刺激による脳可塑性
の誘導を利用したPPPDに対する
新規治療の開発

蒲谷　嘉代子

腫瘍溶解ウイルス療法における十
全大補湯の増強効果 江崎　真一

文部科学省

補¥800,000

補

南方　寿哉

文部科学省

補 文部科学省

補 文部科学省

補 文部科学省

公益財団法人
東洋医学研究

財団

補 文部科学省¥1,300,000

耳鼻咽喉・頭頸部外
科

耳鼻咽喉・頭頸部外
科

耳鼻咽喉・頭頸部外
科

¥780,000

¥650,000

補
公益財団法人
大和証券財団

補

補¥1,040,000
耳鼻咽喉・頭頸部外

科

補
国立研究開発
法人日本医療
研究開発機構

補 文部科学省

文部科学省

補 文部科学省

耳鼻咽喉・頭頸部外
科

耳鼻咽喉・頭頸部外
科

¥2,470,000

補
公益財団法人
愛知県がん研

究振興会

公益財団法人
豊秋奨学会

中村元樹 皮膚科

補
日本新薬株式

会社

補
一般社団法人
日本泌尿器科

学会

皮膚科 ¥2,000,000

補

¥2,800,000

補
一般社団法人
日本癌治療学

会

補
公益財団法人
山口内分泌疾
患研究振興財

補

¥500,000

補
公益財団法人
内藤科学技術

振興財団

補
公益財団法人
平和中島財団

補
公益財団法人
日東学術振興

財団

野尻由佳 皮膚科 ¥1,000,000

真柄徹也

文部科学省

補 文部科学省

一般財団法人
愛知健康増進

財団

メルケル細胞癌における空間的
シングルセル解析による免疫療
法至適微小環境の解明

アルドケト還元酵素1C3多型によ
る乾癬発症のメカニズム

オールジャパンコホート連携によ
る大規模乾癬ゲノム・臨床情報の
構築

皮膚血管肉腫における三次リン
パ様構造とがん・精巣抗原を含む
腫瘍微小環境の解明

森田明理 皮膚科 ¥2,000,000



¥500,000

腸内細菌叢の酪酸産生菌に着目
した尿路結石新規治療薬の開発

泌尿器科

空間的シングルセル解析と遺伝
子改変前立腺オルガノイドを使用
した新規前立腺肥大症治療薬の
開発

海野　怜

惠谷　俊紀 泌尿器科

¥12,815,000

サイバー空間とフィジカル空間を
融合させた近未来緩和ケアシス
テムの開発研究

明智　龍男

がん患者の不安、抑うつに対する
スマートフォン精神療法の有効
性：無作為割付比較試験

明智　龍男 精神科 ¥2,400,000

精子幹細胞の非侵襲的評価を可
能にする血中バイオマーカーの
確立

水野　健太郎 泌尿器科 ¥1,800,000

乳がん患者の乳がん切除後疼痛
症候群に対するスマホ精神療法
の開発 ：革新的な分散型基盤を
用いた多機関共同無作為割付比
較試験

明智　龍男 精神科

精神科 ¥4,000,000

¥1,000,000

神経性やせ症に対するモバイル
家族介入の開発：AIを駆使した家
族のエンパワメント

白石　直 精神科 ¥900,000

内田　恵 緩和ケアセンター ¥600,000

職業性ジストニアの新規治療法の
開発と有用性の検証 中口　智博 精神科 ¥700,000

せん妄を合併した終末期がん患
者の身体的苦痛の実態調査と有
望な症状緩和治療の探索

最新の認知行動療法による医師
バーンアウト改善プログラムの普
及を目指した開発研究

渡辺　孝文 精神科 ¥1,200,000

遺族のうつ病に対する「日本文化
に適合したオンライン対人関係療
法」の効果検証

利重　裕子 精神科 ¥800,000

利重　裕子 精神科 ¥0

通院がん患者のがん疼痛セルフ
マネジメントのための遠隔看護介
入プログラムの開発

長谷川　貴昭 緩和ケアセンター ¥400,000

遺族のうつ病に対する「日本文化
に適合したオンライン対人関係療
法」の実施可能性検証試験への
助成

がん患者の遺族の死別前後の苦
痛を軽減するためのICT技術を応
用した看護ケアの開発

長谷川　貴昭 緩和ケアセンター ¥250,000

菊池　志乃 緩和ケアセンター ¥0

過敏性腸症候群に対するオンラ
イン心理療法

線量分布生成AIを用いた前立腺
癌放射線治療におけるスペー
サー留置個別化戦略の創出

高野聖矢 放射線治療科 ¥4,680,000

祖父江　和哉 麻酔科 ¥2,700,000

田中　基 麻酔科 ¥1,200,000

杉浦　健之 麻酔科 ¥400,000

徐　民恵

過敏性腸症候群に対するイン
ターネット認知行動療法の有効性
および費用対効果検証

菊池　志乃 緩和ケアセンター ¥1,100,000

過敏性腸症候群に対する心理治
療者養成のためのオンライン教育
プログラムの開発

慢性疼痛の発症に関与する情動
系回路の解明

脳保護因子エリスロポエチンとミク
ログリア活性化制御に注目した新
規脳低温療法
神経障害性疼痛モデルを用いた
末梢神経シュワン細胞の痛みへ
の関与の解析

菊池　志乃 緩和ケアセンター ¥0

脳血流量の変化を指標とした慢
性疼痛患者の脳機能評価

血液脳関門の破綻に着目した術
後神経認知機能障害の発症機序
解明
情報伝達に重要なγ帯域脳活動
を生じる脳領域間の連関に着目
した痛み認知機構の解明

補
公益財団法人
大山健康財団

補
公益財団法人
市原国際奨学

財団

定位放射線治療における再酸素
化を考慮したTCPモデルの確立と
最適化

富田夏夫 放射線治療科 ¥4,550,000

補

補

委

補

補

補

補

補

補

委

補

委

公益財団法人
豊秋奨学会

国立研究開発
法人日本医療
研究開発機構　

(AMED)

文部科学省

麻酔科 ¥1,200,000

田村　哲也 麻酔科 ¥1,000,000

加古英介 麻酔科 ¥600,000

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

公益財団法人 
武田科学振興

財団

文部科学省

公益財団法人
愛知県がん研

究振興会

補 文部科学省

補 文部科学省

委
公益財団法人

KDDI財団

補 文部科学省

補 文部科学省

補 文部科学省

補 文部科学省

補 文部科学省

補 文部科学省

補 文部科学省

補 文部科学省
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　国、地方公共団体又は公益法人から補助金の交付又は委託を受け、当該医療機関に所属する医師等が
申 請の前年度に行った研究のうち、高度の医療技術の開発及び評価に資するものと判断される主なものを
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脳神経外科

¥1,153,846 補

補

補 文部科学省

補

志田　恭子 麻酔科 ¥1,300,000

文部科学省

中西 俊之 麻酔科 ¥1,000,000

中井 俊宏 麻酔科 ¥1,200,000

活性フラボノイドを用いた口腔潜
在的悪性疾患に対する治療薬の
開発

加藤　伸一郎 歯科口腔外科 ¥1,300,000

人工冬眠を用いた新規脳保護療
法の開発に向けた基礎的研究

⾚外線瞳孔記録計を⽤いた「⼩
児のせん妄診断スケール」の開発
と有⽤性の検証

脳領域間の情報伝達機構の異常
に着目した術後せん妄の発症機
序の解明
麻酔中の低血圧サブタイプに着
目した術後急性腎障害・心筋障
害の発症機序解明
空間的遺伝子発現解析を用いた
傷害脳のニューロン移動機構の
解明と神経再生法の開発

海馬歯状回における神経細胞の
新生低下に注目した慢性疼痛の
発症機序解明
情動に関与する神経回路の持続
的な活性化に着目した慢性疼痛
の発症機序の解明

太田　晴子 麻酔科 ¥1,200,000

上村　友二 麻酔科 ¥1,000,000

青木　優祐 麻酔科 ¥800,000

加藤　利奈 麻酔科 ¥1,700,000

岡部一登 歯科口腔外科 ¥1,560,000 補

口腔扁平上皮癌におけるSTT3A
およびSTT3BがPD-L1に与える
影響の解析

石橋謙一郎 歯科口腔外科 ¥1,820,000

最適化したエクソソームによる放
射線顎骨壊死に対する治療法の
開発

補 文部科学省

補 文部科学省

補 文部科学省

補 文部科学省

リハビリテーション科 ¥700,000 補
公益財団法人　
日本股関節研
究振興財団

文部科学省

補 文部科学省

文部科学省

補 文部科学省

補

頚動脈石灰化粥腫安定機構の多
角的エピジェネティック制御と分
子間クロストークの探究

脳神経外科
日本学術振興

会片野広之 ¥158,890 補

脳循環代謝シミュレーションモデ
ルによる正常圧水頭症の病態解
明

日本学術振興
会

空間活用能を装備した新規の内
視鏡flexible-rigid scopeの開発 脳神経外科

日本学術振興
会谷川元紀 ¥500,000 補

山田茂樹 脳神経外科 ¥1,600,000 補

スーパーコンピュータ「富岳」成果
創出加速プログラム（「富岳」で実
現するヒト脳循環デジタルツイン）

高性能汎用計
算機高度利用

事業
山田茂樹 脳神経外科

安静時fMRIを用いたiNPH診療の
新たなイメージングバイオマー
カーの探求

日本学術振興
会山田紘史 脳神経外科 ¥500,000 補

¥2,700,000 補

3次元画像解析システムを用いた
脳・脳脊髄液・脳血流の動態解
析・シミュレーション

富士フイルム
株式会社山田茂樹

正常圧水頭症による認知症の診
断・治療

公益財団法人
大樹生命厚生
財団  医学研
究特別助成

山田茂樹 脳神経外科 ¥1,000,000 補

脳神経外科

脳・脊椎脊髄疾患の病的歩行を
検知する

共同研究費
（株式会社デ
ジタルスタン

ダード）

山田茂樹

韓国・大邱　Kyungpook National 
University(慶北大学）との国際共
同研究を目的とした大学間交流
の協定締結に向けた取り組み

特別研究奨励
費（国際交流
推進関係）

山田茂樹 脳神経外科 ¥400,000

¥423,000 補

Dementia Overcoming Research 
and Development Project, 
focusing on the development of 
global dementia prevention and 
treatment technology（世界的な
認知症予防・治療技術の開発に
焦点を当てた認知症克服研究開
発プロジェクト）

大韓民国政府
保健福祉部山田茂樹 脳神経外科 ¥2,150,000 補

大腿骨近位部骨折患者における
転倒防止と二次性骨折予防を目
的とした前庭機能解析

黒柳元



2　論文発表等の実績

(1)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文

番
号

論文種別

1 Original Article

2 Original Article

3 Original Article

4 Original Article

5 Original Article

6 Original Article

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

発表者氏名
筆頭著者の

特定機能病院における所属
題名

雑誌名・
出版年月等

Nukui T, 
Shimura T, 

Inaguma S, et 
al.

名古屋市立大学病院

Tanaka M, 
Sasaki M, 
Nishie H, 
Kojima Y, 
Sasaki Y, 
Suzuki T, 

Fukusada S, 

消化器内科

Efficacy and safety of 
talaporfin sodium 

photodynamic 
therapy as a salvage 
treatment for locally 
recurrent esophageal 

squamous cell 

International Journal of 
Clinical Oncology, 

Published online August 
19, 2025.

Pathological 
resection depth in 

cold snare 
polypectomy and 

underwater 
endoscopic mucosal 

resection for 
superficial 

nonampullary 

Dig Dis. 43(3):273-279. 
2025

MicroRNA-223-3p 
levels in serum-

derived extracellular 
vesicles predict 
regression of 

M2BPGi-based liver 
fibrosis after hepatitis 
C virus eradication 
by direct-acting 

Serum interleukin-6 
levels at the start of 
the second course of 

atezolizumab plus 
bevacizumab therapy 
predict therapeutic 
efficacy in patients 

with advanced 
hepatocellular 
carcinoma: A 

multicenter analysis.

Takanori 
Suzuki, 
Kentaro 

Matsuura, 
Yoshihito 

Nagura, et al.

消化器代謝内科学

What dress code do 
we teach students 
and residents？A 
survey of patients' 
and their families' 

preferences regarding 
physicians' 
appearance

The Asia Pacific 
Scholar2024.7（ｵﾝﾗｲﾝ）9

（3）,32-40

Michiko 
Goto,Ryota 

Sakamoto,Hid
eki 

Wakabayashi
他

地域医療学

Takanori 
Suzuki, 
Kentaro 

Matsuura, 
Takako 

Inoue, et al.

Journal of Medical 
Virology 2024;96(7): 

e29816

Takanori 
Suzuki, 
Kentaro 

Matsuura, 
Yuta Suzuki, 

et al.

消化器代謝内科学

消化器代謝内科学

Clinical performance 
of Circulating HBV 
RNA and iTACT‐
HBcrAg Assays in 

HBeAg‐negative and 
HBsAg‐cleared 

Chronic Hepatitis B 
Patients.

Journal of 
Gastroenterology and 

Hepatology 2024, 39:2158
–2168

Journal of 
Gastroenterology 

2024;59(8):719-731.

（様式第3）



7 Original Article

8 Original Article

9 Original Article

10 Original Article

11 Original Article

12 Original Article

13 Case report

14 Case report

Hori Y, 
Naitoh I, 

Naiki-Ito A, 
et al.

消化器・代謝内科学

Incidence of Pancreatic 
Injury and Pancreatitis 

in Patients Treated 
With Immune 

Checkpoint Inhibitors.

Clin Transl Gastroenterol. 
15(4): e00667, 2024.

Hori Y, 
Kawai T, 
Naiki-Ito 
A,et al.

消化器・代謝内科学

Asymptomatic 
pancreatic enlargement 

without pancreatic 
enzyme elevation: a 
rare case of immune 
checkpoint inhibitor-

associated pancreatitis.

Gastroenterol Rep (Oxf). 
12: goae064, 2024.

Serum IP-
10/CXCL10 levels 

predict regression of 
M2BPGi-based liver 
fibrosis after hepatitis 
C virus eradication 
by direct-acting 
antiviral agents.

Hepatology Research. 
2024 ;54(1):32-42.

Hori Y, Hayashi K, 
Naitoh I, et al. 消化器・代謝内科学

Feasibility of newly 
designed rotatable 
sphincterotome for 

endoscopic 
sphincterotomy (with 

video).

Endosc Int Open. 12(11): 
E1374-E1378, 2024.

Yoshihito 
Nagura, 
Takanori 

Suzuki (co-
first author), 

Kentaro 
Matsuura, et 

al.

消化器代謝内科学

Takanori 
Suzuki, 
Kentaro 

Matsuura, 
Yuta Suzuki, 

et al.

Takanori 
Suzuki, 
Kentaro 

Matsuura, 
Yuta Suzuki, 

et al.

消化器代謝内科学

Serum CXCL10 
levels at the start of 
the second course of 

atezolizumab plus 
bevacizumab therapy 
predict therapeutic 
efficacy in patients 

with advanced BCLC 
stage C 

hepatocellular 

Oncology, 
2024;102(7):611-620.

Kato A, 
Yoshida M, 
Kataoka H.

消化器・代謝内科学

Utility of an innovative 
basket catheter for 

endoscopic removal of 
fragmented or small 
pancreatic stones.

 Hepatobiliary Pancreat 
Sci. (10):e56-e57. 2024.

Cancer Medicine. 
2024;13:e6876.

消化器代謝内科学

Takanori 
Suzuki, 
Kentaro 

Matsuura, 
Yoshihito 

Nagura,  et 
al.

Serum angiopoietin-2 
levels predict the 
development of 
hepatocellular 

carcinoma following 
hepatitis C virus 
eradication using 

direct-acting antiviral 
agents.

消化器代謝内科学
Oncology, 

2024;102(8):676-687.

Prognostic nutritional 
index after 

introduction of 
atezolizumab with 

bevacizumab predicts 
prognosis in 
advanced 

hepatocellular 
carcinoma: A 



15 Original Article

16 Case report

17 Original Article

18 Case report

19 Case report

20 Original Article

21 Original Article

22 Original Article

23 Original Article

Respir Investig. 2024 
Sep;62(5):811-816

Ann Allergy Asthma 
Immunol. 2024 

Nov;133(5):550-558.e2

Suzuki Y, 
Maeno K, 

Kagawa Y他

Anticancer Res. 2024 
Nov;44(11):5095-5104

Efficacy of dupilumab 
for airway 

hypersecretion and 
airway wall thickening 

in patients with 
moderate-to-severe 

asthma: A 
prospective, 

observational study.

Allergol Int. 2024 
Jul;73(3):406-415

Tajiri T, 
Suzuki M, 

Nishiyama H
他

呼吸器・アレルギー内科

Nishiyama H, 
Tajiri T, 

Kurokawa R
他

呼吸器・アレルギー内科

Prevalence and 
clinical relevance of 
comorbid pertussis 
infection in adult 

patients with asthma: 
A prospective, cross-

sectional study.

Tajiri T, 
Suzuki M, 

Nishiyama H
他

呼吸器・アレルギー内科

Efficacy of dupilumab 
for severe chronic 
rhinosinusitis with 
nasal polyps and 

asthma: A 
prospective study.

呼吸器・アレルギー内科

Association of Plasma 
Nestin With Response 

to Immune 
Checkpoint Inhibitors 

Combined With 
Chemotherapy in 
Extensive-stage 
Small-cell Lung 

Adachi A, 
Yoshida M, 
Hori Y,et al.

消化器・代謝内科学

Percutaneous single-
operator 

cholangioscopy-assisted 
antegrade biliary 

recanalization with 
over-the-wire 3F 

Endosc Int Open. 
12(1):E179-E180. 2024

Kito Y, Kachi 
K, Yoshida 

M, et al.
消化器・代謝内科学

Potential of Anti-
Leukotriene Drugs as 

New Therapeutic 
Agents for Inhibiting 
Cholangiocarcinoma 

Progression.

Molecules. 29(14):3379, 
2024.

Natsume M, 
Yoshida M, 

Hayashi K, et 
al.

消化器・代謝内科学

3-Fr microcatheter-
assisted endoscopic 
ultrasound-guided 

rendezvous technique 
with a 22-gauge needle 

and a 0.018-inch 
guidewire for difficult 
biliary cannulation.

J Hepatobiliary Pancreat 
Sci. 31(2):e5-e7 2024

Okamoto Y, 
Kachi K, 

Kato A, et al.
消化器・代謝内科学

Ensuring safe retrieval 
of migrated metal stent 
using endoscopic sheath 

device.

J Gastrointestin Liver Dis. 
2024

Adachi A, 
Yoshida M, 
Hori Y,et al.

消化器・代謝内科学

Innovative use of a 3-
Fr microcatheter for 
precision guidewire 

placement with digital 
single-operator 

cholangioscopy for 
pancreaticobiliary 

drainage (with video).

Sci Rep. 14(1):30647, 
2024



24 Original Article

25 Original Article

26 Original Article

27 Original Article

Comorbid functional 
dyspepsia reflects IL-
33-mediated airway 
neuronal dysfunction 
in asthma. J Allergy 

Clin Immunol.

Ito K, 
Kanemitsu Y, 

Ueda T他

Staphylococcus 
aureus enterotoxin 

sensitization is 
associated with 

declined capsaicin 
cough sensitivity in 
chronic obstructive 
pulmonary disease

Kanemitsu Y, 
Fukumitsu K, 
Kurokawa R

他

呼吸器・アレルギー内科

呼吸器・アレルギー内科

Sci Rep. 2024 Nov 
28;14(1):29613

J Allergy Clin Immunol. 
2024 Dec;154(6):1422-

1433

Shuichi 
Kitada, Yu 
Kawada, 
Yasuhiro 
Shintani, 

Junki 
Yamamoto, 

Shohei 
Kikuchi, 
Hiroki 
Usuku, 
Kenichi 

Tsujita, Yuri 
Ochi, Toru 

Kubo, 
Hirohiko 
Motoki, 
Hiroyuki 
Iwano , 

Takatomo 
Watanabe, 
Nobuyuki 

Ohte, 
Yoshihiro Seo

循環器内科

Echocardiographic 
Features of Wild-

Type Transthyretin 
Cardiac Amyloidosis 

From J-Case: 
Multicenter Survey in 

Japan.

JACC Asia. 2025 Mar 
20:S2772-3747(25)00116-

4. PMID: 40162947

Tadafumi 
Sugimoto, Yu 

Kawada, 
Shohei 

Kikuchi, 
Shuichi 
Kitada, 
Masao 

Daimon, 
Yutaka 
Hirano, 
Masaki 
Izumo, 

Toshinari 
Onishi, 
Masaru 

Obokata, 
Hiroto 

Utsunomiya, 
Yoshihiro Seo

循環器内科
J Echocardiogr. 2025 
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　報告の対象とするのは、筆頭著者の所属先が当該特定機能病院である論文であり、査読のある学術雑誌
に掲載されたものに限るものであること。ただし、実態上、当該特定機能病院を附属している大学の講座等
と当該特定機能病院の診療科が同一の組織として活動を行っている場合においては、筆頭著者の所属先
が大学の当該講座等であっても、論文の数の算定対象に含めるものであること（筆頭著者が当該特定機能
病院に所属している場合に限る。）

  「発表者氏名」に関しては、英文で、筆頭著者を先頭に論文に記載された順に3名までを記載し、それ以上
は、他、またはet al.とする。

　「論文種別」欄には、Original Article、Case report, Review, Letter, Othersから一つ選択すること。

　当該特定機能病院に所属する医師等が前年度に発表した英語論文のうち、高度の医療技術の開発およ
び評価に資するものと判断されるものを七十件以上記入すること。七十件以上発表を行っている場合には、
七十件のみを記載するのではなく、合理的な範囲で可能な限り記載すること。

　「雑誌名・出版年月等」欄には、「雑誌名. 出版年月（原則雑誌掲載月とし、Epub ahead of printやin press
の掲載月は認めない）; 巻数: 該当ページ」の形式で記載すること
（出版がオンラインのみの場合は雑誌名、出版年月（オンライン掲載月）の後に（オンライン）と明記するこ
と）。
      記載例：　Lancet. 2015 Dec; 386: 2367-9  /  Lancet. 2015 Dec (オンライン）

　「筆頭著者の所属」については、和文で、筆頭著者の特定機能病院における所属を記載すること。
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　記載方法は、前項の「高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文」の記載方法に
準じること。

　当該医療機関に所属する医師等が前年度に発表したもののうち、高度の医療技術の開発および評価に資
するものと判断される主なものを記入すること。



(様式第 3) 

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類 

 

3 高度の医療技術の開発及び評価の実施体制 

(1)倫理審査委員会の開催状況 

① 倫理審査委員会の設置状況 有・無 

② 倫理審査委員会の手順書の整備状況 有・無 

・ 手順書の主な内容 

➢ 名古屋市立大学における医学系研究に係わる実施要綱（令和6年11月19日） 

➢ 名古屋市立大学医学系研究倫理審査委員会規程（令和6年4月2日） 

➢ 名古屋市立大学医学系研究倫理審査委員会（ＩＲＢ）標準業務手順書（令和6年11月19日） 

➢ 名古屋市立大学医学系研究倫理審査委員会（ＩＲＢ）事務局にかかる標準業務手順書 

（令和5年7月18日） 

 

名古屋市立大学において、外部から依頼を受けてあるいは自ら計画して行われる医薬品、医療

機器、再生医療等製品等の臨床試験、その他の医学系研究の実施するために必要な事項を「実施

要綱」で定め、「医学系研究倫理審査委員会規程」を制定し、医学系研究の実施の適否その他の

事項を調査、審議及び検討を行っている。なお、委員会の運営においては、「医学系研究倫理審

査委員会（ＩＲＢ）標準業務手順書」にて運営に関する手続き及び記録の保存方法等の詳細を定

め、「医学系研究倫理審査委員会（ＩＲＢ）事務局にかかる標準業務手順書」にて事務局の業務

内容を定めている。 

③ 倫理審査委員会の開催状況 

（2024年度開催状況） 

2024年4月10日(水)、5月8日(水)、6月5日(水)、7月3日(水)、8月7日

(水)、9月4日(水)、10月2日(水)、11月6日(水)、12月4日(水)、1月8

日(水)、2月5日(水)、3月5日(水) 

年 12 回 

（毎月1回開催） 

（注） 1 倫理審査委員会については、「臨床研究に関する倫理指針」に定める構成である場合に

「有」に○印を付けること。 

 2  前年度の実績を記載すること。 

 

 

(2)利益相反を管理するための措置 

① 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委

員会の設置状況 

○有 ・無 

② 利益相反の管理に関する規定の整備状況 ○有 ・無 



・ 規定の主な内容 

大学として利益相反の指針を示す「利益相反マネジメントポリシー」のもと、「利益相反マネジ

メント規程」及び「大学院医学研究科医学研究等利益相反委員会規程」を制定し、毎年各教員に

対して利益相反に関する自己申告書の提出を義務付け、必要に応じ適宜ヒアリングを行っている

。また、利益相反に関する専門的事項について調査・審議するため、全学的な組織として外部専

門家を含めた利益相反委員会を設置している。  

なお、医学研究等にかかる利益相反に関しては、医学研究科内に大学院医学研究科医学研究等利

益相反委員会を設置し、臨床研究実施前の事前申告、毎年1回の定期申告に基づいて適切な管理

を行っている。 

③ 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委

員会の開催状況 

年12回 

(注）前年度の実績を記載すること。 

 

 

(3)臨床研究の倫理に関する講習等の実施 

① 臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況 年 9 回 

 ・研修の主な内容 

「臨床研究実施セミナー（13回/年）」のうち、上記に合致する内容の開催状況は以下の9回 

① 本学における臨床研究の手続き（2024年4月17日開催）参加者数：252名 

② 臨床研究の手続き等について（2024年5月13日開催）参加者数：145名 

③ 倫理指針について（2024年6月11日開催）参加者数：121名 

④ チーム医療で実現する臨床研究（2024年9月24日開催）参加者数：104名 

⑤ 医学研究と医療安全（2024年10月22日開催）参加者数：104名 

⑥ GCP/モニタリング（2024年12月16日開催）参加者数：97名 

⑦ 患者目線から説明文書をどう読むか／名古屋市立大学における医学研究にかかる利益相反 

管理（2025年1月23日開催）参加者数：116名 

⑧ モニタリング講習会 リスクに基づくモニタリングを実践しよう（2025年2月7日開催） 

参加者数：85名 

⑨ 名古屋大学での臨床研究支援の取り組み―倫理指針下研究を中心に―（2025年3月7日開催） 

参加者数：72名 

(注）前年度の実績を記載すること。 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

1 研修の内容 

診療科ごとに各領域の専門医取得を目指す専門的な研修を実施している。また、診療科部長又は

部長代理を研修統括者とした指導体制を整備し、目標、指導体制、診療実績、連携施設等を含め

た研修プログラムをホームページで明示している。 

（注）上記の研修内容は医師法及び歯科医師法の規定による臨床研修を終了した医師及び歯科医師

に対する専門的な研修について記載すること。 

2 研修の実績 

  上記研修を受けた医師数        83.4 人 

（注）前年度の研修を受けた医師の実績を記入すること。 

3 研修統括者 

研修統括者氏名 診 療 科 役 職  等 臨床経験年数 特 記 事 項        

宮崎 景 総合診療科・総合内科 部長 27年  

片岡 洋望 消化器内科 部長 35年  

藤原 圭 肝・膵臓内科 部長 28年  

新実 彰男 呼吸器・アレルギー内科 部長 39年  

難波 大夫 リウマチ・膠原病内科 部長 30年  

瀬尾 由広 循環器内科 部長 32年  

田中 智洋 内分泌・糖尿病内科 部長 26年  

飯田 真介 血液・腫瘍内科 部長 37年  

松川 則之 脳神経内科 部長 36年  

濱野 高行 腎臓内科 部長 26年  

瀧口 修司 消化器・一般外科 部長 33年  

奥田 勝裕 呼吸器外科 部長 24年  

須田 久雄 心臓血管外科 部長 39年  

髙木 大輔 小児外科 部長代理 22年  

遠山 竜也 乳腺外科 部長 35年  

村上 英樹 整形外科 部長 31年  

杉浦 真弓 産科婦人科 部長 39年  

齋藤 伸治 小児科 部長 39年  

安川 力 眼科 部長 26年  

岩﨑 真一 耳鼻いんこう科 部長 32年  

鳥山 和宏 形成外科 部長 35年  

森田 明理 皮膚科 部長 35年  

安井 孝周 泌尿器科 部長 30年  

林 祐太郎 小児泌尿器科 部長 39年  

明智 龍男 精神科 部長 33年  

樋渡 昭雄 放射線科 部長 27年  

祖父江 和哉 麻酔科 部長 31年  

間瀬 光人 脳神経外科 部長 39年  

渋谷 恭之 歯科口腔外科 部長 35年  

植木 美乃 リハビリテーション科 部長 27年  

髙橋 智 実験病態病理学 教授 33年  

服部 友紀 救急科 部長 30年  

井上 貴子 臨床検査科 部長 26年  



診療科については、必ず記載すること。 

(注) 2 内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 

(注) 3 外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

4 医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修 

① 医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況（任意） 

 ・研修の主な内容     様式4-2別紙 参照 

 ・研修の期間・実施回数  様式4-2別紙 参照 

 ・研修の参加人数     様式4-2別紙 参照 

 

② 業務の管理に関する研修の実施状況（任意） 

 ・研修の主な内容     様式4-2別紙 参照 

 ・研修の期間・実施回数  様式4-2別紙 参照 

 ・研修の参加人数     様式4-2別紙 参照 

  

③ 他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況 

 ・研修の主な内容     様式4-2別紙 参照 

 ・研修の期間・実施回数  様式4-2別紙 参照 

 ・研修の参加人数     様式4-2別紙 参照 

 

(注) 1 高度の医療に関する研修について、前年度実績を記載すること。 

(注) 2 「③他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況」については、医療法施

行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医

療を提供する特定機能病院についてのみ記載すること。また、日本全国の医療機関に勤務する医療

従事者を対象として実施した専門的な研修を記載すること。 

 

 



4　医師、歯科医師以外の医療従事者等に
対する研修

研修の名称
研修の主な内容

（名称から読み取れる場合は記載不要で
す）

研修の期間
（開催日）

実施回数
（合計）

参加人数 対象職種 担当部署

看護師特定行為研修（厚生労働省指定研
修機関番号および名称　2023009　名古
屋市立大学病院）

2024/4/1-2025/3/31
研修期間を通して
実施

1名 看護師 管理課(医療人育成）

保険診療に関する講習会

第1回
①新設/加算要件の見直しによる増収見
込み
②DPC
③重症度、医療・看護必要度
④その他

第2回
①医事課からのお知らせ
②増収が見込める医学管理等の算定状況
について
③DPC機能評価係数について

第1回：2024/5/30
第2回：2025/3/17

2回

第1回：会場116
名
e-ラーニング
1228名
第2回：会場128
名
e-ラーニング
1448名

全職種 医事課医事係

高度管理医療機器研修会

高度管理医療機器である高エネルギーX
線発生装置（リニアック・トモセラ
ピー・Radixact）と密封小線源放射線治
療装置（RALS）における装置の特徴・安
全使用及び故障や緊急時の対応

2024/4/25
2024/10/29

2回

4月研修参加者：
53名
10月研修参加
者：53名

診療放射線技師 放射線技術科

人工呼吸器（V60）セミナー 人工呼吸器V60の取り扱い、演習

2024/6/5
2024/8/21
2024/10/7
2024/12/18

4回 112名 看護職員 CE・看護部

人工呼吸器（トリロジー）セミナー 人工呼吸器トリロジーの取り扱い、演習

2024/5/31
2024/6/24
2024/7/23
2024/8/29
2024/9/24
2024/10/16
2024/11/18
2024/12/10
2025/1/20
2025/2/19
2025/3/10

11回 342名 看護職員 CE・看護部

がん看護ベーシックコース がん看護の基本的知識の習得 2024/9/28 1回 23名 看護職員 看護部

がん看護アドバンスコース 個別的ながん看護の実践 2024/11/2 1回 20名 看護職員 看護部

がん看護院内認定フォローアップ 院内認定看護師としての活動について
2024/7/30
2025/1/21

2回 25名 看護職員 看護部

令和6年度児童虐待防止講演会 e-ラーニング開催 2025/3/14-4/15
研修期間を通して
実施

1368名 全職員 地域医療連携室

個人情報保護研修（eラーニング） 2024/8/1-8/31 1回 1254名 全職員
医事課情報システム
係

情報セキュリティ研修（eラーニング） 2024/8/1-8/31 1回 1382名 全職員
医事課情報システム
係

医薬品安全管理研修会 麻薬の取扱いについて 2024/8/1-8/30 1回 1298名 全職種 医療安全管理部

倫理研修会 倫理コンサルテーション活動報告など
2025/1/31（eラーニン
グ2025/2/12-3/3）

1回 1159名 全職種 医療安全管理部

危機管理研修会 重大事故報告など

2024/12/19
（DVD講演会
2024/12/25-12/26、
2025/1/6-1/7）
（eラーニング
2025/1/16-2/6、
2025/2/12-3/3）

1回 1755名 全職種 医療安全管理部

医療事故防止講演会 心理的安全性について

2024/7/18
（DVD講演会
2024/7/23、7/26、
7/30、8/7）
（eラーニング
2024/8/14-9/18、
2024/10/15-10/25）

1回 1789名 全職種 医療安全管理部

新規採用者研修

・医療安全管理について
・医療施設での感染症対策
・感染対策における微生物検査
・抗菌薬適正使用
・院内感染予防策
・針刺し・血液曝露防止
・職員の健康管理
・個人防護具着脱演習

2024/4/1-4/2 1回 322名 全職種
医療安全管理部、感
染制御部

医師事務作業補助者研修 医療安全管理について
2024/7/22
2025/1/21

2回 10名 全職種 医療安全管理部

医師事務作業補助者研修
・医療施設での感染症対策
・感染管理
・手洗い演習

2024/7/16
2025/1/14

2回 9名 医師事務補助者 感染制御部

中途採用者研修 医療安全管理について
2024/7/24
2024/11/20
2025/2/26

3回 129名 全職種 医療安全管理部

中途採用者研修
・医療施設での感染症対策
・感染管理

2024/7/16
2025/1/14

2回 135名 全職種 感染制御部

環境整備・清掃担当者研修
・環境整備・清掃
・個人防護具着脱演習

2024/10/10-10/11 1回 49名 委託清掃業者
感染制御部/管理課施
設管理係

感染対策講演会

第1回
2024年度における感染管理の取り組み
・HIV感染者/AIDS患者の診療について
・多角的戦略による手指衛生の取り組み
第2回
感染対策の最新情報～CDCガイドライン
を中心に～

第1回：2024/6/7
（DVD講演会：
2024/6/10、6/11(2回
実施)、6/13、6/14）
（eラーニング：
2024/6/17～7/31、8/8
～8/19、8/22～8/30）
（資料確認：2024/9/5
～13、～10/9、11/13
～11/22）
第2回：2024/11/1
（DVD講演会：
2024/11/6、11/7(2回
実施)、11/8）
（eラーニング：
2024/11/13～12/31、
2025/1/23～2/14、
2/20～2/28、～3/7）
（資料確認：
2025/3/11～3/21）

2回
第1回：1,830名

第2回：1,791名
全職種 感染制御部

抗菌薬適正使用講演会

第1回　※第1回感染対策講演会併催
2024年度における感染管理の取り組み
・抗菌薬適正使用アップデート～肺炎診
療ガイドライン改定を受けて～

第2回
メロペン神話に頼りすぎ？抗菌薬の「タ
スクシフト」を考えよう！

第1回：2024/6/7
（DVD講演会：
2024/6/10、6/11(2回
実施)、6/13、6/14）
（eラーニング：
2024/6/17～7/31、8/8
～8/19、8/22～8/30）
（資料確認：2024/9/5
～13、～10/9、11/13
～11/22）
第2回：2025/3/12
（eラーニング
2025/3/17～4/30）

2回
第1回：1,830名

第2回：1,230名
全職種

感染制御部

（※第1回は、感染対
策講演会併催）

災害対策講演会（会場およびe-ラーニン
グ）

2025/3/3
eラーニング：
2025/3/6～2025/3/31

1回
1225名
(3/3参加107名を
含む)

管理課（庶務）

コンプライアンス研修（e-ラーニング）
2024/11/18-
2024/12/27

1回 209名 全職種 管理課（庶務）

ハラスメント研修会(所属内で対面研修
又は自主研修（資料配布）)

2024/11/6-2024/12/27 1回
1252名（対面研
修及び自主研修
参加人数合計）

全職種 管理課（庶務）

１）講演：股関節領域の人工関節、リハ
ビリテーション、骨形成促進薬の有効性

２）特別講演：変形性膝関節症に対する
リハビリテーション治療、ロコモ予防か
らTKAまで

１）症例検討会

２）特別講演：歩行の調整力を考える：
視覚運動制御の視点から

認定輸血検査技師制度指定施設研修
輸血細胞療法全般(検査・治療・関係法
規等）

2024/5/22、5/23 2回 2名 臨床検査技師 臨床検査技術科

看護師特定行為研修（厚生労働省指定研
修機関番号および名称　2023009　名古
屋市立大学病院）

2024/4/1-2025/3/31
研修期間を通して
実施

2名 看護師
管理課（医療人育
成）

リハビリテーション
科・技術科

①　医師、歯科医師以外の医療従事者に
対する研修の実施状況

②　業務の管理に関する研修の実施状況

③　他の医療機関に所属する医療関係職
種に対する研修の実施状況

第17回桜山リハビリテーション研究会

第18回桜山リハビリテーション研究会

2024/10/19 1回 67名
医師、看護師、

療法士

2025/3/1
リハビリテーション

科・技術科
医師、看護師、

療法士
80名1回



 
 

(様式第 5) 
診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類 

 
計画・現状の別 １．計画    ２．現状  
管理責任者氏名 病院長 松川 則之 

  管理担当者氏名 管理課長 徳永 智明 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 
診療に関
する諸記
録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項
に
掲
げ
る
事
項 

病院日誌 管理課 処方箋、手術記録、看護 
記録、検査所見記録、エ 
ックス線写真、紹介状、 
入院診療計画書等は電 
子カルテ内で一元管理 
している。平成16年以前 
の電子カルテ導入前の 
記録については、処方箋 
を除き病歴センターで 
保管している。 
診療録等を持ち出す際 
は、データの暗号化や外 
部記録媒体の管理の徹 
底を行うようしている。 
（「名古屋市立大学病院 
個人情報保護管理要領」 
等） 

各科診療日誌 電子カルテサーバー、過
去分は病歴センター 

処方せん 電子カルテサーバー、過
去分は病歴センター 

手術記録 電子カルテサーバー、過
去分は病歴センター 

看護記録 電子カルテサーバー、過
去分は病歴センター 

検査所見記録 電子カルテサーバー、過
去分は病歴センター 

エックス線写真 電子カルテサーバー、過
去分は病歴センター 

紹介状 電子カルテサーバー、過
去分は病歴センター 

退院した患者に係る入院期間中
の診療経過の要約及び入院診療
計画書 

電子カルテサーバー、過
去分は病歴センター 

病院の管
理及び運
営に関す
る諸記録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
三

項
に
掲
げ
る
事
項 

従業者数を明らかにする帳簿 管理課、人事課  
高度の医療の提供の実績 管理課、医事課、診療科

等 
高度の医療技術の開発及び評価
の実績 

管理課、医学研究推進課
、診療科等 

高度の医療の研修の実績 管理課 
閲覧実績 管理課 
紹介患者に対する医療提供の実
績 

医事課、地域医療連携室 

入院患者数、外来患者及び調剤
の数を明らかにする帳簿 

医事課、薬剤部 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
一
項

に
掲
げ
る
事
項 

 医療に係る安全管理のための指
針の整備状況 

医療安全管理部 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

医療に係る安全管理のための委
員会の開催状況  

医療安全管理部 
 

医療に係る安全管理のための職
員研修の実施状況 

医療安全管理部 
 

医療機関内における事故報告等
の医療に係る安全の確保を目的
とした改善のための方策の状況 

医療安全管理部 
 

 
  



 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 

病院の管

理及び運

営に関す

る諸記録 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項 

院内感染対策のための指針の策
定状況 

感染制御部 
 

院内感染対策のための委員会の
開催状況  

感染制御部 

従業者に対する院内感染対策の
ための研修の実施状況  

感染制御部 

感染症の発生状況の報告その他
の院内感染対策の推進を目的と
した改善のための方策の実施状
況  

感染制御部 

医薬品安全管理責任者の配置状
況  

薬剤部、医療安全管理部 

従業者に対する医薬品の安全使
用のための研修の実施状況  

薬剤部 

医薬品の安全使用のための業務
に関する手順書の作成及び当該
手順書に基づく業務の実施状況
   

薬剤部 

医薬品の安全使用のために必要
となる未承認等の医薬品の使用
の情報その他の情報の収集その
他の医薬品の安全使用を目的と
した改善のための方策の実施状
況 

薬剤部、医療安全管理部 

医療機器安全管理責任者の配置
状況 

臨床工学室、医療安全管
理部 

従業者に対する医療機器の安全
使用のための研修の実施状況 

臨床工学室 

医療機器の保守点検に関する計
画の策定及び保守点検の実施状
況 

臨床工学室 

医療機器の安全使用のために必
要となる情報の収集その他の医
療機器の安全使用を目的とした
改善のための方策の実施状況 

臨床工学室、医療安全管
理部 
 
 

  



 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 
 病院の管理 
 及び運営に 
 関する諸記 
 録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

規
則
第
九
条
の
二
十
の
二
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
及
び
第
十
五
条
の
四
各
号
に
掲
げ
る
事
項 

医療安全管理責任者の配置状
況 

医療安全管理部  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

専任の院内感染対策を行う者
の配置状況 

感染制御部 

医薬品安全管理責任者の業務
実施状況 

薬剤部 

医療を受ける者に対する説明
に関する責任者の配置状況 

地域医療連携室 

診療録等の管理に関する責任
者の選任状況 

管理課、医事課 
 

医療安全管理部門の設置状況 医療安全管理部 
高難度新規医療技術の提供の
適否等を決定する部門の状況 

医療安全管理部 

未承認新規医薬品等の使用条
件を定め、使用の適否等を決
定する部門の状況 

医療安全管理部 

監査委員会の設置状況 医療安全管理部 
入院患者が死亡した場合等の
医療安全管理部門への報告状
況 

医療安全管理部 

他の特定機能病院の管理者と
連携した相互立入り及び技術
的助言の実施状況 

医療安全管理部 

当該病院内に患者からの安全
管理に係る相談に適切に応じ
る体制の確保状況 

医事課 
医療安全管理部 
地域医療連携室 

医療安全管理の適正な実施に
疑義が生じた場合等の情報提
供を受け付けるための窓口の
状況 

監査室 
医療安全管理部 

職員研修の実施状況 人事課、管理課、中
央臨床検査部、中央
放射線部、薬剤部、
臨床工学室、医療安
全管理部、感染制御
部、臨床研究開発セ
ンター、看護部、医
事課 

管理者、医療安全管理責任者
、医薬品安全管理責任者及び
医療機器安全管理責任者のた
めの研修の実施状況 

薬剤部 
臨床工学室 
医療安全管理部 

管理者が有する権限に関する
状況 

人事課、財務課、管
理課、経営課 

管理者の業務が法令に適合す
ることを確保するための体制
の整備状況 

総務課、監査室、管
理課 

開設者又は理事会等による病
院の業務の監督に係る体制の
整備状況 

総務課、管理課 

(注)「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理
方法の概略を記入すること。また、診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについても記載する



 
 

こと。 



 
 
 

 
規則第１条の 11第１項各号に掲げる医療に係る安全管理のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 医療に係る安全管理のための指針の整備状況 

 
     有・無 

 
 ・ 指針の主な内容：（別紙01を参照） 

1．医療機関における安全管理に関する基本的考え方 
2. 安全管理委員会・その他の組織に関する基本的事項 
3．医療に係る安全管理のための職員研修に関する基本方針 
4. 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を 

目的とした改善のための方策に関する基本方針 
5．医療事故等発生時の対応に関する基本方針 
6．医療従事者と患者との間の情報の共有に関する基本方針 
7．患者からの相談への対応に関する基本方針 
8．その他医療安全の推進のために必要な基本方針 
9．医療安全推進のための外部からの監査・評価に関する基本方針 

 

 
② 医療に係る安全管理のための委員会の設置及び業務の状況 
 
・ 設置の有無（ 有・無 ） 
・ 開催状況：年12回 
・ 活動の主な内容：（別紙02を参照） 
・ 活動の主な内容：（別紙02を参照） 
(1) 医療事故の調査、分析及び再発防止策に関すること 

なお、特定機能病院である本院管理者が定める水準以上の事象（「医療
事故発生時の対応」に定める＜報告すべき「医療事故」の定義＞に定め
る事象をいう。）が発生した場合の報告が適切に実施されているかを確
認し、結果を本院管理者に報告する。報告が不十分な場合は報告が適切
になされるよう研修・指導等を行う。 

(2) 医療に係る安全管理のための職員研修及び広報に関すること 
(3) 医療事故等の公表に関すること 
(4) その他医療に係る安全管理に関すること 

 

 
③ 医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況 

 
     年10回 

 
 ・ 研修の内容（すべて）：（別紙03を参照） 

新規採用者を対象に新規採用者研修会 
中途採用者を対象に中途採用者研修会を年3回実施 
医薬品管理研修会として麻薬講習会を年1回実施 
全職員を対象に医療事故防止講演会及び倫理研修会を各年1回ずつ実施 
重大事故事例の周知徹底を図る危機管理研修会を年1回実施 
医師事務作業補助者を対象に医師事務作業補助者研修を年2回実施 

 

 
④ 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の実施

状況 
 
   ・ 医療機関内における事故報告等の整備 （ 有・無 ） 
   ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

・リスクマネージメントマニュアルの定期的な見直し（追録・修正） 
・安全管理に関する自己点検評価報告書の策定・まとめ 
・事故収集による分析（定量および定性分析）・対策・実施 
・リスクマネージメントニュースの発行 
・eラーニングの実施 
・院内医療安全巡視 
・医療安全全国共同行動参加にてワーキング活動 
・暴力対策の実施 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 



 
 
 

 
規則第１条の 11第２項第１号に掲げる院内感染対策のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 院内感染対策のための指針の策定状況 

 
    有・無 

 
  ・ 指針の主な内容： 

1 院内感染対策に関する基本的考え方 
2 院内感染対策のための組織に関する基本事項 
3 院内感染対策のための従事者に対する講習に関する基本方針 
4 感染症の発生状況の報告に関する基本方針 
5 感染発生時の対応に関する基本方針  
6 院内感染防止に対する基本方針 
7 患者等に対する当該指針の閲覧に関する基本方針 
8 本指針の周知ならびに見直し及び改訂 
 

 
② 院内感染対策のための委員会の開催状況 

 
年 12回 

 
  ・ 活動の主な内容： 

感染対策委員会は、院内における感染症の感染予防対策に関する次の事項について審議し、 
方針を決定する。 

1 感染防止対策マニュアルの策定及び変更 
2 全職員を対象とした感染防止教育と啓発 
3 各職種、各部門の予防対策に関し、必要と思われる事項 
4 職業感染予防の策定 
5 院内感染発生時の改善策について病院職員への周知 
6 その他院内感染に関する重要事項 

 
 
③ 従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 

 
年 16回 

 
 ・ 研修の内容（すべて）： 

1．院内感染対策講演会 
第1回 6月7日（+DVD、e-ラーニング実施） 
「HIV感染者/AIDS患者の診療について」 
「多角的戦略による手指衛生の取り組み」 
第2回 11月1日 講演（+DVD、eラーニング実施） 
「感染対策の最新情報」 

 
2．抗菌薬適正使用支援講演会 
第1回 6月7日 （+DVD、e-ラーニング実施） 
「抗菌薬適正使用アップデート」 
第2回 3月12日 （+e-ラーニング実施）  
「メロペン神話に頼りすぎ？抗菌薬のタスクシフトを考えよう！」 

 
3．新規採用者研修 

4月1日～2日 講義「医療施設での感染症対策」「感染対策における微生物検査」 
「抗菌薬適正使用」「院内感染予防策」「針刺し・血液曝露防止」「職員の健康管理」 
個人防護具着脱演習 

 
4．中途採用者研修 

7月19日、1月30日 講義「医療施設での感染症対策」「感染管理」 
手洗い演習 

 
5．その他 
①医師事務補助者研修  
7月16日、1月14日 講義「医療施設での感染症対策」「感染管理」 手洗い演習 



 
 
 

 
②環境整備・清掃担当者研修 

10月 10日 10月 11 日 講義「環境整備・清掃」 個人防護具着脱演習 

 
6．NCU Infection Seminar 
第83回 5月8日  「AMR対策を踏まえたレスピラトリーキノロンの適正使用を考える」 
第84回 7月10日 「抗真菌薬を上手に使いこなそう！」 
第85回 9月11日 「パンデミック後の医療現場：グラム陰性菌感染とAMRへの対応策」 
第86回 11月13日 「COVID-19の病院クラスター対策と抗ウイルス薬の位置づけ」 
第87回 1月15日 「感染管理（制御）に関するUP to Date」 

 
 
④ 感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策の状況 
 
  ・ 病院における発生状況の報告等の整備        （ 有・無 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
（1）感染制御部を中心とした感染対策チーム（ICT）に、微生物検出状況、現場での感染症状を呈

する患者の状況が報告される。ICTは横断的活動の権限をもって、状況確認、情報収集、対策
の検討をし、現場へ適切な指導・助言をしている。 

（2）微生物カンファレンスや抗菌薬適正使用支援チーム（AST）により院内の分離菌発生と薬剤感
受性の把握をし、耐性菌等に対する診療支援や感染対策の分析・検討をしている。2024年度の
微生物カンファレンスは93件、血液培養カンファレンスは694件行った。 

（3）ASTは、抗菌薬の使用動向を監視し適正使用に向けた診療支援を行っており、2024年度は1209
件のモニタリングを行った。 

（4）ICTにより現場の環境ラウンドを実施（部署別ラウンド53部署、目的別ラウンド304部署）し
、感染対策上の問題の早期改善に努めている。 

（5）感染対策や感染症診療・抗菌薬使用に関するコンサルテーションについて、医師・看護師・
薬剤師・臨床検査技師が対応し、診療支援や部署の感染対策の改善につなげている。2024年度
は744件に対応した。 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 
 
 



 
 
 

 
規則第１条の 11第２項第２号に掲げる医薬品に係る安全管理のための体制の確保に係る

措置 
 
 
① 医薬品安全管理責任者の配置状況 

 
    有・無 

 
② 従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年３回 

 
 ・ 研修の主な内容：（別紙04を参照） 

新人看護師向け薬剤研修会（2回） 
管理が必要な医薬品・与薬時の注意点・薬剤師による情報提供など 
医薬品安全管理講習会（1回）e-ラーニングにて実施 
麻薬の管理と取り扱いについて 

 
③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状況 
 
 ・ 手順書の作成        （ 有・無 ） 
 ・ 手順書の内訳に基づく業務の主な内容： 
＜医薬品適正使用状況確認の実施＞ 
 医薬品適正使用状況確認表を用いて、以下の項目について月１回、各部門において確認している。 
 ・施錠が必要な薬品の管理 
 ・部門定数薬の管理 
  （冷所保存薬および遮光保存薬の管理、定数薬の配置数、期限切れ医薬品および有効期限まで 
   ３ヶ月未満の医薬品の有無、定数薬以外の医薬品の有無、分割使用時の残液の管理など） 
 ・冷蔵庫の温度確認 
 ・部門内の手指消毒薬の期限確認 
 ・安全性情報等の周知 
 ・医療従事者からの相談応需 
 ・有害事象・配合変化情報の収集などの具体例 
 ・医薬品に関する過誤事例の分析と再発防止 
 
 
④ 医薬品の安全使用のために必要となる未承認等の医薬品の使用の情報その他の情報の収集その

他の医薬品の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医薬品に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 

薬剤師が、未承認新規医薬品等（国内未承認薬（院内製剤を含む）・適応外・禁忌）の相談を医
師から受けた、または使用を発見した際には、未承認新規医薬品等評価部門薬剤師（医療の質管
理部主査）あるいは評価部門長（薬剤部長）等に連絡する。また電子カルテ上の「相談事例一覧
（薬剤部集積用）」に入力する。 

 
 ・ 未承認等の医薬品の具体的な使用事例（あれば）： 

2024（R6）年度中の把握事例：97例（2024年4月1日～2025年3月31日） 
具体例） 
・小腸癌の術後補助療法として大腸癌の術後補助療法がオーダされている 
・小児がん患者に化学療法誘発悪心嘔吐に対してオランザピンの使用を検討したい 
・アナペイン注の供給制限に対し、適応症を有さない規格での対応を検討したい 
・先天性乳び胸に対してフィブロガミンP・オクトレオチドが使用されていた 
・アポクリン腺癌の患者にタモキシフェンが処方されている 
・胆汁うっ滞を生じている乳児にリファンピシンの処方が検討されている 
・末梢確保困難な患者にセフトリアキソンを皮下注で使用したいと相談された 
 

  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
相談事例一覧の情報共有を適宜薬剤部内で行っている（電カル上で常時閲覧可能） 

 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 
 
 
 
  



 
 
 

 
規則第１条の 11第２項第３号に掲げる医療機器に係る安全管理のための体制の確保に係

る措置 
 
 
① 医療機器安全管理責任者の配置状況 

 
   有・無 

 
② 従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年197回 

 
 ・ 研修の主な内容：（別紙05を参照） 

・人工心肺装置、人工呼吸器、閉鎖式保育器、診療用高エネルギー放射線発生装置等の特に安
全使用に際して技術の習熟が必要と考えられる医療機器に関する職員に対する取扱研修 

   ・看護部の新規採用者及び中途採用者に対するシリンジポンプ、輸液ポンプ等の医療機器の取
扱研修 

・院内全てのスタッフに対する医療機器安全管理研修 
・研修医に対するシリンジポンプ、輸液ポンプ、呼吸器等の医療機器研修 
・人工呼吸器等は、病棟で使用する際の随時医療機器研修 
・集中治療部等の看護師対象とした、呼吸器、保育器等の医療機器研修 
 

 
③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況 
 
 ・ 医療機器に係る計画の策定        （ 有・無 ） 
 ・ 機器ごとの保守点検の主な内容：（別紙06を参照） 

・人工呼吸器、閉鎖式保育器等のMEセンター中央管理医療機器は、使用後MEセンターへ返却の
都度、また、一定の点検周期毎に、保守点検を実施している。 

    ・診療用高エネルギー放射線発生装置などの医療機器については、業者による定期点検を実施
している。 

 
 
④ 医療機器の安全使用のために必要となる未承認等の医療機器の使用の状況その他の情報の収集

その他の医療機器の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医療機器に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
 ・ 未承認等の医療機器の具体的な使用事例（あれば）： 

高度管理医療機器：Hot Axiousシステム（ボストン社） 
 本医療機器は胃壁又は腸壁に密着している、症候性膵仮性嚢胞 又は 70％以上の液体成分を 認

める症候性被包化壊死に対し、経胃又は経十二指腸的な内視鏡治療に対して承認を得ている。再
発性膵管空腸吻合部狭窄・輸入脚症候群の患者に対し、超音波内視鏡下胃空腸吻合術に当該医療
機器の適応外使用の申請がなされ、評価委員会での審査を経て患者限定で承認した。術者の医師
（使用責任医師・分担医師）は日本消化器内視鏡学会の適正使用指針の条件をすべて満たし、当
院における当該医療機器の適応外使用は過去に6例に実施され、有害事象は確認されていない。 

 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

・医療機器に係るインシデント情報、メーカーからの安全性情報、医薬品医療機器総合機構か
ら発進される情報等について、医療安全管理部へ一元的に情報集約され、同室及び臨床工学
室各対象部署で共同し、対応及び情報発信、対策を実施している。 

   ・医療機器の安全使用の観点から、中央管理する機器については、標準化を図っている。 
   ・医療機器の使用に係る医療事故の発生を防ぐことを目的として作成した医療機器使用マニュ

アルの適宜見直しを行っている。 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 

 

  



 
 
 

 
規則第９条の２０の２第１項第１号から第１３号の二に掲げる事項の実施状況 

 
 
① 医療安全管理責任者の配置状況 

 
     有・無 

 
・責任者の資格（医師・歯科医師） 
・医療安全管理責任者による医療安全管理部門、医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者及び医
療機器安全管理責任者の統括状況 

 
医療安全管理責任者は、医療安全管理委員会委員長として委員会を運営し、病院全体の安全管

理体制の確保の徹底を図るとともに、医療安全管理部門、医療安全管理委員会、医薬品安全管理
責任者及び医療機器安全管理責任者の業務を統括し、安全管理に関する病院全体の責務を担う。 
 

 
② 専任の院内感染対策を行う者の配置状況 

 
 有（ 9名）・無 

 

③ 医薬品安全管理責任者の業務実施状況 

・医薬品に関する情報の整理・周知に関する業務の状況 

医薬品安全管理責任者に指示のもと、医薬品情報係長（専任：医薬品安全管理実施担当者）１名お
よび係員３名（兼任）にて定期的な情報収集及び発信を行っている。 

 
 ・医薬品情報誌の発行：12回 
  主な内容）薬事委員会報告、医薬品・医療機器等安全性情報、個別医薬品の適正使用情報、添付

文書改訂、製剤および包装変更 
・院内有害事象報告（重篤既知あるいは未知事例：薬事委員会で報告）：4件 

 

・未承認等の医薬品の使用に係る必要な業務の実施状況 

・審査 
診療科は、未承認新規医薬品等を用いた医療提供時には、未承認新規医薬品等評価部門（以下、
評価部門）に申請を行う。評価部門は審査要否を判断し、必要に応じて未承認新規医薬品等評価
委員会（以下、評価委員会）に審査を付託する。評価委員会は審査を行い、審査結果を評価部門
に報告する。評価部門は審査結果を踏まえて使用適否を決定し、診療科に通知する。 
2024年度未承認新規医薬品等の申請件数 81件（委員会審査あり 44件 委員会審査なし 34件 
申請取り下げ 3件） 

 
・モニタリング 
評価部門は、使用状況について申請者から適宜報告を受け適正に使用されていたかを確認する。 

 

・担当者の指名の有無（有・無） 

・担当者の所属・職種： 

評価部門長 所属：医薬品安全管理責任者  職種 薬剤師 
  評価部門員 所属：医療機器安全管理責任者  職種 医師 
  評価部門員 所属：臨床研究支援開発センター長 職種 医師 
  評価部門員 所属：病院管理部長          職種 事務  
  評価部門員 所属：副看護部長    職種 看護師  
  事務局   所属：医療の質管理部主査       職種 薬剤師 

事務局   所属：医療の質管理部   職種 事務 

 

④ 医療を受ける者に対する説明に関する責任者の配置状況 有・無 

・医療の担い手が説明を行う際の同席者、標準的な説明内容その他説明の実施に必要な方法に関する

規程の作成の有無  （ 有・無 ） 



 
 
 

 

・説明等の実施に必要な方法に関する規程に定められた事項の遵守状況の確認、及び指導の主な内容

：セーフティーマネージャーで構成された医療安全全国行動ワーキンググループにおいて、診療録の

確認を行う、またインシデントが発生した際、同意書及び診療録にて遵守状況を確認し、該当部門へ

個別に指導している。  

 

 

⑤ 診療録等の管理に関する責任者の選任状況 有・無 

・診療録等の記載内容の確認、及び指導の主な内容： 

診療情報管理委員と診療情報管理士にてカルテの質的監査を実施している。監査は、「診療記録記載

要綱」に基づき、診療記録の記載がされているか確認を行っている。監査結果は、診療情報管理士よ

り診療科へ通知を行う。また、診療情報管理委員会において検討を行い、必要に応じて、委員長より

診療科へ指導を行う。 

 

 

⑥ 医療安全管理部門の設置状況 有・無 

・所属職員：専従（6）名、専任（ ）名、兼任（5）名 

 うち医師：専従（1）名、専任（ ）名、兼任（5）名 

 うち薬剤師：専従（1）名、専任（ ）名、兼任（ ）名 

 うち看護師：専従（3）名、専任（ ）名、兼任（ ）名 

（注）報告書を提出する年度の 10月１日現在の員数を記入すること 

・活動の主な内容： 

（１）医療安全管理委員会、セーフティーマネージャー会議等で用いられる資料及び議事録の作
成、保存、その他安全管理委員会の庶務に関すること。 

（２）事故等に関する診療録や看護記録等への記載が正確かつ十分になされていることの確認を
行うとともに、必要な指導を行うこと。 

（３）患者や家族への説明など事故発生時の対応状況について確認を行うとともに、必要な指導
を行うこと。 

（４）事故等の原因究明が適切に実施されていることを確認するとともに、必要な指導を行うこ
と。 

（５）医療安全に係る連絡調整に関すること。 
（６）その他医療安全対策の推進に関すること。 

 

※ 平成二八年改正省令附則第四条第一項及び第二項の規定の適用を受ける場合には、専任の医療に
係る安全管理を行う者が基準を満たしていることについて説明すること。 
※ 医療安全管理委員会において定める医療安全に資する診療内容及び従事者の医療安全の認識に
ついての平時からのモニタリングの具体例についても記載すること。 

⑦ 高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の状況 

・前年度の高難度新規医療技術を用いた医療の申請件数（7件）、及び許可件数（3件） 



 
 
 

 

・高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医療

技術の提供の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無（ 有・無 ） 

・活動の主な内容： 

・診療科の長から申請が行われた場合において、当該申請の内容を確認するとともに、高難度新

規医療技術に該当するか判断し、高難度新規医療技術評価委員会に対し審査付託を行い、使用の

適否、使用条件等について意見を求める。 

・委員会審査結果を踏まえ、高難度新規医療技術の提供の適否について決定し、申請を行った診

療科の長に対しその結果を通知し、病院長へ報告する。 

・高難度新規医療技術が適正な手続きに基づいて提供されていたかどうかに関し、定期的に及び

術後に患者が死亡した場合その他必要な場合に診療科へ実施報告書の提出を求め、診療録等の記

載内容を確認する。 

・高難度新規医療技術が適正な手続きに基づいて提供されていたかどうか、従業者の遵守状況の

確認を行う。 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術評価委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

 

 

⑧ 未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の状況 

・前年度の未承認新規医薬品等を用いた医療の申請件数（81件）、及び許可件数（78件） 

・未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 

・未承認新規医薬品等を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び未承認新規医薬

品等の使用条件を定め使用の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有

無（ 有・無 ） 

・活動の主な内容： 

・診療科の長から申請が行われた場合又は薬剤師から未承認新規医薬品等の使用の報告を受けた場

合において、当該申請又は報告の内容を確認するとともに、未承認新規医薬品等のリスク分類と審

査要否の通り審査を行うか判断をし、未承認新規医薬品等評価委員会に対し審査付託を行い、使用

の適否、使用条件等について意見を求める。 

・委員会審査結果を踏まえ、当該未承認新規医薬品等の提供の適否について決定し、申請を行った

診療科の長に対しその結果を通知し、病院長へ報告する。 



 
 
 

 

・未承認新規医薬品等が適正な手続きに基づいて使用されていたかどうかに関し、リスク分類に基

づき定めたタイミングで申請者からの報告内容を確認する。 

・未承認新規医薬品等が適正な手続きに基づいて使用されていたかどうか、従業者の遵守状況の確認

を行う。 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・未承認新規医薬品等評価委員会の設置の有無 （ 有・無 ） 

 

⑨ 入院患者が死亡した場合などの医療安全管理部門への報告状況 

・入院患者が死亡した場合の医療安全管理部門への報告状況：年 350件 

・上記に掲げる場合以外の場合であって、通常の経過では必要がない処置又は治療が必要になったも

のとして特定機能病院の管理者が定める水準以上の事象が発生したとき当該事象の発生の事実及

び発生前の状況に関する医療安全管理部門への報告状況：年 102件 

・上記に関する医療安全管理委員会の活動の主な内容 

(1) 医療事故の調査、分析及び再発防止策に関すること 
  なお、特定機能病院である本院管理者が定める水準以上の事象（「医療事故発生時の対応」

に定める＜報告すべき「医療事故」の定義＞に定める事象をいう。）が発生した場合の報告
が適切に実施されているかを確認し、結果を本院管理者に報告する。報告が不十分な場合は
報告が適切になされるよう研修・指導等を行う。 

   (2) 医療に係る安全管理のための職員研修及び広報に関すること 
 (3) 医療事故等の公表に関すること 
 

⑩ 他の特定機能病院等の管理者と連携した相互立入り及び技術的助言の実施状況 

・他の特定機能病院等への立入り（ 有（病院名：群馬大学医学部附属病院）・無） 

・他の特定機能病院等からの立入り受入れ（ 有（病院名：大分大学医学部附属病院）・無） 

・技術的助言の実施状況 

 未承認新規医薬品等の審査に関して迅速審査の規程を検討すべきとの助言を受けて、審査のルール

を明確化した。 

 

⑪ 当該病院内に患者からの安全管理に係る相談に適切に応じる体制の確保状況 

・体制の確保状況 

病院内に、地域医療連携センター長を室長として「患者相談室」を設置し、医療内容についての心配

や不安等の相談を相談員（看護師や社会福祉士）が受けている。 

 

⑫ 職員研修の実施状況 

・研修の実施状況（別紙 03 を参照） 



 
 
 

 
新規採用者を対象に新規採用者研修会（R6.4.1、2）、中途採用者を対象に中途採用者研修会を
年 3回（R6.7.24、11.20、R7.2.26）実施 

  医薬品管理研修会として麻薬講習会を年 1回（R6.8.1～8.30）実施 
全職員を対象とした医療事故防止講演会（R6.7.18、7.23、7.26、7.30、8.7、8.14～9.18、10.15
～10.25）及び倫理研修会（R7.1.31、2.12～3.3）を各年 1回ずつ、重大事故事例の周知徹底を
図る危機管理研修会を年 1回（R6.12.19、12.25～26、1.6～7、1.16～2.6、2.12～3.3）実施 

医師事務作業補助者就業前の職員を対象に医師事務作業補助者研修を年 2回（R5.7.14、R6.2.14）

実施 

（注）前年度の実績を記載すること（⑥の医師等の所属職員の配置状況については提出年度の10月1

日の員数を記入すること） 

 

⑬ 管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者のための研修

の実施状況 

・研修の実施状況 

管理者 
 ・令和 6年 12月 9日 2024年度特定機能病院管理者研修 

（主催：公益財団法人日本医療機能評価機構） 
医療安全管理責任者 

 ・令和 7年 1月 17日  2024年度特定機能病院管理者研修 
（主催：公益財団法人日本医療機能評価機構） 

医薬品安全管理責任者 
 ・令和 6年 12月 9日 2024年度特定機能病院管理者研修 

（主催：公益財団法人日本医療機能評価機構） 
医療機器安全管理責任者 

 ・令和 7年 1月 17日 2024年度特定機能病院管理者研修 

           （主催：公益財団法人日本医療機能評価機構） 

（注）前年度の実績を記載すること 

 

⑭医療機関内における事故の発生の防止に係る第三者による評価の受審状況、当該評価に基づき改善

のために講ずべき措置の内容の公表状況、当該評価を踏まえ講じた措置の状況 

・第三者による評価の受審状況 

・公益財団法人日本医療機能評価機構病院機能評価の認定「機能種別 一般病院３」３rdG:Ver.2.0
令和 6年 8月 23日付け認定。 

・一般財団法人日本医療教育財団 外国人患者受入れ医療機関認証制度（JMIP） 
令和 6年 1月 24日付け認定 

 

・評価に基づき改善のために講ずべき措置の内容の公表状況 

名古屋市立大学病院 HPにて公表。 

 

・評価を踏まえ講じた措置 

未承認新規医薬品等を用いた医療の提供及び高難度新規医療技術を用いた医療の提供の審査に 

関して、部門と評価委員会を担う担当者が兼任していたため、令和 6年度から組織を分けて担当者を



 
 
 

 

別にした。 

（注）記載時点の状況を記載すること 



 

 医療の質と安全における理念 
 

１． 安全の確保を医療行為における最大の使命とします。 
 
２． 安全で質の高い医療の提供を実現します。 
 
３． 患者さん中心の医療の提供を実現します。 

 
 

１ 医療に係る安全管理のための指針 

 2020.  

名古屋市立大学病院（以下、「当院」という）における医療の質と安全を推進

するため、本指針を定める。 
 
１．当院における安全管理に関する基本的考え方 
  当院は、患者さんの生命を預かる病院として、安全で安心できる質の高い

医療を提供する使命がある。特定機能病院として高度な医療の提供や教育を

実施する中で、責任体制や役割分担を明確にし、病院全体で医療の質・安全

の推進の徹底を図る。 
すべての職員が、患者さんを中心とした安全管理を意識し、医療事故防止

に取り組んでいく。より安全な医療の提供と患者満足度の向上を目指し、安

全に対する意識を高めマニュアルを遵守した改善・改革を進めていくこと安

全管理の基本方針とする。 
 
２．安全管理委員会・その他の組織に関する基本的事項 
  当院の安全管理体制の確保及び推進のため、副病院長（医療安全管理担当）

を医療安全管理責任者として配置し、医療安全管理部、医療安全管理委員会、

医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者の業務を統括する。 
医療の安全性の確保と適切な医療を提供するとともに、病院機能の向上と

運営改善に資するために、医療安全管理部を設置し、医療安全を組織横断的

に推進し、適切かつ効率的に事故防止を図り、安全管理を行うものとし、医

療安全管理責任者を部長（専従の医師）とする。 
  当院全体の医療の質・安全の推進について検討・審議を行う医療安全管理

委員会、医療安全管理責任者から任命された各部門のセーフティーマネージ

ャーを中心に活動する周知徹底機関としてセーフティーマネージャー会議を

設置し病院全体で継続的に取り組んでいくものとする。それらの組織、運用

様式6-2　別紙01　指針



 

についてはそれぞれ別に規程を設ける。 
 
３．医療に係る安全管理のための職員研修に関する基本方針 
１）医療安全管理委員会は、予め作成した研修計画に従い１年に２回程度の

全職員を対象とした医療の質・安全を推進するための研修を定期的に実施

する。 
２）研修は、医療安全の基本的な考え方、事故防止の具体的な手法等を全職

員に周知徹底することを通じて、職員個々の医療安全意識の向上を図ると

ともに、当院全体の医療安全を向上させることを目的とする。 
３）職員は、実施される研修を受講しなければならない。 
４）病院長は、当院で重大医療事故が発生した場合や必要があると認めた場

合は、臨時で、報告会を開催し全職員に対して情報を提供する。 
５）医療の質・安全を推進するための研修の実施方法としては、外部講師を

招聘しての講習会、院内での事例または医療安全取り組み報告会、医薬品

安全管理・医療機器安全管理に関する研修会等を実施する。 

４．医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善

のための方策に関する基本方針 
１）医療安全管理の推進に必要な事項を定めた、「リスクマネージメントマニ

ュアル」を作成し、医療事故防止対策に活用する。 
２）インシデントの報告は、リスクマネージメントマニュアルに基づき医療

事故等へ結びつく可能性のある事例を院内から広く集約し、その要因を分

析することにより、医療事故等の防止を図るとともに、リスクマネージメ

ントに対する病院全体の意識の高揚を図るものとする。 
３）報告された事例は、医療安全管理部でとりまとめ、医療安全管理委員会

で事例の把握及び原因分析に基づいた防止対策・改善策について審議し、

セーフティーマネージャー会議やＲＭニュースを通じて院内に再発防止策

を周知徹底する。 
４）インシデントレポートは、報告により当事者が不利益を受けないことを

担保するために、原則非公開とする。 
 
５．医療事故等発生時の対応に関する基本方針 
１）医療事故等が発生した場合は、当院の総力を結集して、患者の救命と被

害の拡大防止に全力を尽くす。また、当院内のみでの対応が不可能と判断

された場合には、遅滞なく公的機関の助言を求めるものとする。 
２）患者・家族への説明は、事故発生後、救命措置の遂行に支障を来たさな

い限り可及的速やかに、事故の状況、現在実施している回復措置、その見

通し等について各担当医・部門長等が誠意をもって正確に説明する。 



 

３）重大医療事故が発生した場合には、発生した事故情報の把握、原因究明、

対応策及び再発防止策の検討を速やかに図るため、「重大医療事故報告制度

の流れ」に基づき対応する。 
４）対応した職員は、その事実及び説明内容を診療録に記録する。 

 
６．医療従事者と患者との間の情報の共有に関する基本方針 
  医療の質・安全を推進するための理念をホームページに掲げるとともに、

「名古屋市立大学病院医療事故等公表基準」に基づき医療事故等を公表する

ことにより、より透明な、より安全な医療システムを確立し、尊い生命を預

かる病院として信頼できる質の高い医療を提供する。 
 
７．患者からの相談への対応に関する基本方針 
１）患者及びその家族から医療に関する相談に対して適切な対応及び情報提

供等の支援を行うために、患者相談室を設置する。誠実に対応するととも

に相談により患者等が不利益を被らないこと及び患者等の情報の保護のた

めに適切な配慮を講じるものとする。 
２）医療安全に関わる苦情や相談については、医療安全管理委員会やセーフ

ティーマネージャー会議等に詳細に報告し当院の医療安全対策の見直し等

に活用する。 
 
８．その他医療安全の推進のために必要な基本方針 
 １）医療安全をより推進させるために、「リスクマネージメントマニュアル」

は定期的（年１回）及び随時改訂し、その内容を病院全職員へ周知・徹底

する。また、医療安全確保体制の見直しを行うとともに、他機関からの情

報収集に努め医療安全の改善・推進を図る。 
 ２）高難度新規医療技術等を用いた医療を提供する場合には、関係法令等を

遵守し、関係学会による「高難度新規医療技術の導入に当たっての基本的

な考え方」やガイドライン等を参考に実施する。 
 ３）未承認新規医薬品等を用いた医療を提供する場合には、法令に基づいた

部門で評価及び管理を行う。 
 
９．医療安全推進のための外部からの監査・評価に関する基本方針 

１）医療法に基づき外部委員による医療安全に関する監査を年２回、特定機

能病院間での医療安全活動に関するピアレビューを年１回実施する。 
 ２）医療法に基づき医療機関内における事故の発生防止に係る第三者評価を

受け、評価及び改善すべき内容を公表し、当該評価を踏まえて必要な対策

を行うものとする。 
 



 

10．本指針の周知並びに見直し及び改訂 
１）本指針の内容は、医療安全管理委員会を通じて、全職員に周知徹底する。 
２）医療安全管理委員会は、少なくとも毎年１回以上、本指針の見直しを議

事として取り上げ検討するものとする。 
 

附 則 
 本指針は、平成 19 年 12 月 1 日から施行する。 

附 則 
 本指針は、平成 23 年 4 月 14 日から施行する。 

附 則 
 本指針は、平成 26 年 5 月 20 日から施行する。 

附 則 
 本指針は、平成 27 年 4 月 1 日から施行する。 
   附 則 
 本指針は、平成 28 年 4 月 1 日から施行する。 
   附 則 
 本指針は、平成 28 年 7 月 19 日から施行する。 
   附 則 
 本指針は、平成 29 年 11 月 21 日から施行する。 
   附 則 
 本指針は、平成 30 年 2 月 20 日から施行する。 
   附 則 
 本指針は、令和 2 年 2 月 18 日から施行する。 

附 則 
 本指針は、令和 3 年 5 月 18 日から施行し、4 月 1 日から適用する。 

附 則 
 本指針は、令和５年６月20日から施行し、この指針による改正後の医療に係

る安全管理のための指針の規定は、同年４月１日から適用する。 
 



１０ 医療安全管理委員会設置規程          

2016.9.30 制定 

2024.4.1 改訂 

１ 設 置 

 名古屋市立大学病院（以下「本院」という。）に、本院内で医療に係る安全管

理を目的として、名古屋市立大学病院医療安全管理委員会（以下「委員会」とい

う。）を置く。 

 

２ 組 織 

  (1) 委員会は、委員長、副委員長及び委員をもって構成する。 

  (2) 委員長は、医療安全管理責任者である医療安全管理部長とし、副委員長

は、医療の質管理部長とする。 

  (3) 委員は、次の各号に掲げる者とする。 

 ア 病院長 

イ 医薬品安全管理責任者 

 ウ 医療機器安全管理責任者 

 エ 医療放射線安全管理責任者 

 オ 病院部長会で選出された部長２名（内科系１名、外科系１名） 

 カ 病院長が指定する診療科（内科、外科においては医学部の分野単位とす

る。）及び中央部門から選出された教員３名（内科系１名、外科系１名、中

央部門１名） 

 キ 感染制御部長 

 ク 看護部長 

ケ 病院管理部長 

コ 医事課長（国際医療連携部所管事務課長） 

 サ 医療安全管理部副部長 

 シ 外部有識者２名 

 

３ 審議事項 

 委員会は、次の事項を審議する。 

  (1) 医療事故の調査、分析及び再発防止策に関すること 

   なお、特定機能病院である本院管理者が定める水準以上の事象（「医療事

故発生時の対応」に定める＜報告すべき「医療事故」の定義＞に定める事象

をいう。）が発生した場合の報告が適切に実施されているかを確認し、結果

を本院管理者に報告する。報告が不十分な場合は報告が適切になされるよ

う研修・指導等を行う。 

  (2) 医療に係る安全管理のための職員研修及び広報に関すること 

  (3) 医療事故等の公表に関すること 
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  (4) その他医療に係る安全管理に関すること 

 

４ 会 議 

  (1) 委員会は、委員長が招集し、その議長となる。 

  (2) 委員長に事故がある時は、副委員長がその職務を代行する。 

  (3) 委員会は、構成員の２分の１以上の出席がなければ開くことができない。

委員会の議事は、出席委員の過半数をもって決し、可否同数のときは議長

が決する。 

(4) 病院長がやむを得ない事由で出席できないときは、院長代行を代理人と

して出席させ、議決に参加させることができる。 

(5）委員がやむを得ない事由で出席できないときは、あらかじめ委員長の承認

を得た場合に限り、代理人を出席させることができる。なお、代理人を出

席させることができる委員は委員長が別に定める。 

  (6) 委員長が必要と認めるときは、構成員以外の者に出席を求め意見を聴く

ことができる。 

  (7) 委員会は、月一回程度開催するとともに、重大な問題が発生した場合は適

宜開催する。 

 

５ 庶 務 

 委員会の庶務は、医療安全管理部において行う。 

 

６ その他 

 この規程に定めることのほか、医療に係る安全管理に関して必要な事項は、委

員長が委員会に諮ったうえで定める。 

 

附 則 

１ この規程は、平成２８年９月３０日から施行する。 

２ 医療安全管理委員会設置要綱は廃止する。 

附 則 

 この規程は、平成２９年５月１６日から施行し、４月１日から適用する。 

附 則 

 この規程は、平成２９年１１月２１日から施行する。 

附 則 

 この規程は、平成３１年４月１日から施行する。 

附 則 

 この規程は、令和２年４月１日から施行する。 

附 則 

 この規程は、令和２年７月１日から施行する。 

 



附 則 

 この規程は、令和３年７月１日から施行する。 

附 則 

 この規程は、令和４年４月５日から施行し、同月１日から適用する。 

附 則 

 この規程は、令和５年４月 18 日から施行し、同月１日から適用する。 

附 則 

 この規程は、令和６年７月１６日から施行し、同年４月１日から適用する。 

 

 



年月日 研修会名等 対象職員
参加
者数

時間 内容

R6.4.1
 4.2 新規採用者研修会

新規採用者
研修

322名 -

・病院長訓示・講話　4/1
・医療倫理について　4/1
・医療安全管理について　4/2
・災害対策について　ｅラーニング
・個人情報保護について　ｅラーニング
・医療機器の取り扱いについて　4/2
・院内感染対策について　4/1
・医薬品安全管理について　4/2
・放射線安全管理について　4/2
・利益相反マネジメントについて　ｅラーニング
・保険診療と診療録の記載について　4/2
・組織概要・福利厚生紹介について　ｅラーニング
・経営・マネジメントについて　ｅラーニング

R6.7.22 4名

R7.1.21 6名

R6.8.1～30
医薬品安全管理

研修会
※ｅラーニング開催

全職員 1298名 - ・麻薬の取り扱いについて

R6.7.24 38名

R6.11.20 65名

R7.2.26 26名

R6.7.18 420名

（DVD講演会）

R6.7.23,26
R6.7.30
R6.8.7

（ｅラーニング）

R6.8.14～9.18

R6.10.15～25

R6.12.19 363名

（DVD講演会）

R6.12.25,26
R7.1.6,1.7

261名

（ｅラーニング）

R7.1.16～2.6

R7.2.12～3.3

R7.1.31 229名

（ｅラーニング）

R7.2.12～3.3

合計 7回 6462名

倫理研修会 全職員
桜山倫理カフェ～倫理コンサルテーションに約5年間携わってき
た経験より臨床現場で働く医療職に伝えたいこと～

930名
45分

令和6年度　安全管理の体制確保のための職員研修の実績

医師事務作業補助者研修
医師事務作業
補助者就業前

の職員
1時00分

・医療事故防止の基本的な考え方
・名古屋市立大学病院の医療安全対策と

具体的な対応

・心理的安全性～一歩進んだ理解と実践～
378名

・重大事例報告
・医療監視・ピアレビュー結果報告
・カルテ記載の重要性

中途採用者研修会 全職員 1時00分

・安全管理について（戸澤部長）
・電子カルテ内の安全情報について（水野主幹・吉松主査）
・医療機器安全管理について（田島係長）
・医薬品安全管理について（上野主査）

1131名

991名

危機管理研修会 全職員 1時00分

医療事故防止講演会 全職員 1時00分
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研修の名称
研修の主な内容

（名称から読み取れる場合は記載不要で
す）

研修の期間
（開催日）

実施回数
（合計）

参加人数 対象職種 担当部署

2024年4月11日 15名

2024年7月10日 16名

2024年10月9日 11名

2025年1月10日 10名

レジメンを理解し、適切な投与管理によ
るがん薬物療法を行うために

2024年9月18日 138名

アレルギーなど、血管外漏出、曝露 2024年10月16日 138名

栄養と口腔ケア 2024年11月20日 128名

感染症対策（発熱性好中球減少症含む） 2024年12月18日 114名

代表的レジメン 2025年1月15日 113名

新規採用薬説明会 ４回 薬剤師 薬剤部

医師、歯科医
師、薬剤師、看
護師、理学療法
士、医療事務な
ど

名古屋市立大学
大学院医学研究
科

名市大連携病院合同化学療法勉強会
目的
①育成：がん診療チームの一員として治
療目標を共有し、自分自身で学び、専門
性を発揮できる人材を育成する。
②共有：専門領域・職種・施設を超え
て、がん診療の基本的かつ重要な知見を
理解・共有する。

5回
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1 　医療機器の安全使用のための研修の実施状況(2024 年4月～2025 年3月)（特定機能病院） 2025/4/1

① 新しい医療機器の導入時の研修

No 開催年月日 研修の内容・対象機器 研修方法 対象職種 参加者数 備考

(例)
2009/6/1
2009/6/3

人工呼吸器の取り扱い方 講義、講義映像の視聴 看護師 100

1 2024/4/1 手術支援ロボット　ANSUR 講義・実技 看護師 20 中央手術部

2 2024/5/28 卓上遠心機　S500T 講義・実技 臨床検査技師 7 臨床検査技術科

3 2024/5/30 マッピング装置　カルト 講義・実技 臨床工学技士 4 臨床工学室

4 2024/6/11 陰圧維持管理装置　RENASYS TOUCH 講義・実技 看護師 12 17階病棟

5 2024/6/20 脳深部刺激法　DBS　Alpha Omega 講義・実技 看護師 17 中央手術部

6 2024/7/16 DBS　微小電位測定システム　ニューロナビ 講義・実技 臨床工学技士 11 臨床工学室

7 2024/7/19 システム顕微鏡　BX43 講義・実技 臨床検査技師 7 臨床検査技術科

8 2024/7/31 クライオバルーン 講義・実技 臨床工学技士 9 臨床工学室

9 2024/9/4 超音波画像診断装置　Vscan Air SL 講義・実技
看護師・救命救急
士・臨床工学技士

5 E-ステーション

10 2024/9/24 体内固定用大腿骨髄内釘　CMネイル 講義・実技 看護師 16 中央手術部

11 2024/9/25 負荷心筋シンチグラフィ用心電計　運動負荷心電図測定装置STS-2100 講義・実技 医師 2 循環器内科

12 2024/9/26 負荷心筋シンチグラフィ用心電計　運動負荷心電図測定装置STS-2100 講義・実技 医師 2 循環器内科

13 2024/9/26 エキシマレーザ血管形成器　CVX-300-P 講義・実技 医師 3 循環器内科

14 2024/10/5 Acumen IQセンサ 講義・実技 看護師 9 中央手術部

15 2024/10/9 エキシマレーザ血管形成器　CVX-300-P 講義・実技 臨床工学技士 7 臨床工学室

16 2024/10/22 ステント　MEGATRON 講義・実技 臨床工学技士 11 臨床工学室

17 2024/10/23 汎用血液ガス分析装置　ABL90 FLEX 講義・実技 医師・研修医 4 循環器内科

18 2024/10/29 加温加湿器950System 講義・実技 看護師 2 NICU

19 2024/11/6 汎用血液ガス分析装置　ABL90 FLEX 講義・実技 臨床工学技士 8 臨床工学室

20 2024/11/19 テルモ社　輸液ラインと輸液ポンプTE-281A 講義・実技 看護師 133 看護部

21 2024/11/２６ テルモ社　輸液ラインと輸液ポンプTE-281A 講義・実技 看護師 134 看護部

22 2024/12/2 Acumen IQセンサ 講義・実技 看護師 29 中央手術部

23 2024/12/3 テルモ社　輸液ラインと輸液ポンプTE-281A 講義・実技 看護師 136 看護部

24 2024/12/9 テルモ社　輸液ラインと輸液ポンプTE-281A 講義・実技 看護師 113 看護部

25 2024/12/10 吸収性局所止血剤　サージフロー 講義・実技 看護師 20 中央手術部

26 2024/12/23 尿管腎盂鏡　ウロスコープ 講義・実技 臨床工学技士 7 臨床工学室

27 2025/1/9 超音波ネブライザ　NE=U780 講義・実技
臨床工学技士・

委託職員
12 臨床工学室

28 2025/1/9 小型シリンジポンプ　TE-362 講義・実技
臨床工学技士・

委託職員
14 臨床工学室

29 2025/1/14 超音波ネブライザ　NE=U780 講義・実技 看護師 7 看護部

30 2025/1/14 小型シリンジポンプ　TE-362 講義・実技 看護師 7 看護部

31 2025/1/15 超音波ネブライザ　NE=U780 講義・実技 看護師 8 看護部

32 2025/1/15 小型シリンジポンプ　TE-362 講義・実技 看護師 8 看護部

33 2025/1/16 クライオアブレーション　Nitron 講義・実技 臨床工学技士 3 臨床工学室

34 2025/1/16 小型シリンジポンプ　TE-362 講義・実技 看護師 16 看護部

35 2025/1/16 超音波ネブライザ　NE=U780 講義・実技 看護師 16 看護部

36 2025/1/17 小型シリンジポンプ　TE-362 講義・実技 看護師 7 看護部

37 2025/1/17 超音波ネブライザ　NE=U780 講義・実技 看護師 7 看護部

38 2025/1/17 小型シリンジポンプ　TE-362 講義・実技 看護師 9 看護部

39 2025/1/17 超音波ネブライザ　NE=U780 講義・実技 看護師 9 看護部
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40 2025/1/23 医薬品注入コントローラー　ドリップアイ　NE-3 講義・実技 看護師 27 看護部

41 2025/2/3 MRI装置　MR7700 講義・実技 診療放射線技師 9 放射線技術科

42 2025/2/5 医薬品注入コントローラー　ドリップアイ　NE-3 講義・実技 看護師 30 看護部

43 2025/2/6 シリンジポンプ　SIU-SI 講義・実技 看護師 13 ICUCCU

44 2025/2/6 輸液ポンプ　SIU-F1 講義・実技 看護師 13 ICUCCU

45 2025/2/13 医薬品注入コントローラー　ドリップアイ　NE-3 講義・実技 看護師 38 看護部

46 2025/2/13 ダイレーザー 講義・実技 看護師 21 中央手術部

47 2025/2/21
核医学検査装置　SPECT-CT装置　Symbia Pro-specta
X3

講義・実技 診療放射線技師 4 放射線技術科

48 2025/2/26 画像診断用ビューアプログラム　XTREK 講義・実技 診療放射線技師 4 放射線技術科

49 2025/2/28 輸液ポンプ　TE-281A 講義・実技 委託業者 7 MEセンター

50 2025/3/5 IVUS 講義・実技 臨床工学技士 12 臨床工学室

51 2025/3/12 循環器用超音波画像診断装置　IntraSight Mobile 講義・実技 臨床工学技士 9 臨床工学室

②　特に安全使用に際して技術の習熟が必要と考えられる医療機器に関する研修

No 開催年月日 研修の内容・対象機器 研修方法 対象職種 参加者数 備考

1 2024/4/4 人工呼吸器　New port 講義・実技 看護師 13 14階南病棟

2 2024/4/5 人工呼吸器　HT70 Ventilator 講義・実技 看護師 11 14階南病棟

3 2024/4/8 人工呼吸器　V60 講義・実技 看護師 14 14階南病棟

4 2024/4/9 搬送用保育器 講義・実技
看護師（新規採

用者）
7 NICU

5 2024/4/9 保育器　BabyleoTN500 講義・実技
看護師（新規採

用者）
7 NICU

6 2024/4/16 在宅用ネーザルハイフロー 講義・実技 看護師 18 15階南病棟

7 2024/4/25 高エネルギーX線発生装置　TrueBeam 講義・実技 診療放射線技師 53 放射線技術科

8 2024/4/25 高エネルギーX線発生装置　TomoHD 講義・実技 診療放射線技師 53 放射線技術科

9 2024/4/25 高エネルギーX線発生装置　Radixact 講義・実技 診療放射線技師 53 放射線技術科

10 2024/4/25 密封小線源放射線治療装置　RALS 講義・実技 診療放射線技師 53 放射線技術科

11 2024/4/26 人工呼吸器　ハミルトンC6 講義・実技
看護師（新規採

用者）
9 ICU

12 2024/4/26 人工呼吸器　PB980 講義・実技
看護師（新規採

用者）
9 ICU

13 2024/4/30 人工呼吸器　ネーザルハイフロー 講義・実技
看護師（新規採

用者）
6 9階北病棟

14 2024/4/30 人工呼吸器　Airvo2 講義・実技
看護師（新規採

用者）
6 9階北病棟

15 2024/4/30 個人用透析装置　DBB-100NX 講義・実技 臨床工学技士 14 臨床工学室

16 2024/5/7 個人用透析装置　TR-3300S 講義・実技 臨床工学技士 14 人工透析室

17 2024/5/13 人工呼吸器　ネーザルハイフロー 講義・実技
看護師（新規採

用者）
9 救急救命センター

18 2024/5/13 人工呼吸器　Airvo2 講義・実技
看護師（新規採

用者）
9 救急救命センター

19 2024/5/13 人工呼吸器　ハミルトンC6 講義・実技
看護師（新規採

用者）
9 救急救命センター

20 2024/5/13 除細動器 講義・実技
看護師（新規採

用者）
9 救急救命センター

21 2024/5/14 人工膵臓　STG-55 講義・実技 看護師 9 9階北病棟

22 2024/5/21 個人用透析装置　TR-3300S 講義・実技 臨床工学技士 2 臨床工学室

23 2024/5/24 除細動器 講義・実技
看護師（新規採

用者）
9 ICUCCU

24 2024/6/5 人工呼吸器　V60 講義・実技
看護師（新規採用
者・中途採用者）

40 全体

25 2024/6/19 ネーザルハイフロー　マックスベンチュリー 講義・実技 看護師 2 内視鏡部

26 2024/6/24 人工呼吸器　トリロジーO2 講義・実技 看護師 12 全体

27 2024/7/10
両心室ペーシング機能付き植え込み型除細動器　CRTD
GALI

講義・実技 臨床工学技士 2 臨床工学室

28 2024/7/24 人工呼吸器　トリロジーO2 講義・実技 看護師 34 全体



29 2024/7/25 人工呼吸器　V60 講義・実技 看護師 10 15階北病棟

30 2024/7/26 人工呼吸器　トリロジーO2 講義・実技 看護師 30 全体

31 2024/8/6 人工呼吸器　VN800 講義・実技 臨床工学技士 7 臨床工学室

32 2024/8/6 人工呼吸器　VN800 講義・実技 看護師 10 NICU

33 2024/8/7 人工呼吸器　VN800 講義・実技
看護師・臨床工

学技士
11 NICU

34 2024/8/21 人工呼吸器　V60 講義・実技 看護師 27 全体

35 2024/8/29 人工呼吸器　トリロジーO2 講義・実技 看護師 21 全体

36 2024/8/29 半自動除細動器　TEC-2603 講義・実技 救命救急士 3 E-ステーション

37 2024/8/29 除細動器　EMS-1052 講義・実技 救命救急士 3 E-ステーション

38 2024/9/3 除細動器　EMS-1052 講義・実技 臨床工学技士 16 臨床工学室

39 2024/9/3 半自動除細動器　TEC-2603 講義・実技 臨床工学技士 16 臨床工学室

40 2024/9/5 除細動器　EMS-1052 講義・実技 医師・看護師 7 救急救命センター

41 2024/9/5 半自動除細動器　TEC-2603 講義・実技 医師・看護師 7 救急救命センター

42 2024/9/6 半自動除細動器　TEC-2603 講義・実技 医師 2 救急救命センター

43 2024/9/6 除細動器　EMS-1052 講義・実技 医師 2 救急救命センター

44 2024/9/10 人工呼吸器　トリロジーO2 講義・実技 臨床工学技士 12 臨床工学室

45 2024/9/24 人工呼吸器　トリロジーO2 講義・実技 看護師 24 全体

46 2024/10/7 人工呼吸器　V60 講義・実技 看護師 22 全体

47 2024/10/10 人工呼吸器　V60 講義・実技 看護師 13 16階北病棟

48 2024/10/11 人工呼吸器　ネーザルハイフロー 講義・実技 看護師 12 16階北病棟

49 2024/10/16 人工呼吸器　トリロジーO2 講義・実技 看護師 43 全体

50 2024/10/29 高エネルギーX線発生装置　TrueBeam 講義・実技 診療放射線技師 53 放射線技術科

51 2024/10/29 高エネルギーX線発生装置　TomoHD 講義・実技 診療放射線技師 53 放射線技術科

52 2024/10/29 高エネルギーX線発生装置　Radixact 講義・実技 診療放射線技師 53 放射線技術科

53 2024/10/29 密封小線源放射線治療装置　RALS 講義・実技 診療放射線技師 53 放射線技術科

54 2024/11/12 人工呼吸器　VN500 講義・実技 看護師・MW 3 NICU

55 2024/11/12 人工呼吸器　ハミングX 講義・実技 看護師・MW 3 NICU

56 2024/11/18 人工呼吸器　トリロジーO2 講義・実技 看護師 34 全体

57 2024/11/26 人工呼吸器　RTX 講義・実技 臨床工学技士 6 臨床工学室

58 2024/11/27
大動脈内バルーンパンピング
バルーンパンピング用バルーンカテーテル8Frショートバルーン

講義・実技 臨床工学技士 5 臨床工学室

59 2024/12/18 人工呼吸器　V60 講義・実技 看護師 23 全体

60 2024/12/23 血液浄化装置　55X 講義・実技 看護師 19 ICUCCU

61 2024/12/24 血液浄化装置　55X 講義・実技 看護師 6 ICUCCU

62 2024/12/25 血液浄化装置　55X 講義・実技 看護師 8 ICUCCU

63 2024/12/25 人工呼吸器　ファビアン 講義・実技 看護師 5 NICU

64 2024/12/26 人工呼吸器　ファビアン 講義・実技 看護師 6 NICU

65 2024/12/26 人工呼吸器　ファビアン 講義・実技 臨床工学技士 11 臨床工学室

66 2025/1/9 人工呼吸器　ファビアン 講義・実技 看護師 6 NICU

67 2025/1/10 除細動器　TEC-3601 講義・実技 看護師 9 15階北病棟

68 2025/1/10 人工呼吸器　ネーザルハイフロー 講義・実技 看護師 12 16階北病棟

69 2025/1/10 人工呼吸器　ファビアン 講義・実技 看護師 3 NICU

70 2025/1/14 除細動器　TEC-5601 講義・実技 看護師 9 15階北病棟

71 2025/1/17 人工呼吸器　トリロジーEvo 講義・実技 看護師 8 14階南病棟

72 2025/1/20 人工呼吸器　トリロジーO2 講義・実技 看護師 28 全体



73 2025/1/27 人工呼吸器　トリロジーO2 講義・実技 看護師 7 16階南病棟

74 2025/1/27 人工呼吸器　トリロジーEvo 講義・実技 看護師 11 12階北病棟

75 2025/2/4 人工呼吸器　Vivo45 講義・実技 臨床工学技士 10 臨床工学室

76 2025/2/4 人工呼吸器　ハミングX 講義・実技 看護師 1 NICU

77 2025/2/4 人工呼吸器　VN500 講義・実技 看護師 1 NICU

78 2025/2/4 人工呼吸器　VN800 講義・実技 看護師 1 NICU

79 2025/2/12 人工呼吸器　Airvo2 講義・実技 看護師 6 16階北病棟

80 2025/2/13 人工呼吸器　ART-70 講義・実技 臨床工学技士 13 臨床工学室

81 2025/2/19 人工呼吸器　トリロジーO2 講義・実技 看護師 37 全体

82 2025/2/20 人工心肺装置　S5 講義・実技
看護師・臨床工

学技士
11 中央手術部

83 2025/2/20 個人用透析装置　NCU-11 講義・実技
看護師・臨床工

学技士
16 人工透析部

84 2025/2/27 個人用透析装置　NCU-11 講義・実技 臨床工学技士 16 人工透析部

85 2025/2/28 除細動器　TEC-5601 講義・実技 医師・看護師 9 血液内科・15階北病棟

86 2025/3/6 補助循環装置　Impella 講義・実技
医師・臨床工学

技士
8

循環器内科・臨床工学
室

87 2025/3/6 人工透析装置　NCV-11 講義・実技 看護師 7 人工透析部

88 2025/3/10 人工呼吸器　トリロジーO2 講義・実技 看護師 33 全体

89 2025/3/18 個人用透析装置　NCU-11 講義・実技 看護師 8 人工透析部

90 2025/3/27 人工透析装置 講義・実技 看護師 7 人工透析部

③　①、②以外に実施している研修

No 開催年月日 研修の内容・対象機器 研修方法 対象職種 参加者数 備考

1 2024/4/9 ベッドサイドモニタ 講義・実技
看護師（新規採

用者）
7 NICU

2 2024/4/11 JMS　透析用コンソール　GC-X01 講義・実技
看護師・臨床工

学技士
10 人工透析室

3 2024/4/22 体外式ペースメーカ　オスピカ 講義・実技
看護師（新規採

用者）
5 9階北病棟

4 2024/5/1 圧力トランスデューサー 講義・実技 臨床工学技士 9 臨床工学室

5 2024/5/2 経食道ペースメーカ2007JP　携帯型食道ペースメーカ 講義・実技 臨床工学技士 12 臨床工学室

6 2024/5/14 間接熱量計　Q-NRG＋ 講義・実技 臨床工学技士 14 臨床工学室

7 2024/5/15 DBS　ニューロナビ 講義・実技 臨床工学技士 6 臨床工学室

8 2024/5/24 体外式ペースメーカ　オスピカ 講義・実技
看護師（新規採

用者）
9 ICUCCU

9 2024/5/24 体外式ペースメーカ　レオコア 講義・実技
看護師（新規採

用者）
9 ICUCCU

10 2024/6/4 血液凝固分析装置　ローテム 講義・実技 臨床工学技士 8 臨床工学室

11 2024/7/10 知覚痛覚定量分析装置　ペインビジョン 講義・実技 看護師 3 麻酔科外来

12 2024/7/11 経腸栄養ポンプ　カンガルーJoey 講義・実技 看護師 10 11階南病棟

13 2024/7/12 経腸栄養ポンプ　カンガルーJoey 講義・実技 看護師 2 11階南病棟

14 2024/7/16 心拍出量計　ヘモスフィア 講義・実技 臨床工学技士 18 臨床工学室

15 2024/8/8 ルミナス　パルスホルミウムヤグレーザ 講義・実技 看護師 21 中央手術部

16 2024/8/13 低圧持続吸引器　サーボドレイン 講義・実技
臨床工学技士・

委託職員
18 全体

17 2024/8/2 血圧モニタリング・キット　R.O.S.Eダンピングデバイス 講義・実技 臨床工学技士 13 臨床工学室

18 2024/8/13 低圧持続吸引器　サーボドレイン 講義・実技 看護師 14 全体

19 2024/8/14 低圧持続吸引器　サーボドレイン 講義・実技 看護師 22 全体

20 2024/8/15 低圧持続吸引器　サーボドレイン 講義・実技
看護師・臨床工

学技士
24 全体

21 2024/8/16 低圧持続吸引器　サーボドレイン 講義・実技 看護師 14 全体

（注）１　「特に安全使用に際して技術の習熟が必要と考えられる医療機器」とは、①人工心肺装置及び補助循環装置、②人工呼吸器、③血液浄化装置、④除細動装置
  　　（AEDを除く）、⑤閉鎖式保育器、⑥診療用高エネルギー放射線発生装置、⑦診療用放射線照射装置です。



22 2024/8/26 ウロリフトシステム 講義・実技 看護師 17 中央手術部

23 2024/8/26 超音波手術器　CUSA Clarity 講義・実技 看護師 20 中央手術部

24 2024/9/20 薬剤溶出性ステント　Onyx Frontier 講義・実技 臨床工学技士 8 臨床工学室

25 2024/9/24 フローアナライザ　CITREX H5 講義・実技 臨床工学技士 10 臨床工学室

26 2024/10/7 経皮的ラジオ波焼灼療法　肝内ラジオ波 講義・実技 看護師 8 中央手術部

27 2024/10/8 マネジメントシステム　トーリン 講義・実技 看護師 17 中央手術部

28 2024/10/15 エキシマレーザ血管形成器　CVX-300-P 講義・実技 臨床工学技士 7 臨床工学室

29 2024/10/28 加温加湿器　F&P 950 講義・実技 看護師 12 NICU

30 2024/11/21 内視鏡の点検方法 講義・実技 臨床工学技士 9 臨床工学室

31 2024/11/26 内視鏡の点検方法 講義・実技 臨床工学技士 6 臨床工学室

32 2024/12/17 体外式連続心拍出量測定用センサー　ヘモスフィア 講義・実技 臨床工学技士 13 臨床工学室

33 2024/12/24 間接熱量計　モバイルエアロモニタAE-100i 講義・実技 管理栄養士 5 栄養管理係

34 2024/12/26 シュアホーム30 講義・実技 看護師 20 中央手術部

35 2025/1/9 体組成測定機　InBody S10 講義・実技 管理栄養士 5 栄養管理係

36 2025/1/9 体組成測定機　InBody 770 講義・実技 管理栄養士 5 栄養管理係

37 2025/1/10 子宮内圧カテーテル 講義・実技 看護師 6 MFICU

38 2025/1/15 輸液ポンプ　TE-161S 講義・実技
医師・看護師・診療

放射線技師
9 中央放射線部

39 2025/1/15 シリンジポンプ　TE-351 講義・実技
医師・看護師・診療

放射線技師
9 中央放射線部

40 2025/1/20 子宮内圧カテーテル 講義・実技 看護師 6 MFICU

41 2025/1/22 ウロマット 講義・実技 看護師 21 中央手術部

42 2025/1/24 カフアシスト　E70 講義・実技 看護師 10 13階北病棟

43 2025/1/27 ACT測定機器　i-STAT 講義・実技 看護師 19 救命救急センター

44 2025/2/4 輸液ポンプ 講義・実技 看護師 20 ICUCCU

45 2025/2/4 シリンジポンプ 講義・実技 看護師 20 ICUCCU

46 2025/2/6 脳オキシメーター　INVOS 講義・実技 臨床工学技士 16 臨床工学室

47 2025/2/10 カプノモニター 講義・実技 看護師 5 内視鏡室

48 2025/2/19 輸液ポンプ及び輸液セット 講義・実技 臨床工学技士 10 臨床工学室

49 2025/2/17 カプノメーター 講義・実技 内視鏡 5
救命救急センター・14階

南病棟

50 2025/2/21 生体情報モニタ　ETCO2 講義・実技 医師・看護師 5
肝膵内科・救命救急セン

ター・14階南病棟

51 2025/2/27 近赤外線カメラ 講義・実技 看護師 28 中央手術部

52 2025/3/7 MRI 講義・実技 臨床工学技士 14 臨床工学室

53 2025/3/7 超音波画像診断装置　アリエッタ 講義・実技 看護師 16 中央手術部

54 2025/3/12 シリンジポンプ　SP-505・SP-520 講義・実技 看護師 10 9階南病棟

55 2025/3/14 ABL　パルスフィールド 講義・実技 臨床工学技士 12 臨床工学室

56 2025/3/24 輸液ポンプ用輸液セット 講義・実技 臨床工学 14 臨床工学室
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研修機器 実施日・研修内容

人工心肺・補助循環装置
5/14　9階北病棟、11/27　臨床工学室、2/20　中央手術部、3/6　循環器内科・臨床工学室

4

血液浄化装置
4/30　臨床工学室、5/7　人工透析室、5/21　臨床工学室、12/23　ICUCCU、12/24　ICUCCU、
12/25　ICUCCU、2/20　人工透析部、2/27　人工透析部、3/6　人工透析部、3/18　人工透析
部、3/27　人工透析部

11

除細動器(AEDのぞく)

5/13　救急救命センター、5/24　ICUCCU、7/10　臨床工学室、8/29　E-ステーション、8/29
TEC-2603　E-ステーション、9/3　E-ステーション、9/3　E-ステーション、9/5　E-ステーション、
9/5　救急救命センター、9/6　E-ステーション、9/6　救急救命センター、1/10　15階北病棟、
1/14　15階北病棟、2/28　血液内科・15階北病棟

14

人工呼吸器

4/4 14階南病棟、4/5　14階南病棟、4/8　14階南病棟、4/16　15階南病棟、4/26　ICU、4/26
ICU、4/30　9階北病棟、4/30　9階北病棟、5/13　救急救命センター、5/13　救急救命センター、
5/13　救急救命センター、6/5　全体、6/19　内視鏡部、6/24　全体、7/24　全体、7/25　15階北
病棟、7/26　全体、8/6　臨床工学室、8/6　NICU、8/7　NICU、8/21　全体、8/29　全体、9/10
臨床工学室、9/24　全体、10/7　全体、10/10　16階北病棟、10/11　16階北病棟、10/16　全体、
11/12　NICU、11/12　NICU、11/18　全体、11/26　臨床工学室、12/18　全体、12/25　NICU、
12/26　NICU、12/26　臨床工学室、1/9　NICU、1/10　16階北病棟、1/10　NICU、1/17　14階南
病棟、1/20　全体、1/27　16階南病棟、1/27　12階北病棟、2/4　臨床工学室、2/4　NICU、2/4
NICU、2/4　NICU、2/12　16階北病棟、2/13　臨床工学室、2/19　全体、3/10　全体、

診療用放射線照射装置
（密封小線源放射線治療装置）

4/25　放射線技術科、10/29　放射線技術科
2

閉鎖式保育器
4/9　NICU、4/9　NICU、

2

診療用高エネルギー放射線装
置　（リニアック・トモセラピー）

4/25　放射線技術科、4/25　放射線技術科、4/25　放射線技術科、10/29　放射線技術科、
10/29　放射線技術科、10/29　放射線技術科、 6



2024年度医療機器保守点検実施記録

院内機器ID 分類 型式 現所在 点検予定の間隔(月) 件数 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
812 12誘導心電計 Cardiofax V ECG-2450 15階北病棟 :6ヶ月 2 ● ●
813 12誘導心電計 Cardiofax V ECG-2450 14階北病棟 :6ヶ月 2 ● ●
814 12誘導心電計 Cardiofax V ECG-2450 9階北病棟 :6ヶ月 2 ● ● ●

58887 12誘導心電計 Cardiofax V ECG-2450 9階南病棟 :6ヶ月 2 ● ●
59142 12誘導心電計 Cardiofax V ECG-2450 8階北病棟 :6ヶ月 2 ● ●
59208 12誘導心電計 Cardiofax V ECG-2450 救命救急センター :6ヶ月 4 ● ● ● ●
59299 12誘導心電計 Cardiofax V ECG-2450 内科 :6ヶ月 3 ● ● ●
59367 12誘導心電計 Cardiofax V ECG-2450 11階南病棟 :6ヶ月 2 ● ●
59385 12誘導心電計 Cardiofax V ECG-2450 救命救急センター :6ヶ月 2 ● ●
50164 12誘導心電計 Cardiofax V ECG-2450 救命救急センター :6ヶ月 2 ● ●
50450 12誘導心電計 Cardiofax V ECG-2450 14階南病棟 :6ヶ月 2 ● ●
30108 12誘導心電計 ECG-1450 生理検査 :6ヶ月 2 ● ●
30101 12誘導心電計 ECG-1560 生理検査 :6ヶ月 2 ● ●

811 12誘導心電計 ECG-2550 ICU/CCU :6ヶ月 2 ● ●
30127 12誘導心電計 ECG-2550 生理検査 :6ヶ月 2 ● ●
30128 12誘導心電計 ECG-2550 生理検査 :6ヶ月 2 ● ●
30130 12誘導心電計 ECG-2550 生理検査 :6ヶ月 2 ● ●
30133 12誘導心電計 ECG-2550 生理検査 :6ヶ月 2 ● ●
58308 12誘導心電計 ECG-2550 ICU/CCU :6ヶ月 2 ● ●
59438 12誘導心電計 ECG-3350 15階南病棟 :6ヶ月 2 ● ●
55306 AED ハートスタート FR3 15階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ● ●
55307 AED ハートスタート FR3 7階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
55309 AED ハートスタート FR3 11階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
58250 AED ハートスタート FR3 内視鏡部 :3ヶ月 4 ● ● ● ● ●
58747 AED ハートスタート FR3 17階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
58877 AED ハートスタート FR3 13階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
58878 AED ハートスタート FR3 16階北病棟 :3ヶ月 5 ● ● ● ●
59001 AED ハートスタート FR3 8階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ● ●
59002 AED ハートスタート FR3 13階北病棟 :3ヶ月 5 ● ●● ●
59003 AED ハートスタート FR3 12階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ● ●
55301 AED ハートスタート FRx 861304 中放部 治療 :3ヶ月 5 ● ●● ● ●
55302 AED ハートスタート FRx 861304 中放部 MR操作室 :3ヶ月 5 ● ●● ● ●
52247 AED AED-3151 人工透析部 :3ヶ月 4 ● ● ●
52248 AED AED-3151 10階南病棟 :3ヶ月 5 ● ● ● ● ● ●
52249 AED AED-3151 中放部 CT操作室 :3ヶ月 5 ● ● ● ● ●
52250 AED AED-3151 中放部 RI管理室 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
52251 AED AED-3151 中央採血 :3ヶ月 5 ● ● ● ● ●
52252 AED AED-3151 救命救急センター :3ヶ月 5 ● ● ●
52253 AED AED-3151 リハビリ  訓練室 :3ヶ月 6 ● ● ● ● ● ● ●
52254 AED AED-3151 地下 売店前 :3ヶ月 5 ● ● ● ● ●
52255 AED AED-3151 3階外来待合 :3ヶ月 5 ● ● ● ● ●
52256 AED AED-3151 2階外来待合 :3ヶ月 5 ● ● ● ● ●
52257 AED AED-3151 1階外来待合 :3ヶ月 5 ● ● ● ● ●
52258 AED AED-3151 東棟2階外来化学療法室 :3ヶ月 5 ● ● ● ● ●
52259 AED AED-3151 東棟1階MRI操作室 :3ヶ月 5 ● ● ● ● ●
50729 AED AED-3151 管理部事務課事務係 :3ヶ月 2 ● ●
50730 AED AED-3151 病棟・中央診療棟6階 :3ヶ月 2 ● ●
89001 PCAポンプ CADD-Solis PIBポンプ(※OPE専用)中央手術部 :3ヶ月 20 ●●●●●●● ●●● ●● ●●● ●● ● ● ●● ●●
89002 PCAポンプ CADD-Solis PIBポンプ(※OPE専用)中央手術部 :3ヶ月 7 ● ● ●●● ● ●
89003 PCAポンプ CADD-Solis PIBポンプ(※OPE専用)中央手術部 :3ヶ月 15 ●●● ●●●● ●●● ●● ● ● ●●●● ●●●●●●●●●●
89004 PCAポンプ CADD-Solis PIBポンプ(※OPE専用)中央手術部 :3ヶ月 17 ● ● ●●●● ●●●● ●●● ● ● ●●● ●●● ●
89005 PCAポンプ CADD-Solis PIBポンプ(※OPE専用)中央手術部 :3ヶ月 12 ● ●●● ●● ●● ● ●●● ● ●●●●
89006 PCAポンプ CADD-Solis PIBポンプ(※OPE専用)中央手術部 :3ヶ月 26 ●●●● ●●● ●●●● ●●●● ●●●● ●●● ● ●● ●●●● ●● ●●●
89008 PCAポンプ CADD-Solis PIBポンプ(※OPE専用)9階南病棟 :3ヶ月 10 ● ●● ●●●● ● ● ●●● ●● ●● ●●●●
89009 PCAポンプ CADD-Solis PIBポンプ(※OPE専用)12階北病棟 :3ヶ月 19 ●●● ●●●● ●●● ●● ●● ●●● ●●●●●●● ●●● ●●
89010 PCAポンプ CADD-Solis PIBポンプ(※OPE専用)中央手術部 :3ヶ月 29 ●●●● ● ● ●●●●●●●●● ●●●● ●●● ●●● ●●● ●●●
89011 PCAポンプ CADD-Solis PIBポンプ(※OPE専用)中央手術部 :3ヶ月 33 ●●●● ●●●●●●● ●●●●●●●●● ●●●● ●●● ●●● ●●● ●●●● ● ●●●●
89012 PCAポンプ CADD-Solis PIBポンプ(※OPE専用)中央手術部 :3ヶ月 23 ●●● ●●●● ●●● ●●●● ●●● ● ●● ●●●●●●● ●●●● ●●●●●
89013 PCAポンプ CADD-Solis PIBポンプ(※OPE専用)中央手術部 :3ヶ月 19 ● ● ●● ●●● ●●●●●●●● ●●●● ●●●●
89020 PCAポンプ CADD-Solis PIBポンプ(※OPE専用)中央手術部 :3ヶ月 16 ● ●●● ●●●● ●● ●●●● ●●●●●●●●● ●● ●●●●
89021 PCAポンプ CADD-Solis PIBポンプ(※OPE専用)中央手術部 :3ヶ月 30 ●●●●●●●● ●●●● ●●● ●●● ●● ●●● ●●● ●● ●●●
89007 PCAポンプ CADD-Solis PIBポンプ(※緩和ケア部専用)MEセンター :3ヶ月 5 ● ● ● ● ●
89014 PCAポンプ CADD-Solis PIBポンプ(※分娩部専用）分娩部（8北） :3ヶ月 48 ●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
89015 PCAポンプ CADD-Solis PIBポンプ(※分娩部専用）分娩部（8北） :3ヶ月 46 ●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●
89016 PCAポンプ CADD-Solis PIBポンプ(※分娩部専用）分娩部（8北） :3ヶ月 50 ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
89017 PCAポンプ CADD-Solis PIBポンプ(※分娩部専用）分娩部（8北） :3ヶ月 41 ●●● ●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●● ●●●●●●●●●● ●●●●●
89018 PCAポンプ CADD-Solis PIBポンプ(※分娩部専用）分娩部（8北） :3ヶ月 47 ●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●● ●●●● ●●●●●● ●●●●●●

様式6-2　別紙06　保守点検実施状況（臨床工学室）



2024年度医療機器保守点検実施記録

院内機器ID 分類 型式 現所在 点検予定の間隔(月) 件数 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
89019 PCAポンプ CADD-Solis PIBポンプ(※分娩部専用）分娩部（8北） :3ヶ月 42 ●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●● ●●●●●●●●●●●● ●●●
52800 カフ圧計 ソフィット カフインフレータ VS 10011階北病棟 :6ヶ月 7 ● ● ●●● ●
52801 カフ圧計 ソフィット カフインフレータ VS 100中央手術部 :6ヶ月 3 ● ● ●
52802 カフ圧計 ソフィット カフインフレータ VS 100NICU/GCU :6ヶ月 6 ●● ● ●● ●
52803 カフ圧計 ソフィット カフインフレータ VS 100中央手術部 :6ヶ月 3 ● ● ●
52804 カフ圧計 ソフィット カフインフレータ VS 100中央手術部 :6ヶ月 3 ● ● ●
52805 カフ圧計 ソフィット カフインフレータ VS 100中央手術部 :6ヶ月 3 ● ● ●
52806 カフ圧計 ソフィット カフインフレータ VS 100中央手術部 :6ヶ月 2 ● ●
52807 カフ圧計 ソフィット カフインフレータ VS 100中央手術部 :6ヶ月 2 ● ● ●
52808 カフ圧計 ソフィット カフインフレータ VS 100中央手術部 :6ヶ月 3 ● ●
52809 カフ圧計 ソフィット カフインフレータ VS 100中央手術部 :6ヶ月 3 ● ● ●
52810 カフ圧計 ソフィット カフインフレータ VS 100中央手術部 :6ヶ月 2 ● ●
52811 カフ圧計 ソフィット カフインフレータ VS 100中央手術部 :6ヶ月 2 ● ●
52812 カフ圧計 ソフィット カフインフレータ VS 100中央手術部 :6ヶ月 2 ● ● ●
52813 カフ圧計 ソフィット カフインフレータ VS 100ICU/CCU :6ヶ月 4 ● ● ●
52815 カフ圧計 ソフィット カフインフレータ VS 1009階北病棟 :6ヶ月 3 ● ●● ● ●●
52816 カフ圧計 ソフィット カフインフレータ VS 10013階北病棟 :6ヶ月 3 ● ● ●
52817 カフ圧計 ソフィット カフインフレータ VS 10014階南病棟 :6ヶ月 2 ● ●
52819 カフ圧計 ソフィット カフインフレータ VS 10015階北病棟 :6ヶ月 6 ● ● ● ● ● ● ●●
52820 カフ圧計 ソフィット カフインフレータ VS 10011階北病棟 :6ヶ月 3 ● ● ●
52821 カフ圧計 ソフィット カフインフレータ VS 100中央手術部 :6ヶ月 2 ● ● ●
52822 カフ圧計 ソフィット カフインフレータ VS 10014階南病棟 :6ヶ月 2 ● ●
52823 カフ圧計 ソフィット カフインフレータ VS 10013階南病棟 :6ヶ月 3 ● ● ● ● ●●
52827 カフ圧計 ソフィット カフインフレータ VS 100中央手術部 :6ヶ月 2 ● ● ●
52828 カフ圧計 ソフィット カフインフレータ VS 1009階南病棟 :6ヶ月 9 ● ●● ●● ● ● ●● ● ●
52829 カフ圧計 ソフィット カフインフレータ VS 100中央手術部 :6ヶ月 2 ● ●● ●
52840 カフ圧計 ソフィット カフインフレータ VS 10012階南病棟 :6ヶ月 6 ● ● ●● ●● ●
52841 カフ圧計 ソフィット カフインフレータ VS 1009階南病棟 :6ヶ月 3 ●● ● ● ●
52842 カフ圧計 ソフィット カフインフレータ VS 10015階南病棟 :6ヶ月 3 ● ● ●
52843 カフ圧計 ソフィット カフインフレータ VS 10013階北病棟 :6ヶ月 5 ● ● ● ● ● ●
52844 カフ圧計 ソフィット カフインフレータ VS 10011階北病棟 :6ヶ月 5 ● ● ● ● ● ●
52845 カフ圧計 ソフィット カフインフレータ VS 100救命救急センター :6ヶ月 2 ● ●
58245 カフ圧計 ソフィット カフインフレータ VS 100救命救急センター :6ヶ月 3 ● ●
50475 カフ圧計 ソフィット カフインフレータ VS 100耳鼻咽喉科 :6ヶ月 2 ● ●

5535 シリンジポンプ TCIポンプ TCI-371 中央手術部
メーカー点検:12ヶ月  
:12ヶ月

2 ● ●

5536 シリンジポンプ TCIポンプ TCI-371 MEセンター
メーカー点検:12ヶ月  
:12ヶ月

2 ● ●

5537 シリンジポンプ TCIポンプ TCI-371 中央手術部
メーカー点検:12ヶ月  
:12ヶ月

2 ● ●

5538 シリンジポンプ TCIポンプ TCI-371 中央手術部
メーカー点検:12ヶ月  
:12ヶ月

2 ● ●

50628 シリンジポンプ SP-505 NICU/GCU :3ヶ月 5 ● ● ● ● ●
53400 シリンジポンプ SP-505 NICU/GCU :3ヶ月 4 ● ● ● ●
53411 シリンジポンプ SP-520 NICU/GCU :3ヶ月 6 ● ● ● ● ●
53412 シリンジポンプ SP-520 NICU/GCU :3ヶ月 3 ● ● ●
53413 シリンジポンプ SP-520 NICU/GCU :3ヶ月 5 ● ●● ● ●
53414 シリンジポンプ SP-520 NICU/GCU :3ヶ月 3 ● ● ●
53415 シリンジポンプ SP-520 NICU/GCU :3ヶ月 4 ● ● ● ●
53416 シリンジポンプ SP-520 NICU/GCU :3ヶ月 3 ● ● ●
53417 シリンジポンプ SP-520 NICU/GCU :3ヶ月 6 ●● ● ● ● ●
50601 シリンジポンプ TE-331S ICU/CCU :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50602 シリンジポンプ TE-331S ICU/CCU :3ヶ月 4 ● ● ● ●●
50607 シリンジポンプ TE-331S ICU/CCU :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50608 シリンジポンプ TE-331S ICU/CCU :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50609 シリンジポンプ TE-331S ICU/CCU :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50612 シリンジポンプ TE-331S ICU/CCU :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50613 シリンジポンプ TE-331S ICU/CCU :3ヶ月 5 ● ● ● ● ●
50614 シリンジポンプ TE-331S ICU/CCU :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50615 シリンジポンプ TE-331S ICU/CCU :3ヶ月 4 ● ● ● ● ●
50617 シリンジポンプ TE-331S 9階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50618 シリンジポンプ TE-331S ICU/CCU :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50619 シリンジポンプ TE-331S ICU/CCU :3ヶ月 5 ● ● ● ● ●
50621 シリンジポンプ TE-331S NICU/GCU :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50626 シリンジポンプ TE-331S NICU/GCU :3ヶ月 6 ●● ● ● ● ●
50632 シリンジポンプ TE-331S ICU/CCU :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50633 シリンジポンプ TE-331S ICU/CCU :3ヶ月 4 ● ● ● ●



2024年度医療機器保守点検実施記録

院内機器ID 分類 型式 現所在 点検予定の間隔(月) 件数 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
50634 シリンジポンプ TE-331S ICU/CCU :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50635 シリンジポンプ TE-331S ICU/CCU :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50636 シリンジポンプ TE-331S 9階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ● ●
50637 シリンジポンプ TE-331S ICU/CCU :3ヶ月 4 ● ● ● ●
53002 シリンジポンプ TE-351 9階南病棟 :3ヶ月 5 ● ● ● ● ●
53003 シリンジポンプ TE-351 NICU/GCU :3ヶ月 5 ● ● ● ●
53004 シリンジポンプ TE-351 ICU/CCU :3ヶ月 4 ● ● ● ●
53005 シリンジポンプ TE-351 中央手術部 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
53006 シリンジポンプ TE-351 ICU/CCU :3ヶ月 4 ● ● ● ● ●
53007 シリンジポンプ TE-351 ICU/CCU :3ヶ月 5 ● ● ● ●
53008 シリンジポンプ TE-351 NICU/GCU :3ヶ月 6 ● ● ● ● ●
53009 シリンジポンプ TE-351 ICU/CCU :3ヶ月 4 ● ● ● ●
53013 シリンジポンプ TE-351 12階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
53014 シリンジポンプ TE-351 ICU/CCU :3ヶ月 4 ● ● ● ●
53016 シリンジポンプ TE-351 NICU/GCU :3ヶ月 5 ● ● ● ● ●
53018 シリンジポンプ TE-351 中央手術部 :3ヶ月 5 ●● ● ● ● ●
53021 シリンジポンプ TE-351 NICU/GCU :3ヶ月 5 ● ● ● ●
53022 シリンジポンプ TE-351 人工透析部 :3ヶ月 5 ● ● ● ● ●
53023 シリンジポンプ TE-351 NICU/GCU :3ヶ月 5 ● ● ● ● ●
53025 シリンジポンプ TE-351 内視鏡倉庫 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
53026 シリンジポンプ TE-351 14階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ●
53027 シリンジポンプ TE-351 MEセンター :3ヶ月 5 ● ● ● ●
53028 シリンジポンプ TE-351 救命救急センター :3ヶ月 6 ● ● ● ● ●
53029 シリンジポンプ TE-351 中央手術部 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
53030 シリンジポンプ TE-351 人工透析部 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
53031 シリンジポンプ TE-351 15階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
53032 シリンジポンプ TE-351 9階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
53033 シリンジポンプ TE-351 9階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
53036 シリンジポンプ TE-351 14階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
53037 シリンジポンプ TE-351 中央手術部 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
53039 シリンジポンプ TE-351 中央手術部 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
53040 シリンジポンプ TE-351 ICU/CCU :3ヶ月 4 ● ● ● ●
53041 シリンジポンプ TE-351 9階南病棟 :3ヶ月 5 ●● ● ● ●
53042 シリンジポンプ TE-351 中央手術部 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
53043 シリンジポンプ TE-351 救命救急センター :3ヶ月 4 ● ● ● ●
53044 シリンジポンプ TE-351 救命救急センター :3ヶ月 4 ● ● ● ●
53046 シリンジポンプ TE-351 中央手術部 :3ヶ月 6 ● ● ● ● ●
53047 シリンジポンプ TE-351 救命救急センター :3ヶ月 4 ● ● ● ●
53048 シリンジポンプ TE-351 救命救急センター :3ヶ月 4 ● ● ● ●
53049 シリンジポンプ TE-351 13階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
53050 シリンジポンプ TE-351 15階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
53052 シリンジポンプ TE-351 NICU/GCU :3ヶ月 4 ● ● ● ●●
53059 シリンジポンプ TE-351 NICU/GCU :3ヶ月 4 ● ● ● ●
53060 シリンジポンプ TE-351 ICU/CCU :3ヶ月 4 ● ● ● ●
53062 シリンジポンプ TE-351 中央手術部 :3ヶ月 5 ● ● ● ●
53063 シリンジポンプ TE-351 NICU/GCU :3ヶ月 4 ● ● ● ●
53066 シリンジポンプ TE-351 NICU/GCU :3ヶ月 4 ● ● ● ●
53068 シリンジポンプ TE-351 中央手術部 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
53069 シリンジポンプ TE-351 14階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
53070 シリンジポンプ TE-351 15階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
53071 シリンジポンプ TE-351 14階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
53072 シリンジポンプ TE-351 中央手術部 :3ヶ月 6 ● ● ● ●
53073 シリンジポンプ TE-351 救命救急センター :3ヶ月 4 ● ● ● ●
53074 シリンジポンプ TE-351 内視鏡倉庫 :3ヶ月 7 ● ● ●● ● ● ●
53075 シリンジポンプ TE-351 救命救急センター :3ヶ月 5 ● ● ● ●
53076 シリンジポンプ TE-351 ICU/CCU :3ヶ月 4 ● ● ● ●
53078 シリンジポンプ TE-351 ICU/CCU :3ヶ月 4 ● ● ● ●
53079 シリンジポンプ TE-351 救命救急センター :3ヶ月 4 ● ● ● ●
53080 シリンジポンプ TE-351 ICU/CCU :3ヶ月 4 ● ● ● ●
53081 シリンジポンプ TE-351 中央手術部 :3ヶ月 5 ● ● ● ●
53082 シリンジポンプ TE-351 9階北病棟 :3ヶ月 5 ● ● ● ● ●
53083 シリンジポンプ TE-351 内視鏡倉庫 :3ヶ月 6 ● ● ● ● ● ●
53084 シリンジポンプ TE-351 中央手術部 :3ヶ月 5 ● ● ● ●
53085 シリンジポンプ TE-351 10階南病棟 :3ヶ月 5 ●● ● ● ●
53086 シリンジポンプ TE-351 中央手術部 :3ヶ月 4 ● ● ●
53087 シリンジポンプ TE-351 13階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
53088 シリンジポンプ TE-351 中央手術部 :3ヶ月 5 ● ● ● ●●
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53089 シリンジポンプ TE-351 内視鏡倉庫 :3ヶ月 4 ● ● ● ●●
53090 シリンジポンプ TE-351 16階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
53091 シリンジポンプ TE-351 ICU/CCU :3ヶ月 4 ● ● ● ●
53092 シリンジポンプ TE-351 中央手術部 :3ヶ月 5 ● ● ● ●
53093 シリンジポンプ TE-351 中放部 RI管理室 :3ヶ月 5 ● ● ● ●
53094 シリンジポンプ TE-351 人工透析部 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
53096 シリンジポンプ TE-351 9階南病棟 :3ヶ月 5 ● ● ● ●
53100 シリンジポンプ TE-351 人工透析部 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
53101 シリンジポンプ TE-351 内視鏡倉庫 :3ヶ月 5 ● ●● ● ● ●
53102 シリンジポンプ TE-351 ICU/CCU :3ヶ月 5 ● ● ● ●
53103 シリンジポンプ TE-351 NICU/GCU :3ヶ月 5 ● ●● ● ●
53104 シリンジポンプ TE-351 17階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
53105 シリンジポンプ TE-351 14階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
53106 シリンジポンプ TE-351 NICU/GCU :3ヶ月 4 ● ● ● ●
53107 シリンジポンプ TE-351 中央手術部 :3ヶ月 5 ● ● ● ●
53108 シリンジポンプ TE-351 13階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
53109 シリンジポンプ TE-351 中放部 血管造影室 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
53131 シリンジポンプ TE-351 NICU/GCU :3ヶ月 4 ● ● ● ●
53132 シリンジポンプ TE-351 人工透析部 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
53133 シリンジポンプ TE-351 15階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
53135 シリンジポンプ TE-351 13階北病棟 :3ヶ月 5 ● ● ● ● ● ●
53136 シリンジポンプ TE-351 中央手術部 :3ヶ月 5 ● ●● ● ●
53137 シリンジポンプ TE-351 中央手術部 :3ヶ月 5 ● ● ● ●
53138 シリンジポンプ TE-351 ICU/CCU :3ヶ月 4 ● ● ● ●
53139 シリンジポンプ TE-351 中央手術部 :3ヶ月 4 ● ● ●
53140 シリンジポンプ TE-351 MEセンター :3ヶ月 4 ● ● ● ●
53141 シリンジポンプ TE-351 MEセンター :3ヶ月 4 ● ● ● ●
53142 シリンジポンプ TE-351 NICU/GCU :3ヶ月 5 ● ● ● ●
53143 シリンジポンプ TE-351 9階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ● ●
53145 シリンジポンプ TE-351 14階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ● ●
53146 シリンジポンプ TE-351 ICU/CCU :3ヶ月 4 ● ● ● ●
53147 シリンジポンプ TE-351 MEセンター :3ヶ月 4 ● ● ● ●
53148 シリンジポンプ TE-351 内科 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
53149 シリンジポンプ TE-351 14階北病棟 :3ヶ月 5 ● ● ● ●
53151 シリンジポンプ TE-351 内科 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
53152 シリンジポンプ TE-351 中放部 血管造影室 :3ヶ月 5 ● ● ● ● ●
53153 シリンジポンプ TE-351 NICU/GCU :3ヶ月 5 ● ● ● ● ●
53301 シリンジポンプ TE-351 11階南病棟 :3ヶ月 6 ● ● ● ● ●
53302 シリンジポンプ TE-351 内視鏡倉庫 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
53303 シリンジポンプ TE-351 ICU/CCU :3ヶ月 5 ● ●● ● ●
53304 シリンジポンプ TE-351 救命救急センター :3ヶ月 5 ● ● ●● ●
53305 シリンジポンプ TE-351 中央手術部 :3ヶ月 5 ● ● ● ●
53307 シリンジポンプ TE-351 中央手術部 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
53308 シリンジポンプ TE-351 救命救急センター :3ヶ月 5 ● ● ● ●
53309 シリンジポンプ TE-351 NICU/GCU :3ヶ月 4 ● ● ● ●
53310 シリンジポンプ TE-351 ICU/CCU :3ヶ月 5 ● ● ● ●
53311 シリンジポンプ TE-351 NICU/GCU :3ヶ月 6 ● ● ● ● ●
58247 シリンジポンプ TE-351 MEセンター :3ヶ月 4 ● ● ●
58248 シリンジポンプ TE-351 9階南病棟 :3ヶ月 6 ● ● ● ● ●
58317 シリンジポンプ TE-351 9階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
58318 シリンジポンプ TE-351 内視鏡倉庫 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
58319 シリンジポンプ TE-351 救命救急センター :3ヶ月 5 ● ● ● ● ●
58320 シリンジポンプ TE-351 ICU/CCU :3ヶ月 3 ● ● ● ●
58321 シリンジポンプ TE-351 11階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
58322 シリンジポンプ TE-351 ICU/CCU :3ヶ月 5 ● ● ● ●
58324 シリンジポンプ TE-351 救命救急センター :3ヶ月 4 ● ● ● ●
58325 シリンジポンプ TE-351 NICU/GCU :3ヶ月 4 ● ● ● ●
58327 シリンジポンプ TE-351 中央手術部 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
58328 シリンジポンプ TE-351 ICU/CCU :3ヶ月 4 ● ● ●
58329 シリンジポンプ TE-351 14階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ●
58330 シリンジポンプ TE-351 14階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ● ●
58348 シリンジポンプ TE-351 人工透析部 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
58349 シリンジポンプ TE-351 MEセンター :3ヶ月 4 ● ● ● ●
58350 シリンジポンプ TE-351 中央手術部 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
58540 シリンジポンプ TE-351 NICU/GCU :3ヶ月 4 ● ● ● ●
58541 シリンジポンプ TE-351 15階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
58542 シリンジポンプ TE-351 中央手術部 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
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58543 シリンジポンプ TE-351 10階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
58544 シリンジポンプ TE-351 14階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ● ●
58546 シリンジポンプ TE-351 ICU/CCU :3ヶ月 5 ● ● ●● ●
58547 シリンジポンプ TE-351 ICU/CCU :3ヶ月 4 ● ●● ●
58548 シリンジポンプ TE-351 NICU/GCU :3ヶ月 5 ● ●● ● ●
58549 シリンジポンプ TE-351 中央手術部 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
58550 シリンジポンプ TE-351 NICU/GCU :3ヶ月 4 ● ● ● ●
58551 シリンジポンプ TE-351 15階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
58553 シリンジポンプ TE-351 NICU/GCU :3ヶ月 4 ● ● ● ●
58554 シリンジポンプ TE-351 NICU/GCU :3ヶ月 4 ● ● ● ●
58556 シリンジポンプ TE-351 9階南病棟 :3ヶ月 5 ● ● ● ● ●
58557 シリンジポンプ TE-351 人工透析部 :3ヶ月 4 ● ● ● ● ●
58558 シリンジポンプ TE-351 救命救急センター :3ヶ月 5 ● ● ● ●
58559 シリンジポンプ TE-351 11階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ●
58562 シリンジポンプ TE-351 9階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
58563 シリンジポンプ TE-351 NICU/GCU :3ヶ月 5 ● ● ● ●
58564 シリンジポンプ TE-351 14階南病棟 :3ヶ月 5 ● ● ● ● ●
58566 シリンジポンプ TE-351 内視鏡倉庫 :3ヶ月 5 ● ● ● ●
58570 シリンジポンプ TE-351 17階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
58571 シリンジポンプ TE-351 14階北病棟 :3ヶ月 5 ● ● ● ●
58573 シリンジポンプ TE-351 NICU/GCU :3ヶ月 4 ● ● ● ●
58574 シリンジポンプ TE-351 NICU/GCU :3ヶ月 4 ● ● ● ●
58575 シリンジポンプ TE-351 救命救急センター :3ヶ月 4 ● ● ● ●
58700 シリンジポンプ TE-351 MEセンター :3ヶ月 5 ● ●● ● ●
58701 シリンジポンプ TE-351 NICU/GCU :3ヶ月 4 ● ● ● ●
58702 シリンジポンプ TE-351 13階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ● ●
58703 シリンジポンプ TE-351 NICU/GCU :3ヶ月 4 ● ● ● ●
58711 シリンジポンプ TE-351 NICU/GCU :3ヶ月 4 ● ● ●
58712 シリンジポンプ TE-351 15階北病棟 :3ヶ月 5 ● ● ● ●
58714 シリンジポンプ TE-351 14階北病棟 :3ヶ月 5 ● ● ● ●
58715 シリンジポンプ TE-351 人工透析部 :3ヶ月 5 ● ● ● ●
58716 シリンジポンプ TE-351 中央手術部 :3ヶ月 4 ● ● ●
58717 シリンジポンプ TE-351 小児科 :3ヶ月 5 ● ● ● ●
58718 シリンジポンプ TE-351 中放部 血管造影室 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
58719 シリンジポンプ TE-351 NICU/GCU :3ヶ月 5 ● ●● ● ●
58814 シリンジポンプ TE-351 16階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
58815 シリンジポンプ TE-351 15階北病棟 :3ヶ月 6 ● ● ● ● ●
58816 シリンジポンプ TE-351 ICU/CCU :3ヶ月 4 ● ● ●
58817 シリンジポンプ TE-351 MEセンター :3ヶ月 4 ● ● ● ●
58818 シリンジポンプ TE-351 中央手術部 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
58820 シリンジポンプ TE-351 14階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
58821 シリンジポンプ TE-351 NICU/GCU :3ヶ月 4 ● ● ● ●
58822 シリンジポンプ TE-351 14階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ● ●
58823 シリンジポンプ TE-351 ICU/CCU :3ヶ月 4 ● ● ●
58824 シリンジポンプ TE-351 救命救急センター :3ヶ月 4 ● ● ● ●
58825 シリンジポンプ TE-351 9階北病棟 :3ヶ月 5 ● ● ● ●
58826 シリンジポンプ TE-351 中央手術部 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
58827 シリンジポンプ TE-351 11階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ● ●
58829 シリンジポンプ TE-351 9階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ● ●
58830 シリンジポンプ TE-351 中央手術部 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
58831 シリンジポンプ TE-351 中央手術部 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
58832 シリンジポンプ TE-351 ICU/CCU :3ヶ月 4 ● ● ● ●
58833 シリンジポンプ TE-351 中央手術部 :3ヶ月 5 ● ●● ● ●
58835 シリンジポンプ TE-351 中放部 血管造影室 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
58836 シリンジポンプ TE-351 ICU/CCU :3ヶ月 5 ● ● ● ●
58837 シリンジポンプ TE-351 ICU/CCU :3ヶ月 5 ● ● ● ● ● ●
58838 シリンジポンプ TE-351 ICU/CCU :3ヶ月 4 ● ● ●
58839 シリンジポンプ TE-351 分娩部（8北） :3ヶ月 5 ● ● ● ●
58840 シリンジポンプ TE-351 ICU/CCU :3ヶ月 4 ● ● ● ●
58841 シリンジポンプ TE-351 中央手術部 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
58842 シリンジポンプ TE-351 中央手術部 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
58843 シリンジポンプ TE-351 中央手術部 :3ヶ月 4 ● ● ●
58844 シリンジポンプ TE-351 ICU/CCU :3ヶ月 4 ● ● ● ● ●
58845 シリンジポンプ TE-351 ICU/CCU :3ヶ月 4 ● ● ●
58846 シリンジポンプ TE-351 中放部 血管造影室 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
58847 シリンジポンプ TE-351 ICU/CCU :3ヶ月 4 ● ● ● ●
58848 シリンジポンプ TE-351 14階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
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58849 シリンジポンプ TE-351 14階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ● ●
58850 シリンジポンプ TE-351 NICU/GCU :3ヶ月 6 ● ● ● ● ●
58851 シリンジポンプ TE-351 救命救急センター :3ヶ月 4 ● ● ● ●
58852 シリンジポンプ TE-351 ICU/CCU :3ヶ月 5 ● ● ● ●
58853 シリンジポンプ TE-351 9階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
58854 シリンジポンプ TE-351 15階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
58856 シリンジポンプ TE-351 分娩部（8北） :3ヶ月 6 ● ● ●● ●
58857 シリンジポンプ TE-351 ICU/CCU :3ヶ月 4 ● ● ●●
58858 シリンジポンプ TE-351 16階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
58859 シリンジポンプ TE-351 NICU/GCU :3ヶ月 4 ● ● ● ●
58860 シリンジポンプ TE-351 NICU/GCU :3ヶ月 4 ● ● ● ● ●
58861 シリンジポンプ TE-351 9階北病棟 :3ヶ月 5 ● ● ● ●
58862 シリンジポンプ TE-351 MEセンター :3ヶ月 4 ● ● ● ● ●
58863 シリンジポンプ TE-351 NICU/GCU :3ヶ月 4 ● ● ● ●
58970 シリンジポンプ TE-351 中央手術部 :3ヶ月 5 ● ● ●● ●
58971 シリンジポンプ TE-351 NICU/GCU :3ヶ月 5 ● ●● ● ● ●
59006 シリンジポンプ TE-351 9階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
59007 シリンジポンプ TE-351 中央手術部 :3ヶ月 4 ● ● ● ● ●
59008 シリンジポンプ TE-351 14階南病棟 :3ヶ月 5 ● ● ● ● ●
59110 シリンジポンプ TE-351 人工透析部 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
59263 シリンジポンプ TE-351 ICU/CCU :3ヶ月 5 ● ● ● ●
59264 シリンジポンプ TE-351 14階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
53097 シリンジポンプ 小型シリンジポンプ TE-36114階南病棟 :3ヶ月 18 ●● ●● ●●●● ●●● ●● ●● ●
53098 シリンジポンプ 小型シリンジポンプ TE-36116階南病棟 :3ヶ月 18 ● ●●● ●●● ● ● ●●●● ●● ●
53099 シリンジポンプ 小型シリンジポンプ TE-36115階北病棟 :3ヶ月 15 ● ●● ●● ●●● ● ● ●●● ●
59434 シリンジポンプ TE-381 MEセンター :3ヶ月 4 ● ● ● ●
59435 シリンジポンプ TE-381 内科 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
59829 シリンジポンプ TE-381 ICU/CCU :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50286 シリンジポンプ TE-381 中央手術部 :3ヶ月 3 ● ● ●
50287 シリンジポンプ TE-381 中央手術部 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50288 シリンジポンプ TE-381 14階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50289 シリンジポンプ TE-381 15階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50290 シリンジポンプ TE-381 内視鏡倉庫 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50296 シリンジポンプ TE-381 MEセンター :3ヶ月 4 ● ● ● ●●● ● ●●●
50721 シリンジポンプ TE-381 中央手術部 :3ヶ月 3 ● ● ● ●● ●●
50722 シリンジポンプ TE-381 12階南病棟 :3ヶ月 2 ● ●●●● ●●●● ●●● ●●●●
50681 シリンジポンプ TE-381 MEセンター :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50658 シリンジポンプ TE-381 内科 :3ヶ月 3 ● ● ●
50421 シリンジポンプ TE-381 12階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50395 シリンジポンプ TE-381 ICU/CCU :3ヶ月 4 ● ● ● ● ●

55032 ネーザルハイフロー(小児用)F&P850システム NICU/GCU
メーカー点検:24ヶ月  
:3ヶ月

5 ● ● ●

55033 ネーザルハイフロー(小児用)F&P850システム NICU/GCU
メーカー点検:24ヶ月  
:3ヶ月

5 ● ● ● ● ● ●

55034 ネーザルハイフロー(小児用)F&P850システム NICU/GCU
メーカー点検:24ヶ月  
:3ヶ月

7 ● ● ● ● ● ●

55015 ネーザルハイフロー(成人用)F&P850システム MEセンター
メーカー点検:24ヶ月  
:3ヶ月

9 ● ●● ●●●●

55022 ネーザルハイフロー(成人用)F&P850システム MEセンター
メーカー点検:24ヶ月  
:3ヶ月

10 ●●● ● ●●● ● ●

55023 ネーザルハイフロー(成人用)F&P850システム MEセンター
メーカー点検:24ヶ月  
:3ヶ月

8 ● ● ● ● ● ● ●●● ●

55024 ネーザルハイフロー(成人用)F&P850システム MEセンター
メーカー点検:24ヶ月  
:3ヶ月

11 ●● ● ●● ● ●● ● ●●

55031 ネーザルハイフロー(成人用)F&P850システム 9階北病棟
メーカー点検:24ヶ月  
:3ヶ月

7 ● ● ● ● ● ●

59140 ネーザルハイフロー(成人用)F&P850システム MEセンター
メーカー点検:24ヶ月  
:3ヶ月

9 ●● ●● ●●● ● ● ● ●

59141 ネーザルハイフロー(成人用)F&P850システム MEセンター
メーカー点検:24ヶ月  
:3ヶ月

9 ● ● ● ●●

55502 ネーザルハイフロープレシジョンフロー ICU/CCU
メーカー点検:12ヶ月  
:6ヶ月

6 ● ● ● ●●● ● ●●

55500 ネーザルハイフロープレシジョンフロー ICU/CCU
メーカー点検:12ヶ月  
:6ヶ月

1 ● ● ●● ● ●

59373 ネーザルハイフローAirvo 2 MEセンター :3ヶ月 8 ● ● ●● ● ● ● ● ●
59374 ネーザルハイフローAirvo 2 MEセンター :3ヶ月 9 ● ●● ● ● ●● ● ●
59375 ネーザルハイフローAirvo 2 ICU/CCU :3ヶ月 13 ●● ●●● ● ●● ● ● ● ●
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59376 ネーザルハイフローAirvo 2 MEセンター :3ヶ月 9 ●● ●●●● ● ● ● ●● ●●● ●
59377 ネーザルハイフローAirvo 2 MEセンター :3ヶ月 11 ● ●● ●● ●● ● ●● ● ●●
59441 ネーザルハイフローAirvo 2 MEセンター :3ヶ月 5 ● ●● ● ● ●
59442 ネーザルハイフローAirvo 2 救命救急センター :3ヶ月 4 ● ●●● ●●●●
59443 ネーザルハイフローAirvo 2 MEセンター :3ヶ月 7 ● ●● ● ●● ● ● ●●

055504(コピー)ネーザルハイフロープレシジョンフローPlus NICU/GCU
:6ヶ月  
メーカー点検:12ヶ月

1 ● ●●●

55505 ネーザルハイフロープレシジョンフローPlus NICU/GCU
:6ヶ月  
メーカー点検:12ヶ月

5 ● ● ● ●

55503 ネーザルハイフロープレシジョンフローPlus NICU/GCU
:6ヶ月  
メーカー点検:12ヶ月

4 ● ● ● ● ● ●

50701 ネブライザ ULTRA-AIR NE-U17 MEセンター :3ヶ月 46 ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●● ●●●● ●●●●●●
50702 ネブライザ ULTRA-AIR NE-U17 15階北病棟 :3ヶ月 45 ●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●
50704 ネブライザ ULTRA-AIR NE-U17 15階北病棟 :3ヶ月 35 ●●●●●●●●●●●●●● ●● ●●●●●●●●●●●● ●●● ●●●● ●●●
50705 ネブライザ ULTRA-AIR NE-U780 内科 :3ヶ月 5 ● ● ● ●
52223 ネブライザ ネブライザー エアロネブ(人工呼吸器用)9階南病棟 :3ヶ月 8 ● ● ● ● ● ● ● ●
52225 ネブライザ ネブライザー エアロネブ(人工呼吸器用)15階北病棟 :3ヶ月 14 ● ●●● ●● ● ●●●● ● ● ●●
52226 ネブライザ ネブライザー エアロネブ(人工呼吸器用)9階南病棟 :3ヶ月 14 ●● ●● ●● ● ●●● ● ●● ●● ●●
55551 ネブライザ ネブライザー エアロネブ(人工呼吸器用)15階北病棟 :3ヶ月 13 ● ● ●●●● ● ●● ● ● ●● ●
55552 ネブライザ ネブライザー エアロネブ(人工呼吸器用)MEセンター :3ヶ月 14 ●● ●● ● ●● ●● ●● ● ●●●● ●● ●●●●
57100 パルスオキシメータ N-BSJ MEセンター :6ヶ月 2 ● ●
57101 パルスオキシメータ N-BSJ MEセンター :6ヶ月 2 ● ●
57103 パルスオキシメータ N-BSJ MEセンター :6ヶ月 2 ● ●
57104 パルスオキシメータ N-BSJ 小児科 :6ヶ月 2 ● ●
57105 パルスオキシメータ N-BSJ 分娩部（8北） :6ヶ月 3 ●● ●
57106 パルスオキシメータ N-BSJ 分娩部（8北） :6ヶ月 2 ● ●
57107 パルスオキシメータ N-BSJ 分娩部（8北） :6ヶ月 3 ●● ●
57108 パルスオキシメータ N-BSJ 分娩部（8北） :6ヶ月 7 ●● ● ●● ● ●
57109 パルスオキシメータ N-BSJ 分娩部（8北） :6ヶ月 3 ●● ●
57110 パルスオキシメータ N-BSJ 脳神経外科 :6ヶ月 2 ● ●
57111 パルスオキシメータ N-BSJ 分娩部（8北） :6ヶ月 2 ● ●
57112 パルスオキシメータ N-BSJ NICU/GCU :6ヶ月 2 ● ●
58994 パルスオキシメータ N-BSJ MEセンター :6ヶ月 2 ● ●
58995 パルスオキシメータ N-BSJ MEセンター :6ヶ月 4 ● ● ● ●
58996 パルスオキシメータ N-BSJ 外科 :6ヶ月 2 ● ●
58997 パルスオキシメータ N-BSJ MEセンター :6ヶ月 6 ● ● ●● ●
58998 パルスオキシメータ N-BSJ MEセンター :6ヶ月 5 ● ● ● ● ●●
58999 パルスオキシメータ N-BSJ 分娩部（8北） :6ヶ月 3 ●● ●
59000 パルスオキシメータ N-BSJ 小児科 :6ヶ月 2 ● ●
59370 パルスオキシメータ N-BSJ NICU/GCU :6ヶ月 3 ● ● ●
59432 パルスオキシメータ ラディカル7 9500 ICU/CCU :6ヶ月 2 ●
59433 パルスオキシメータ ラディカル7 9500 中央手術部 :6ヶ月 2 ● ●
5819 パルスオキシメータ ラディカル7 9500 中央手術部 :6ヶ月 2 ● ●
5887 パルスオキシメータ ラディカル7 9500 中央手術部 :6ヶ月 2 ●

57102 パルスオキシメータ ラディカル7 9500 NICU/GCU :6ヶ月 2 ● ●
53202 フットポンプ SCD エクスプレス 15階南病棟 :6ヶ月 22 ● ●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●
53206 フットポンプ SCD エクスプレス 中央手術部 :6ヶ月 38 ●●●●●●●●●● ●●● ●●● ●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●
53207 フットポンプ SCD エクスプレス 中央手術部 :6ヶ月 42 ●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
53208 フットポンプ SCD エクスプレス 12階北病棟 :6ヶ月 36 ●●●● ●●●●●●●● ●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●
53214 フットポンプ SCD エクスプレス 中央手術部 :6ヶ月 37 ●●●●●●●● ●●● ●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
53215 フットポンプ SCD エクスプレス 中央手術部 :6ヶ月 36 ●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●● ●●●● ●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●● ●
53110 フットポンプ SCD700 ICU/CCU :6ヶ月 44 ●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
53111 フットポンプ SCD700 MEセンター :6ヶ月 37 ●●●● ●●●●●●●●●●●●●● ●●● ●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
53112 フットポンプ SCD700 MEセンター :6ヶ月 44 ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
53113 フットポンプ SCD700 ICU/CCU :6ヶ月 44 ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●● ●●●●
53114 フットポンプ SCD700 中央手術部 :6ヶ月 43 ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●
53115 フットポンプ SCD700 12階北病棟 :6ヶ月 40 ●●●●●●●●●● ●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●● ●●●
53116 フットポンプ SCD700 中央手術部 :6ヶ月 41 ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●● ●●●● ●●●●●●●●●●●● ●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
53117 フットポンプ SCD700 中央手術部 :6ヶ月 27 ●●●●● ●●● ●●●● ●● ●●● ●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
53118 フットポンプ SCD700 9階北病棟 :6ヶ月 41 ●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●● ●●● ●●●●●●
53119 フットポンプ SCD700 中央手術部 :6ヶ月 45 ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●
53120 フットポンプ SCD700 中央手術部 :6ヶ月 17 ●●●● ●●●●●●●● ● ●●●● ●●● ●●●●●●●●●●●●●
53121 フットポンプ SCD700 MEセンター :6ヶ月 41 ●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●
53122 フットポンプ SCD700 MEセンター :6ヶ月 42 ●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●
53123 フットポンプ SCD700 救命救急センター :6ヶ月 38 ●●●●●●●●●● ●●● ●●●●●●●●● ●●●● ●●●●●●●●●●●● ● ●●●●●●●●●●●●●
53124 フットポンプ SCD700 中央手術部 :6ヶ月 40 ●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●● ●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
53125 フットポンプ SCD700 MEセンター :6ヶ月 43 ●●●● ●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●● ●●● ●●●
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53126 フットポンプ SCD700 9階北病棟 :6ヶ月 13 ● ● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●
53127 フットポンプ SCD700 9階北病棟 :6ヶ月 7 ●●●●●● ● ●●●●●●●●●●● ●●●●●●●
58238 フットポンプ SCD700 MEセンター :6ヶ月 26 ●●●●●●● ●● ●● ●●● ●●●●●●●●●●●
58567 フットポンプ SCD700 11階南病棟 :6ヶ月 43 ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
58572 フットポンプ SCD700 救命救急センター :6ヶ月 41 ●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●● ●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●
58579 フットポンプ SCD700 9階南病棟 :6ヶ月 41 ●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●● ●●● ●●●●●●●●●●●●●●
58582 フットポンプ SCD700 11階南病棟 :6ヶ月 44 ●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
58583 フットポンプ SCD700 MEセンター :6ヶ月 28 ●●● ●●●● ●●●● ●● ●●●● ●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
58584 フットポンプ SCD700 9階北病棟 :6ヶ月 36 ●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●● ●●● ●●●●●●●●● ●●● ●●●●●● ●●
58585 フットポンプ SCD700 中央手術部 :6ヶ月 38 ●●●●●● ●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
58586 フットポンプ SCD700 中央手術部 :6ヶ月 24 ●●● ●●●●●●●●●●● ●●●● ●● ●●● ● ●●●
58587 フットポンプ SCD700 9階北病棟 :6ヶ月 47 ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●● ●●●●●●●●
58588 フットポンプ SCD700 MEセンター :6ヶ月 39 ●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
58589 フットポンプ SCD700 中央手術部 :6ヶ月 35 ●●●●●●●●●●●● ●●●● ●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
59091 フットポンプ SCD700 MEセンター :6ヶ月 27 ●●●● ●●●●●●●●●●●● ●●●●●●● ●●● ●●●●●●●● ●
59092 フットポンプ SCD700 12階北病棟 :6ヶ月 35 ●●●●●●●●●●●●●●●● ● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
59093 フットポンプ SCD700 MEセンター :6ヶ月 35 ●●● ●●●●●●●● ●●● ●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●
59094 フットポンプ SCD700 中央手術部 :6ヶ月 40 ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●● ●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●● ●●●●●●●●
59095 フットポンプ SCD700 14階南病棟 :6ヶ月 34 ●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●● ●●●● ●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
59097 フットポンプ SCD700 MEセンター :6ヶ月 29 ● ●●●●●●●●●●●● ●●●●●● ●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●
59098 フットポンプ SCD700 MEセンター :6ヶ月 38 ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●● ●●● ●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
59099 フットポンプ SCD700 9階北病棟 :6ヶ月 43 ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●● ●● ●●● ●●●●●●
59101 フットポンプ SCD700 11階南病棟 :6ヶ月 32 ●●●● ●●● ●●●● ●●● ●●●● ●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●
59102 フットポンプ SCD700 MEセンター :6ヶ月 43 ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●● ●●● ●● ●●●●●
59103 フットポンプ SCD700 MEセンター :6ヶ月 49 ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●
59104 フットポンプ SCD700 MEセンター :6ヶ月 32 ●●● ●● ●●●●●●●●● ●●●●●●●● ●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
59105 フットポンプ SCD700 中央手術部 :6ヶ月 14 ●● ●● ●●●● ●●●●● ●● ●●●●●●●●●●
59107 フットポンプ SCD700 中央手術部 :6ヶ月 36 ●●● ●● ●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
59109 フットポンプ SCD700 中央手術部 :6ヶ月 40 ●●●● ●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●● ●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
59111 フットポンプ SCD700 11階北病棟 :6ヶ月 38 ●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
59112 フットポンプ SCD700 MEセンター :6ヶ月 46 ●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
59114 フットポンプ SCD700 ICU/CCU :6ヶ月 38 ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●
59115 フットポンプ SCD700 11階北病棟 :6ヶ月 36 ●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●● ●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
59116 フットポンプ SCD700 MEセンター :6ヶ月 41 ●●● ● ●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●● ●●● ●●●●●●●
59117 フットポンプ SCD700 11階南病棟 :6ヶ月 45 ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●
59118 フットポンプ SCD700 MEセンター :6ヶ月 45 ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●
59119 フットポンプ SCD700 15階北病棟 :6ヶ月 39 ●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●● ●● ●●●●●●●●●● ●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
59120 フットポンプ SCD700 分娩部（8北） :6ヶ月 29 ● ●●●● ●●●● ●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●● ●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●
59130 フットポンプ SCD700 11階南病棟 :6ヶ月 37 ●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
59131 フットポンプ SCD700 ICU/CCU :6ヶ月 36 ●●●●●●●●●●●●● ●●● ●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●● ●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●
59132 フットポンプ SCD700 MEセンター :6ヶ月 43 ●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●● ●●● ●●●●●●
59133 フットポンプ SCD700 MEセンター :6ヶ月 38 ●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●● ●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●
59135 フットポンプ SCD700 ICU/CCU :6ヶ月 40 ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●
59136 フットポンプ SCD700 11階北病棟 :6ヶ月 36 ●●● ●●● ●●● ●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
59137 フットポンプ SCD700 MEセンター :6ヶ月 36 ● ●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●● ●●●● ●●●●●●●●●● ● ● ●●●●●●
59139 フットポンプ SCD700 8階南病棟 :6ヶ月 32 ●●●●●●●●●●●●●●●●● ●● ●●●●●●●●● ●●● ●●● ●● ●●●●●●
59282 フットポンプ SCD700 16階南病棟 :6ヶ月 43 ●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●
59362 ベッドサイドモニタ CSM-1701 分娩部（8北） :6ヶ月 2 ● ● ●
59363 ベッドサイドモニタ CSM-1701 分娩部（8北） :6ヶ月 2 ● ● ●
54521 ベッドサイドモニタ PVM-2701 皮膚科 :6ヶ月 2 ● ●
54522 ベッドサイドモニタ PVM-2701 内科 :6ヶ月 2 ● ●
54567 ベッドサイドモニタ PVM-2701 内科 :6ヶ月 2 ● ●
58964 ベッドサイドモニタ PVM-2701 4階超音波検査室 :6ヶ月 2 ● ●
59012 ベッドサイドモニタ PVM-2701 リハビリ  訓練室 :6ヶ月 2 ● ●
52583 ベッドサイドモニタ ライフスコープI BSM-2301 中放部 治療 :6ヶ月 2 ● ●
52706 ベッドサイドモニタ ライフスコープI BSM-2301 外科 :6ヶ月 2 ● ●
52707 ベッドサイドモニタ ライフスコープI BSM-2301 放射線科 :6ヶ月 2 ● ●
52708 ベッドサイドモニタ ライフスコープI BSM-2301 中放部 RI管理室 :6ヶ月 2 ● ●
52723 ベッドサイドモニタ ライフスコープI BSM-2301 中放部 MR操作室 :6ヶ月 2 ● ●
52730 ベッドサイドモニタ ライフスコープI BSM-2301 歯科口腔外科 :6ヶ月 2 ●
54523 ベッドサイドモニタ ライフスコープI BSM-2301 8階北病棟 :6ヶ月 2 ●
54524 ベッドサイドモニタ ライフスコープI BSM-2301 12階北病棟 :6ヶ月 2 ● ●
50350 ベッドサイドモニタ ライフスコープI BSM-2301 中放部 撮影室 :6ヶ月 2 ● ● ●
54526 ベッドサイドモニタ ライフスコープI BSM-2301 輸血部 :6ヶ月 2 ● ● ●
54528 ベッドサイドモニタ ライフスコープI BSM-2301 12階南病棟 :6ヶ月 2 ● ●
54530 ベッドサイドモニタ ライフスコープI BSM-2301 8階南病棟 :6ヶ月 2 ● ●
54582 ベッドサイドモニタ ライフスコープI BSM-2301 東棟1階MRI操作室 :6ヶ月 2 ● ●



2024年度医療機器保守点検実施記録

院内機器ID 分類 型式 現所在 点検予定の間隔(月) 件数 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
54583 ベッドサイドモニタ ライフスコープI BSM-2301 東棟1階MRI操作室 :6ヶ月 2 ●
58237 ベッドサイドモニタ ライフスコープI BSM-2301 MEセンター :6ヶ月 2 ● ●
54529 ベッドサイドモニタ ライフスコープI BSM-2303 12階南病棟 :6ヶ月 2 ● ●
58021 ベッドサイドモニタ ライフスコープI BSM-2353 外来手術室 :6ヶ月 2 ● ●
54580 ベッドサイドモニタ ライフスコープI BSM-2401 中放部 RI管理室 :6ヶ月 2 ● ●
54581 ベッドサイドモニタ ライフスコープI BSM-2401 東棟1階MRI操作室 :6ヶ月 2 ● ●
59009 ベッドサイドモニタ ライフスコープPT BSM-1763分娩部（8北） :6ヶ月 1 ●
50165 ベッドサイドモニタ ライフスコープPT BSM-1763分娩部（8北） :6ヶ月 1 ●
50166 ベッドサイドモニタ ライフスコープPT BSM-1763分娩部（8北） :6ヶ月 1 ●

54577 ベッドサイドモニタ ライフスコープTR BSM-650114階南病棟
:6ヶ月  
メーカー点検:12ヶ月

3 ● ●

54578 ベッドサイドモニタ ライフスコープTR BSM-650114階南病棟
:6ヶ月  
メーカー点検:12ヶ月

3 ● ●

54579 ベッドサイドモニタ ライフスコープTR BSM-6501中放部 血管造影室
:6ヶ月  
メーカー点検:12ヶ月

2 ● ● ●

58001 ベッドサイドモニタ PVM-2703 (血圧測定 可) 8階南病棟 :6ヶ月 2 ● ●
58002 ベッドサイドモニタ PVM-2703 (血圧測定 可) 8階北病棟 :6ヶ月 2 ● ●
58003 ベッドサイドモニタ PVM-2703 (血圧測定 可) 分娩部（8北） :6ヶ月 3 ●● ●
58015 ベッドサイドモニタ PVM-2703 (血圧測定 可) MEセンター :6ヶ月 2 ● ●
58016 ベッドサイドモニタ PVM-2703 (血圧測定 可) 分娩部（8北） :6ヶ月 2 ● ●
58017 ベッドサイドモニタ PVM-2703 (血圧測定 可) 分娩部（8北） :6ヶ月 2 ● ●
58018 ベッドサイドモニタ PVM-2703 (血圧測定 可) 分娩部（8北） :6ヶ月 2 ● ●
58019 ベッドサイドモニタ PVM-2703 (血圧測定 可) 分娩部（8北） :6ヶ月 2 ● ●
58020 ベッドサイドモニタ PVM-2703 (血圧測定 可) 分娩部（8北） :6ヶ月 2 ● ●
58027 ベッドサイドモニタ PVM-2703 (血圧測定 可) 中放部 結石破砕室 :6ヶ月 2 ● ●
58028 ベッドサイドモニタ PVM-2703 (血圧測定 可) 中放部 透視検査室 :6ヶ月 2 ● ●
58029 ベッドサイドモニタ PVM-2703 (血圧測定 可) 中放部 治療 :6ヶ月 2 ● ●
58031 ベッドサイドモニタ PVM-2703 (血圧測定 可) 内視鏡部 :6ヶ月 2 ● ●
58032 ベッドサイドモニタ PVM-2703 (血圧測定 可) 眼科 :6ヶ月 2 ● ●
58033 ベッドサイドモニタ PVM-2703 (血圧測定 可) 泌尿器科 :6ヶ月 2 ● ●
58034 ベッドサイドモニタ PVM-2703 (血圧測定 可) 歯科口腔外科 :6ヶ月 2 ● ●
58035 ベッドサイドモニタ PVM-2703 (血圧測定 可) 14階南病棟 :6ヶ月 2 ● ●
58036 ベッドサイドモニタ PVM-2703 (血圧測定 可) 中放部 治療 :6ヶ月 2 ● ●
58037 ベッドサイドモニタ PVM-2703 (血圧測定 可) 17階北病棟 :6ヶ月 2 ● ●
58038 ベッドサイドモニタ PVM-2703 (血圧測定 可) 16階北病棟 :6ヶ月 2 ● ●
58039 ベッドサイドモニタ PVM-2703 (血圧測定 可) 15階北病棟 :6ヶ月 2 ● ●
58040 ベッドサイドモニタ PVM-2703 (血圧測定 可) 14階北病棟 :6ヶ月 2 ● ●
58041 ベッドサイドモニタ PVM-2703 (血圧測定 可) 14階北病棟 :6ヶ月 2 ● ● ●
58042 ベッドサイドモニタ PVM-2703 (血圧測定 可) 14階北病棟 :6ヶ月 2 ●
58043 ベッドサイドモニタ PVM-2703 (血圧測定 可) 14階北病棟 :6ヶ月 2 ● ●
58044 ベッドサイドモニタ PVM-2703 (血圧測定 可) 14階北病棟 :6ヶ月 2 ● ●
58045 ベッドサイドモニタ PVM-2703 (血圧測定 可) 13階北病棟 :6ヶ月 2 ● ● ●
58046 ベッドサイドモニタ PVM-2703 (血圧測定 可) 13階北病棟 :6ヶ月 2 ● ●
58047 ベッドサイドモニタ PVM-2703 (血圧測定 可) 9階北病棟 :6ヶ月 2 ●
58048 ベッドサイドモニタ PVM-2703 (血圧測定 可) 13階北病棟 :6ヶ月 2 ● ● ●
58049 ベッドサイドモニタ PVM-2703 (血圧測定 可) 13階北病棟 :6ヶ月 4 ●●
58050 ベッドサイドモニタ PVM-2703 (血圧測定 可) 13階北病棟 :6ヶ月 2 ● ●
58051 ベッドサイドモニタ PVM-2703 (血圧測定 可) 13階北病棟 :6ヶ月 2 ● ● ●
58053 ベッドサイドモニタ PVM-2703 (血圧測定 可) 11階北病棟 :6ヶ月 2 ●
58054 ベッドサイドモニタ PVM-2703 (血圧測定 可) 7階北病棟 :6ヶ月 2 ● ● ● ●
58055 ベッドサイドモニタ PVM-2703 (血圧測定 可) 人工透析部 :6ヶ月 2 ● ● ●
58056 ベッドサイドモニタ PVM-2703 (血圧測定 可) 人工透析部 :6ヶ月 2 ●
58057 ベッドサイドモニタ PVM-2703 (血圧測定 可) 17階南病棟 :6ヶ月 2 ● ●
58058 ベッドサイドモニタ PVM-2703 (血圧測定 可) 16階南病棟 :6ヶ月 2 ● ●
58060 ベッドサイドモニタ PVM-2703 (血圧測定 可) 14階南病棟 :6ヶ月 2 ● ●
58061 ベッドサイドモニタ PVM-2703 (血圧測定 可) 14階南病棟 :6ヶ月 2 ● ●
58062 ベッドサイドモニタ PVM-2703 (血圧測定 可) 14階南病棟 :6ヶ月 2 ● ●
58064 ベッドサイドモニタ PVM-2703 (血圧測定 可) 中放部 リニアック :6ヶ月 2 ● ●
58066 ベッドサイドモニタ PVM-2703 (血圧測定 可) 9階南病棟 :6ヶ月 2 ● ●
58067 ベッドサイドモニタ PVM-2703 (血圧測定 可) 13階南病棟 :6ヶ月 2 ● ●
58069 ベッドサイドモニタ PVM-2703 (血圧測定 可) 中放部 CT操作室 :6ヶ月 2 ● ●
58070 ベッドサイドモニタ PVM-2703 (血圧測定 可) 中放部 CT操作室 :6ヶ月 2 ● ●
58071 ベッドサイドモニタ PVM-2703 (血圧測定 可) 中放部 CT操作室 :6ヶ月 2 ● ● ●●●●●●●● ●●
58072 ベッドサイドモニタ PVM-2703 (血圧測定 可) 中放部 CT操作室 :6ヶ月 2 ● ●
58073 ベッドサイドモニタ PVM-2703 (血圧測定 可) 内視鏡部 :6ヶ月 2 ● ●
58074 ベッドサイドモニタ PVM-2703 (血圧測定 可) 内視鏡部 :6ヶ月 2 ● ●
58075 ベッドサイドモニタ PVM-2703 (血圧測定 可) 内視鏡部 :6ヶ月 2 ● ●
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58076 ベッドサイドモニタ PVM-2703 (血圧測定 可) 内視鏡倉庫 :6ヶ月 2 ● ● ●
58077 ベッドサイドモニタ PVM-2703 (血圧測定 可) 内視鏡部 :6ヶ月 2 ● ●
58078 ベッドサイドモニタ PVM-2703 (血圧測定 可) 内視鏡部 :6ヶ月 2 ● ●
58079 ベッドサイドモニタ PVM-2703 (血圧測定 可) 東棟2階外来化学療法室 :6ヶ月 2 ● ●
58204 ベッドサイドモニタ PVM-2703 (血圧測定 可) 14階北病棟 :6ヶ月 2 ● ●
58205 ベッドサイドモニタ PVM-2703 (血圧測定 可) 7階北病棟 :6ヶ月 2 ● ● ●
58680 ベッドサイドモニタ PVM-2703 (血圧測定 可) 13階北病棟 :6ヶ月 2 ●
58681 ベッドサイドモニタ PVM-2703 (血圧測定 可) 9階北病棟 :6ヶ月 2 ● ●
58682 ベッドサイドモニタ PVM-2703 (血圧測定 可) 13階北病棟 :6ヶ月 3 ● ● ●
58683 ベッドサイドモニタ PVM-2703 (血圧測定 可) 13階北病棟 :6ヶ月 2 ● ●
58684 ベッドサイドモニタ PVM-2703 (血圧測定 可) 13階北病棟 :6ヶ月 2 ● ●
58685 ベッドサイドモニタ PVM-2703 (血圧測定 可) 13階北病棟 :6ヶ月 2 ● ●
59813 ベッドサイドモニタ CSM-1501 9階北病棟 :6ヶ月 2 ● ● ●
59814 ベッドサイドモニタ CSM-1501 9階北病棟 :6ヶ月 2 ● ● ●
59815 ベッドサイドモニタ CSM-1501 9階北病棟 :6ヶ月 2 ● ● ●
59816 ベッドサイドモニタ CSM-1501 9階北病棟 :6ヶ月 1 ● ●
59382 ベッドサイドモニタ CSM-1501 14階南病棟 :6ヶ月 1 ● ●
59386 ベッドサイドモニタ CSM-1501 14階南病棟 :6ヶ月 2 ● ● ●
59387 ベッドサイドモニタ CSM-1501 14階南病棟 :6ヶ月 2 ● ●
59388 ベッドサイドモニタ CSM-1501 14階南病棟 :6ヶ月 1 ●
59859 ベッドサイドモニタ CSM-1502 中放部 血管造影室 :12ヶ月 1 ●
50374 ベッドサイドモニタ CSM-1502 9階北病棟 :12ヶ月 1 ●
50375 ベッドサイドモニタ CSM-1502 9階北病棟 :12ヶ月 2 ● ● ●
55611 経腸栄養ポンプ カンガルーJoeyポンプ 11階北病棟 :6ヶ月 6 ● ●● ●● ● ●●● ● ● ●●
55612 経腸栄養ポンプ カンガルーJoeyポンプ 9階北病棟 :6ヶ月 8 ● ●● ●● ●● ●● ●
55614 経腸栄養ポンプ カンガルーJoeyポンプ 13階南病棟 :6ヶ月 8 ● ● ● ●● ●●● ●● ● ●
55615 経腸栄養ポンプ カンガルーJoeyポンプ 11階北病棟 :6ヶ月 11 ●● ●● ● ●● ● ●●● ●● ● ● ●●
55616 経腸栄養ポンプ カンガルーJoeyポンプ NICU/GCU :6ヶ月 7 ● ● ●●●● ●● ●● ●● ●●
55618 経腸栄養ポンプ カンガルーJoeyポンプ 11階北病棟 :6ヶ月 11 ●●● ●● ●● ● ● ● ● ●
55619 経腸栄養ポンプ カンガルーJoeyポンプ 11階北病棟 :6ヶ月 10 ● ●● ●● ●● ●● ● ●● ●● ●
55620 経腸栄養ポンプ カンガルーJoeyポンプ 11階北病棟 :6ヶ月 9 ●●● ● ●● ● ● ●● ● ●

52731 血圧計 ハートステーションS MPV-5500生理検査
メーカー点検:12ヶ月  
:12ヶ月

3 ● ● ●● ● ●

52733 血圧計 ハートステーションS MPV-5500内視鏡部
メーカー点検:12ヶ月  
:12ヶ月

3 ● ● ●● ●● ●

52734 血圧計 ハートステーションS MPV-5500歯科口腔外科
メーカー点検:12ヶ月  
:12ヶ月

3 ● ● ●

52735 血圧計 ハートステーションS MPV-5500産科婦人科
メーカー点検:12ヶ月  
:12ヶ月

2 ● ●

50686 血圧計 ハートステーションS MPV-5500東棟2階外来化学療法室
メーカー点検:12ヶ月  
:12ヶ月

1 ●

59843 血圧計 ハートステーションS MPV-5500内科
メーカー点検:12ヶ月  
:12ヶ月

3 ● ●

59844 血圧計 ハートステーションS MPV-5500外科
メーカー点検:12ヶ月  
:12ヶ月

2 ● ●

59846 血圧計 ハートステーションS MPV-5500産科婦人科
メーカー点検:12ヶ月  
:12ヶ月

1 ●

59744 血圧計 ハートステーションS MPV-5500眼科
メーカー点検:12ヶ月  
:12ヶ月

2 ● ●

2216 血液浄化装置 血液浄化装置 ACH-Σplus 人工透析部
:12ヶ月  
メーカー点検:12ヶ月

2 ● ●

2215 血液浄化装置 血液浄化装置 ACH-Σplus ICU/CCU
:12ヶ月  
メーカー点検:12ヶ月

2 ● ●

2211 血液浄化装置 血液浄化装置ACH-Σ ICU/CCU
メーカー点検:12ヶ月  
:12ヶ月

2 ●

2212 血液浄化装置 血液浄化装置ACH-Σ 人工透析部
メーカー点検:12ヶ月  
:12ヶ月

2 ● ●

2501 血液浄化装置 個人用多用途透析装置 DBB-100NX人工透析部
メーカー点検:36ヶ月  
:6ヶ月

2 ● ●

2503 血液浄化装置 個人用多用途透析装置 DBB-100NX人工透析部
メーカー点検:36ヶ月  
:6ヶ月

3 ● ●

2504 血液浄化装置 個人用多用途透析装置 DBB-100NX人工透析部
メーカー点検:36ヶ月  
:6ヶ月

3 ●

2505 血液浄化装置 個人用多用途透析装置 DBB-100NX人工透析部
メーカー点検:36ヶ月  
:6ヶ月

3 ●

2507 血液浄化装置 個人用多用途透析装置 DBB-100NX人工透析部
メーカー点検:36ヶ月  
:6ヶ月

2 ●
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2508 血液浄化装置 個人用多用途透析装置 DBB-100NX人工透析部
メーカー点検:36ヶ月  
:6ヶ月

2 ●

2509 血液浄化装置 個人用多用途透析装置 DBB-100NX人工透析部
メーカー点検:36ヶ月  
:6ヶ月

2 ●

2510 血液浄化装置 個人用多用途透析装置 DBB-100NX中央手術部
メーカー点検:36ヶ月  
:6ヶ月

2 ●

2091 血液浄化装置 個人用多用途透析装置 DBG-03人工透析部
メーカー点検:36ヶ月  
:6ヶ月

2 ●

58751 除細動器 DFM100 Hospital ハートスタート XL+ 861290#B01救命救急センター
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

5 ● ● ● ●

50717 除細動器 デフィブリレータ カルジオライフ TEC-5631中央手術部
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

2 ●

50718 除細動器 デフィブリレータ カルジオライフ TEC-5631中央手術部
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

3 ● ● ● ●

50351 除細動器 デフィブリレータ カルジオライフ TEC-56319階北病棟
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

5 ● ●

58749 除細動器 デフィブリレータ カルジオライフ TEC-5631中放部 RI管理室
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

5 ● ● ●● ●

58752 除細動器 デフィブリレータ カルジオライフ TEC-5631救命救急センター
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

5 ● ● ●

59227 除細動器 デフィブリレータ カルジオライフ TEC-5631救命救急センター
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

5 ● ● ●

59228 除細動器 デフィブリレータ カルジオライフ TEC-5631中央手術部
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

7 ● ● ● ●

59229 除細動器 デフィブリレータ カルジオライフ TEC-5631ICU/CCU
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

5 ● ● ●

59230 除細動器 デフィブリレータ カルジオライフ TEC-5631ICU/CCU
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

5 ● ● ●

59231 除細動器 デフィブリレータ カルジオライフ TEC-5631NICU/GCU
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

5 ● ● ●

59232 除細動器 デフィブリレータ カルジオライフ TEC-5631内科
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

5 ● ●

59233 除細動器 デフィブリレータ カルジオライフ TEC-5631中央手術部
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

5 ● ●

59234 除細動器 デフィブリレータ カルジオライフ TEC-5631中放部 透視検査室
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

5 ● ● ●

59235 除細動器 デフィブリレータ カルジオライフ TEC-5631中放部 血管造影室
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

5 ● ● ●

59236 除細動器 デフィブリレータ カルジオライフ TEC-5631中放部 透視検査室
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

5 ● ● ●

59237 除細動器 デフィブリレータ カルジオライフ TEC-5631中放部 MR操作室
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

5 ● ●● ●

59238 除細動器 デフィブリレータ カルジオライフ TEC-56314階超音波検査室
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

5 ● ● ● ●

59239 除細動器 デフィブリレータ カルジオライフ TEC-5631MEセンター
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

4 ● ● ● ●

59240 除細動器 デフィブリレータ カルジオライフ TEC-83529階南病棟
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

5 ● ● ● ● ●

59241 除細動器 デフィブリレータ カルジオライフ TEC-835214階北病棟
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

5 ● ● ● ●

52235 人工呼吸器 Babylog VN500 NICU/GCU
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

7 ● ● ● ● ● ●

52236 人工呼吸器 Babylog VN500 NICU/GCU
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

4 ● ● ● ●

52237 人工呼吸器 Babylog VN500 NICU/GCU
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

5 ● ● ● ● ●●

52238 人工呼吸器 Babylog VN500 NICU/GCU
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

5 ● ● ● ●

59151 人工呼吸器 Babylog VN500 NICU/GCU
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

5 ● ● ● ● ● ●

52239 人工呼吸器 PB 980 ICU/CCU
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

6 ● ● ● ●

52240 人工呼吸器 PB 980 ICU/CCU
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

5 ● ● ● ●

52241 人工呼吸器 PB 980 ICU/CCU
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

7 ● ● ● ●
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52242 人工呼吸器 PB 980 ICU/CCU
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

6 ● ● ● ● ●

52243 人工呼吸器 PB 980 ICU/CCU
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

5 ● ● ● ●

52260 人工呼吸器 PB 980 ICU/CCU
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

7 ● ● ● ●

52262 人工呼吸器 PB 980 ICU/CCU
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

4 ● ● ●

50500 人工呼吸器 PB 980 ICU/CCU
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

5 ● ● ● ● ●

5000 人工呼吸器 RTX レスピレータ ICU/CCU
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

5 ● ● ● ● ●

55027 人工呼吸器 SERVO-U MEセンター
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

5 ● ● ●

55028 人工呼吸器 SERVO-U ICU/CCU
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

5 ● ● ● ●

55001 人工呼吸器 サイパップ 675-CFG-012 NICU/GCU
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

5 ● ● ●

55003 人工呼吸器 サイパップ 675-CFG-012 NICU/GCU
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

5 ● ● ● ● ●

55007 人工呼吸器 サイパップ 675-CFG-012 NICU/GCU
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

6 ● ● ● ●

55016 人工呼吸器 サイパップ 675-CFG-012 NICU/GCU
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

5 ● ●

55017 人工呼吸器 サイパップ 675-CFG-012 NICU/GCU
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

6 ● ● ● ●

55018 人工呼吸器 サイパップ 675-CFG-012 NICU/GCU
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

5 ● ● ● ● ● ●

59278 人工呼吸器 トリロジー Evo ICU/CCU
メーカー点検:24ヶ月  
:3ヶ月

5 ● ● ● ● ● ●

59279 人工呼吸器 トリロジー Evo ICU/CCU
メーカー点検:24ヶ月  
:3ヶ月

4 ● ● ● ● ●●

59280 人工呼吸器 トリロジー Evo MEセンター
メーカー点検:24ヶ月  
:3ヶ月

5 ● ● ● ● ●

59452 人工呼吸器 トリロジー Evo 中放部 血管造影室
メーカー点検:24ヶ月  
:3ヶ月

4 ● ● ● ●

59453 人工呼吸器 トリロジー Evo 救命救急センター
メーカー点検:24ヶ月  
:3ヶ月

4 ● ● ● ●

代0003 人工呼吸器 トリロジー O2Plus 15階北病棟
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

5 ● ●● ● ● ● ●

代0004 人工呼吸器 トリロジー O2Plus 9階北病棟
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

3 ● ● ● ●

55702 人工呼吸器 トリロジー O2Plus 9階北病棟
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

6 ● ● ● ● ● ●

55705 人工呼吸器 トリロジー O2Plus 9階北病棟
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

6 ● ● ● ●

55706 人工呼吸器 トリロジー O2Plus 13階北病棟
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

5 ● ● ● ●

55709 人工呼吸器 トリロジー O2Plus 9階北病棟
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

5 ● ● ● ● ●

55710 人工呼吸器 トリロジー O2Plus 17階北病棟
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

5 ● ● ● ●

55019 人工呼吸器 ハミングX NICU/GCU
メーカー点検:24ヶ月  
:3ヶ月

4 ● ● ● ●

50455 人工呼吸器 ハミングX NICU/GCU
メーカー点検:24ヶ月  
:3ヶ月

5 ● ● ● ● ●

50596 人工呼吸器 HAMILTON-C6 ICU/CCU
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

5 ● ● ●● ● ●

50597 人工呼吸器 HAMILTON-C6 ICU/CCU
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

6 ● ● ● ● ● ● ● ●

59321 人工呼吸器 HAMILTON-C6 救命救急センター
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

6 ●● ● ● ● ●

59322 人工呼吸器 HAMILTON-C6 救命救急センター
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

5 ● ● ●● ●

59323 人工呼吸器 HAMILTON-C6 救命救急センター
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

5 ● ● ● ●
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59324 人工呼吸器 HAMILTON-C6 ICU/CCU
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

7 ● ●● ● ● ●

59325 人工呼吸器 HAMILTON-C6 救命救急センター
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

5 ● ● ● ●

59326 人工呼吸器 HAMILTON-C6 救命救急センター
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

7 ● ● ● ● ● ● ●

59327 人工呼吸器 HAMILTON-C6 ICU/CCU
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

4 ● ● ● ●

59330 人工呼吸器 HAMILTON-C6 MEセンター
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

5 ● ● ● ● ● ●

59331 人工呼吸器 HAMILTON-MR1 救命救急センター
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

5 ● ● ● ●

59760 人工呼吸器 HAMILTON-MR1 ICU/CCU
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

5 ● ● ● ●

3900 人工呼吸器 パラパックプラス P310NJ 中放部 血管造影室
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

5 ● ● ●

3901 人工呼吸器 パラパックプラス P310NJ ICU/CCU
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

5 ● ● ● ● ●

50376 人工呼吸器 HAMILTON-T1 救命救急センター
:3ヶ月  
メーカー点検:12ヶ月

4 ● ● ● ●

50377 人工呼吸器 HAMILTON-T1 救命救急センター
:3ヶ月  
メーカー点検:12ヶ月

3 ● ● ● ● ●

5733 人工心肺/補助循環関連装置IMPELLA制御装置 0042-000-JP中放部 血管造影室
メーカー点検:12ヶ月  
:12ヶ月

3 ● ● ●

5734 人工心肺/補助循環関連装置IMPELLA制御装置 0042-000-JP中放部 血管造影室
メーカー点検:12ヶ月  
:12ヶ月

3 ● ● ●

2166 人工心肺/補助循環関連装置エクストラ 中央手術部
メーカー点検:12ヶ月  
:12ヶ月

2 ● ●

2167 人工心肺/補助循環関連装置エクストラ 中央手術部
メーカー点検:12ヶ月  
:12ヶ月

2 ●

2195 人工心肺/補助循環関連装置エクストラ 中央手術部
メーカー点検:12ヶ月  
:12ヶ月

2 ●

2168 人工心肺/補助循環関連装置キャピオックス遠心ポンプコントローラ SP-200中放部 血管造影室
メーカー点検:12ヶ月  
:12ヶ月

3 ● ●

2169 人工心肺/補助循環関連装置キャピオックス遠心ポンプコントローラ SP-200中央手術部
メーカー点検:12ヶ月  
:12ヶ月

3 ● ●

2171 人工心肺/補助循環関連装置キャピオックス遠心ポンプコントローラ SP-200ICU/CCU
メーカー点検:12ヶ月  
:12ヶ月

3 ● ●

2182 人工心肺/補助循環関連装置キャピオックス遠心ポンプコントローラ SP-200救命救急センター
メーカー点検:12ヶ月  
:12ヶ月

3 ● ● ●

2057 人工心肺/補助循環関連装置トーノックコンポーネントシステムⅢ型人工心肺装置 CP4000CP中央手術部
メーカー点検:12ヶ月  
:12ヶ月

2 ● ●

2170 人工心肺/補助循環関連装置メラ 小型冷温水槽 HHC-51ICU/CCU
メーカー点検:12ヶ月  
:12ヶ月

2 ● ●

2207 人工心肺/補助循環関連装置メラ 小型冷温水槽 HHC-51ICU/CCU
メーカー点検:12ヶ月  
:12ヶ月

3 ● ●

2536 人工心肺/補助循環関連装置メラ 小型冷温水槽 HHC-514F中手倉庫
メーカー点検:12ヶ月  
:12ヶ月

3 ● ● ●

2537 人工心肺/補助循環関連装置メラ 小型冷温水槽 HHC-51中央手術部
メーカー点検:12ヶ月  
:12ヶ月

2 ● ●

2107 人工心肺/補助循環関連装置メラ人工心肺装置HASⅡ （ECMO用）中央手術部
:12ヶ月  
メーカー点検:12ヶ月

1 ●

2164 人工心肺/補助循環関連装置メラ冷温水槽 HHC-211D 中央手術部
メーカー点検:12ヶ月  
:12ヶ月

2 ● ●

2103 人工心肺/補助循環関連装置人工心肺装置 S5 中央手術部
メーカー点検:12ヶ月  
:12ヶ月

2 ● ●

2162 人工心肺/補助循環関連装置体外循環用システム TRUSYS HTS-C中央手術部
メーカー点検:12ヶ月  
:12ヶ月

2 ● ●

2099 人工心肺/補助循環関連装置大動脈内バルーンポンプ USCI CS300MEセンター
メーカー点検:12ヶ月  
:12ヶ月

2 ● ●

2165 人工心肺/補助循環関連装置大動脈内バルーンポンプ USCI CS300中放部 血管造影室
メーカー点検:12ヶ月  
:12ヶ月

2 ● ●

55426 低圧持続吸引器 ハマ サーボドレイン SD3000NICU/GCU :3ヶ月 8 ● ● ● ● ●● ●●● ● ●●
55427 低圧持続吸引器 ハマ サーボドレイン SD3000MEセンター :3ヶ月 13 ● ●● ●●● ●● ● ●● ●
55428 低圧持続吸引器 ハマ サーボドレイン SD300015階南病棟 :3ヶ月 14 ●● ● ● ● ● ● ●● ●● ●● ●●● ●
55430 低圧持続吸引器 ハマ サーボドレイン SD3000ICU/CCU :3ヶ月 18 ●●● ● ●● ●● ●● ●● ● ●● ●● ● ● ●
55431 低圧持続吸引器 ハマ サーボドレイン SD300015階南病棟 :3ヶ月 12 ●● ●●● ● ●● ●● ●
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55432 低圧持続吸引器 ハマ サーボドレイン SD3000中央手術部 :3ヶ月 18 ●● ●● ● ●● ●● ●● ●● ●● ●● ●●● ●●
58241 低圧持続吸引器 ハマ サーボドレイン SD300015階南病棟 :3ヶ月 14 ●● ●● ● ● ● ●● ●● ● ●●
58242 低圧持続吸引器 ハマ サーボドレイン SD300016階南病棟 :3ヶ月 9 ● ● ● ●● ● ●● ●●
58243 低圧持続吸引器 ハマ サーボドレイン SD30009階北病棟 :3ヶ月 14 ●● ●●● ● ●● ●● ● ● ●● ● ●● ●●
58277 低圧持続吸引器 ハマ サーボドレイン SD3000中央手術部 :3ヶ月 12 ●●● ● ● ● ● ●● ● ●
58287 低圧持続吸引器 ハマ サーボドレイン SD3000MEセンター :3ヶ月 16 ●●●● ● ● ●● ● ● ●● ●● ●● ● ●
58290 低圧持続吸引器 ハマ サーボドレイン SD3000MEセンター :3ヶ月 13 ●●● ●● ●●● ●● ●● ●● ●
58291 低圧持続吸引器 ハマ サーボドレイン SD3000MEセンター :3ヶ月 14 ●●●● ● ●● ●● ● ●● ●● ● ●●● ●●
58296 低圧持続吸引器 ハマ サーボドレイン SD30009階北病棟 :3ヶ月 17 ●● ●●● ●● ● ●● ●● ●● ●● ● ●
58309 低圧持続吸引器 ハマ サーボドレイン SD3000救命救急センター :3ヶ月 10 ●● ● ●● ●● ●● ●●● ● ●●
58310 低圧持続吸引器 ハマ サーボドレイン SD300015階南病棟 :3ヶ月 12 ● ●● ● ● ● ● ● ●● ●● ● ●● ●
58312 低圧持続吸引器 ハマ サーボドレイン SD3000NICU/GCU :3ヶ月 14 ● ●● ● ● ●● ●● ●● ● ●●● ● ●●
58313 低圧持続吸引器 ハマ サーボドレイン SD3000救命救急センター :3ヶ月 13 ● ● ● ●●● ●●● ●●
58314 低圧持続吸引器 ハマ サーボドレイン SD3000ICU/CCU :3ヶ月 13 ● ●● ●● ●● ●● ●● ● ●●● ●● ●●
58371 低圧持続吸引器 ハマ サーボドレイン SD3000救命救急センター :3ヶ月 11 ●● ● ●● ● ●● ● ● ● ●
58372 低圧持続吸引器 ハマ サーボドレイン SD3000MEセンター :3ヶ月 11 ● ●●● ●● ●●●● ● ●● ● ●●
58373 低圧持続吸引器 ハマ サーボドレイン SD3000中央手術部 :3ヶ月 14 ●● ●● ●● ● ●● ●● ●●● ● ●●
58375 低圧持続吸引器 ハマ サーボドレイン SD300015階南病棟 :3ヶ月 10 ●● ●● ●●● ● ●● ● ●
59209 低圧持続吸引器 ハマ サーボドレイン SD300014階南病棟 :3ヶ月 16 ●● ●●● ● ● ●● ● ●● ● ● ●
59210 低圧持続吸引器 ハマ サーボドレイン SD3000ICU/CCU :3ヶ月 8 ● ● ● ● ●● ●● ●●
59211 低圧持続吸引器 ハマ サーボドレイン SD300015階南病棟 :3ヶ月 15 ● ●● ●● ●● ●● ● ●●● ● ●● ●
59212 低圧持続吸引器 ハマ サーボドレイン SD3000MEセンター :3ヶ月 15 ●● ●●● ● ●● ●● ●● ●● ● ●
59214 低圧持続吸引器 ハマ サーボドレイン SD300013階南病棟 :3ヶ月 16 ●● ● ● ●●● ● ●● ● ●● ●● ●●● ●●
59215 低圧持続吸引器 ハマ サーボドレイン SD300015階南病棟 :3ヶ月 8 ●● ●●● ● ● ●● ●●
50231 低圧持続吸引器 ハマ サーボドレイン SD3000MEセンター :3ヶ月 17 ●● ●● ● ● ●●● ● ●●●● ● ●●● ● ●
50232 低圧持続吸引器 ハマ サーボドレイン SD3000ICU/CCU :3ヶ月 11 ● ● ● ●● ● ●● ● ● ● ●
50235 低圧持続吸引器 ハマ サーボドレイン SD300013階南病棟 :3ヶ月 8 ● ● ●● ● ● ● ●● ●●● ●
59444 低圧持続吸引器 ハマ サーボドレイン SD3000MEセンター :3ヶ月 18 ● ●● ●● ●● ●●● ● ●● ● ● ●● ●● ●●
59445 低圧持続吸引器 ハマ サーボドレイン SD300015階南病棟 :3ヶ月 15 ●● ●● ●● ●●● ● ●● ● ●● ● ●●
59446 低圧持続吸引器 ハマ サーボドレイン SD3000中央手術部 :3ヶ月 8 ●● ● ●● ● ● ●● ● ●●

51529 保育器 アトムインファウォーマ V-505HL中央手術部
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

7 ● ● ●● ● ● ●

51525 保育器 アトムインファウォーマ V-505ST中央手術部
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

10 ● ● ●● ● ● ● ● ●

51527 保育器 アトムインファウォーマ V-505STICU/CCU
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

8 ●● ● ● ● ●● ●

51530 保育器 アトムトランスカプセル V-808NICU/GCU
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

5 ● ● ● ●

58982 保育器 インキュウォーマ Babyleo TN500（NICU専用）NICU/GCU
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

22 ●● ●● ● ●●● ●● ●●● ●● ● ●●● ●● ●● ●

58983 保育器 インキュウォーマ Babyleo TN500（NICU専用）NICU/GCU
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

26 ●●● ●● ● ● ●●●●●●●● ● ●●●● ●●● ●● ●● ●●●● ●●

58984 保育器 インキュウォーマ Babyleo TN500（NICU専用）NICU/GCU
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

23 ●● ●●●● ● ●● ●●●● ●● ●●● ●● ●● ●● ●●●

58985 保育器 インキュウォーマ Babyleo TN500（NICU専用）MEセンター
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

15 ●●● ●● ● ● ● ●● ●●● ●● ●●● ●● ●●

58986 保育器 インキュウォーマ Babyleo TN500（NICU専用）NICU/GCU
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

23 ●●●● ● ●● ● ●●●●●●● ●● ● ●● ●●● ●●● ●

58987 保育器 インキュウォーマ Babyleo TN500（NICU専用）NICU/GCU
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

20 ●● ●● ● ●● ●●●●● ● ●●●● ● ●● ●●●● ●●● ●

58988 保育器 インキュウォーマ Babyleo TN500（NICU専用）NICU/GCU
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

22 ●●●● ●●● ● ● ●● ●● ● ●●● ●● ● ●●●● ●● ●●

58991 保育器 インキュウォーマ Babyleo TN500（NICU専用）NICU/GCU
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

16 ●● ●●●● ● ● ● ●●● ●● ●● ●●● ●● ●●●

58992 保育器 インキュウォーマ Babyleo TN500（NICU専用）NICU/GCU
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

13 ●●● ● ● ● ●●● ● ● ●●● ●●● ●

58993 保育器 インキュウォーマ Babyleo TN500（NICU専用）NICU/GCU
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

14 ●● ●● ● ●●● ● ●● ● ●●●● ● ● ●●●

50318 保育器 インキュウォーマ Babyleo TN500（NICU専用）NICU/GCU
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

20 ●●● ●● ● ●●● ●● ● ●● ●●● ●●●● ●● ●●●

58978 保育器 インキュウォーマ Babyleo TN500（分娩部専用）MEセンター
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

8 ● ● ● ●● ● ●● ● ●● ●●●

58979 保育器 インキュウォーマ Babyleo TN500（分娩部専用）MEセンター
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

8 ● ● ● ●● ● ●●● ●●●●●●

58981 保育器 インキュウォーマ Babyleo TN500（分娩部専用）分娩部（8北）
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

10 ● ● ●● ●● ● ● ● ●
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54010 保育器 インファウォーマーi MEセンター
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

9 ● ●● ● ● ● ● ●●

54011 保育器 インファウォーマーi MEセンター
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

4 ● ● ● ●●

54012 保育器 インファウォーマーi 中央手術部
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

7 ● ● ●● ●

59226 保育器 インファウォーマーi LCD 分娩部（8北）
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

6 ● ● ● ● ● ●

5621 保育器 インファウォーマーi LCD 中央手術部
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

7 ● ● ● ● ●

51522 保育器 エア・シールズ搬送用 TI-500NICU/GCU
メーカー点検:12ヶ月  
:3ヶ月

4 ● ● ● ●

59440 保育器 サンフラワーウォーマST MEセンター
:3ヶ月  
メーカー点検:12ヶ月

7 ● ● ● ●● ●

54015 保育器 インファウォーマーi （分娩部専用）分娩部（8北） :12ヶ月 2 ● ● ● ● ●● ●
54016 保育器 インファウォーマーi （分娩部専用）分娩部（8北） :12ヶ月 2 ● ● ● ●●
59424 保育器 インファウォーマーi LCD（分娩部専用）分娩部（8北） :12ヶ月 3 ● ● ● ●
50451 輸液ポンプ ドリップ･アイ NE-1 16階北病棟 :3ヶ月 5 ● ● ● ● ●
50452 輸液ポンプ ドリップ･アイ NE-1 15階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50453 輸液ポンプ ドリップ･アイ NE-1 11階南病棟 :3ヶ月 5 ●● ● ● ●
50454 輸液ポンプ ドリップ･アイ NE-1 15階南病棟 :3ヶ月 5 ●● ● ● ●
50478 輸液ポンプ ドリップ･アイ NE-1 12階南病棟 :3ヶ月 5 ●● ● ● ●
50218 輸液ポンプ ドリップ･アイ NE-1 12階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50219 輸液ポンプ ドリップ･アイ NE-1 分娩部（8北） :3ヶ月 6 ● ● ● ● ●
50220 輸液ポンプ ドリップ･アイ NE-1 11階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50221 輸液ポンプ ドリップ･アイ NE-1 11階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ● ●
50222 輸液ポンプ ドリップ･アイ NE-1 17階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50223 輸液ポンプ ドリップ･アイ NE-1 救命救急センター :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50224 輸液ポンプ ドリップ･アイ NE-1 11階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ● ●
50225 輸液ポンプ ドリップ･アイ NE-1 12階南病棟 :3ヶ月 6 ● ● ● ● ●
50226 輸液ポンプ ドリップ･アイ NE-1 11階北病棟 :3ヶ月 6 ● ●● ● ● ●
50227 輸液ポンプ ドリップ･アイ NE-1 9階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ● ●
59501 輸液ポンプ ドリップ･アイ NE-1 15階南病棟 :3ヶ月 2 ● ●
59503 輸液ポンプ ドリップ･アイ NE-1 10階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
59504 輸液ポンプ ドリップ･アイ NE-1 11階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
59505 輸液ポンプ ドリップ･アイ NE-1 東棟2階外来化学療法室 :3ヶ月 6 ● ●●● ● ●
59506 輸液ポンプ ドリップ･アイ NE-1 16階南病棟 :3ヶ月 6 ● ● ● ● ●
59507 輸液ポンプ ドリップ･アイ NE-1 救命救急センター :3ヶ月 5 ● ● ● ● ●
59508 輸液ポンプ ドリップ･アイ NE-1 12階南病棟 :3ヶ月 5 ● ● ● ● ● ●
59509 輸液ポンプ ドリップ･アイ NE-1 分娩部（8北） :3ヶ月 4 ● ● ● ●
59510 輸液ポンプ ドリップ･アイ NE-1 16階北病棟 :3ヶ月 5 ● ● ● ●
58928 輸液ポンプ ドリップ･アイ NE-1 東棟2階外来化学療法室 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
59032 輸液ポンプ ドリップ･アイ NE-1 東棟2階外来化学療法室 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
59033 輸液ポンプ ドリップ･アイ NE-1 東棟2階外来化学療法室 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
59034 輸液ポンプ ドリップ･アイ NE-1 東棟2階外来化学療法室 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
59035 輸液ポンプ ドリップ･アイ NE-1 東棟2階外来化学療法室 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
59036 輸液ポンプ ドリップ･アイ NE-1 東棟2階外来化学療法室 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
59037 輸液ポンプ ドリップ･アイ NE-1 東棟2階外来化学療法室 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
59038 輸液ポンプ ドリップ･アイ NE-1 東棟2階外来化学療法室 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
59039 輸液ポンプ ドリップ･アイ NE-1 東棟2階外来化学療法室 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
59040 輸液ポンプ ドリップ･アイ NE-1 東棟2階外来化学療法室 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
59041 輸液ポンプ ドリップ･アイ NE-1 東棟2階外来化学療法室 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
59042 輸液ポンプ ドリップ･アイ NE-1 東棟2階外来化学療法室 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
59043 輸液ポンプ ドリップ･アイ NE-1 東棟2階外来化学療法室 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
59044 輸液ポンプ ドリップ･アイ NE-1 東棟2階外来化学療法室 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
59045 輸液ポンプ ドリップ･アイ NE-1 救命救急センター :3ヶ月 4 ● ● ● ●
59046 輸液ポンプ ドリップ･アイ NE-1 東棟2階外来化学療法室 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
59047 輸液ポンプ ドリップ･アイ NE-1 東棟2階外来化学療法室 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
59048 輸液ポンプ ドリップ･アイ NE-1 13階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
59049 輸液ポンプ ドリップ･アイ NE-1 東棟2階外来化学療法室 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
59050 輸液ポンプ ドリップ･アイ NE-1 東棟2階外来化学療法室 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
59051 輸液ポンプ ドリップ･アイ NE-1 東棟2階外来化学療法室 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
59052 輸液ポンプ ドリップ･アイ NE-1 東棟2階外来化学療法室 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
59053 輸液ポンプ ドリップ･アイ NE-1 東棟2階外来化学療法室 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
59054 輸液ポンプ ドリップ･アイ NE-1 東棟2階外来化学療法室 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
59055 輸液ポンプ ドリップ･アイ NE-1 15階北病棟 :3ヶ月 5 ●● ● ● ●
59056 輸液ポンプ ドリップ･アイ NE-1 15階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
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59058 輸液ポンプ ドリップ･アイ NE-1 8階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ● ● ●
59059 輸液ポンプ ドリップ･アイ NE-1 8階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ●
59060 輸液ポンプ ドリップ･アイ NE-1 16階北病棟 :3ヶ月 5 ● ●● ● ● ●
59061 輸液ポンプ ドリップ･アイ NE-1 11階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
59062 輸液ポンプ ドリップ･アイ NE-1 15階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
59063 輸液ポンプ ドリップ･アイ NE-1 11階北病棟 :3ヶ月 7 ●● ●● ● ●
59064 輸液ポンプ ドリップ･アイ NE-1 分娩部（8北） :3ヶ月 4 ● ● ● ●
59065 輸液ポンプ ドリップ･アイ NE-1 15階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
59066 輸液ポンプ ドリップ･アイ NE-1 16階北病棟 :3ヶ月 5 ●● ● ● ●
59067 輸液ポンプ ドリップ･アイ NE-1 12階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
59068 輸液ポンプ ドリップ･アイ NE-1 東棟2階外来化学療法室 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
59069 輸液ポンプ ドリップ･アイ NE-1 11階北病棟 :3ヶ月 5 ● ●● ● ●
59070 輸液ポンプ ドリップ･アイ NE-1 8階南病棟 :3ヶ月 5 ● ● ●● ● ●
59200 輸液ポンプ ドリップ･アイ NE-1 16階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
59201 輸液ポンプ ドリップ･アイ NE-1 11階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
59202 輸液ポンプ ドリップ･アイ NE-1 東棟2階外来化学療法室 :3ヶ月 4 ● ● ● ●●
59203 輸液ポンプ ドリップ･アイ NE-1 15階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ● ●
59204 輸液ポンプ ドリップ･アイ NE-1 15階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
59303 輸液ポンプ ドリップ･アイ NE-1 17階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
59304 輸液ポンプ ドリップ･アイ NE-1 救命救急センター :3ヶ月 4 ● ● ● ● ●
59305 輸液ポンプ ドリップ･アイ NE-1 11階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
59306 輸液ポンプ ドリップ･アイ NE-1 11階南病棟 :3ヶ月 5 ● ●● ● ●
59307 輸液ポンプ ドリップ･アイ NE-1 17階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●

88 輸液ポンプ TE-161 16階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50010 輸液ポンプ TE-161 15階北病棟 :3ヶ月 5 ● ● ● ● ●
50041 輸液ポンプ TE-161 NICU/GCU :3ヶ月 5 ● ● ● ● ●
50044 輸液ポンプ TE-161 14階南病棟 :3ヶ月 5 ● ● ● ● ●
50047 輸液ポンプ TE-161 中放部 血管造影室 :3ヶ月 5 ● ● ●● ●●
50052 輸液ポンプ TE-161 17階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50059 輸液ポンプ TE-161 14階南病棟 :3ヶ月 6 ● ● ●● ● ●
50061 輸液ポンプ TE-161 15階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50070 輸液ポンプ TE-161S 17階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50071 輸液ポンプ TE-161S 小児科 :3ヶ月 5 ● ● ●● ●●
50072 輸液ポンプ TE-161S 内視鏡倉庫 :3ヶ月 8 ● ●● ● ● ● ●
50073 輸液ポンプ TE-161S 分娩部（8北） :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50074 輸液ポンプ TE-161S 11階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50075 輸液ポンプ TE-161S 9階南病棟 :3ヶ月 5 ● ●● ● ●
50076 輸液ポンプ TE-161S 9階北病棟 :3ヶ月 6 ●● ● ● ● ●
50077 輸液ポンプ TE-161S 15階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50079 輸液ポンプ TE-161S 16階北病棟 :3ヶ月 6 ● ● ●● ● ●
50080 輸液ポンプ TE-161S 15階北病棟 :3ヶ月 7 ● ● ● ●● ●
50081 輸液ポンプ TE-161S 救命救急センター :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50082 輸液ポンプ TE-161S 15階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50083 輸液ポンプ TE-161S 人工透析部 :3ヶ月 3 ● ● ●
50085 輸液ポンプ TE-161S 分娩部（8北） :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50087 輸液ポンプ TE-161S 救命救急センター :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50088 輸液ポンプ TE-161S 16階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50089 輸液ポンプ TE-161S 15階北病棟 :3ヶ月 6 ● ● ● ● ●
50090 輸液ポンプ TE-161S 内視鏡倉庫 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50091 輸液ポンプ TE-161S 17階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50093 輸液ポンプ TE-161S 分娩部（8北） :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50097 輸液ポンプ TE-161S 9階南病棟 :3ヶ月 5 ● ● ● ● ●
50098 輸液ポンプ TE-161S 9階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50101 輸液ポンプ TE-161S 中央手術部 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50102 輸液ポンプ TE-161S MEセンター :3ヶ月 4 ● ●● ●
50103 輸液ポンプ TE-161S 13階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50107 輸液ポンプ TE-161S 14階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50108 輸液ポンプ TE-161S 14階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50109 輸液ポンプ TE-161S 14階南病棟 :3ヶ月 5 ● ● ● ● ●
50112 輸液ポンプ TE-161S 8階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50113 輸液ポンプ TE-161S 11階北病棟 :3ヶ月 5 ● ● ● ● ●
50114 輸液ポンプ TE-161S 15階北病棟 :3ヶ月 5 ● ● ● ● ●
50115 輸液ポンプ TE-161S 13階北病棟 :3ヶ月 5 ● ● ● ●
50117 輸液ポンプ TE-161S MEセンター :3ヶ月 5 ● ● ● ●
50118 輸液ポンプ TE-161S 17階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50120 輸液ポンプ TE-161S 9階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50122 輸液ポンプ TE-161S 内視鏡倉庫 :3ヶ月 6 ● ● ● ● ●
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50123 輸液ポンプ TE-161S 内科 :3ヶ月 5 ● ● ●● ●
50124 輸液ポンプ TE-161S 内科 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50126 輸液ポンプ TE-161S 15階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50127 輸液ポンプ TE-161S MEセンター :3ヶ月 8 ● ● ● ● ● ● ●
50128 輸液ポンプ TE-161S 9階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50130 輸液ポンプ TE-161S NICU/GCU :3ヶ月 5 ● ● ●● ●
50131 輸液ポンプ TE-161S ICU/CCU :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50133 輸液ポンプ TE-161S 8階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50134 輸液ポンプ TE-161S 分娩部（8北） :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50135 輸液ポンプ TE-161S 分娩部（8北） :3ヶ月 5 ● ● ● ● ●●
50136 輸液ポンプ TE-161S 分娩部（8北） :3ヶ月 5 ● ●● ● ●
50137 輸液ポンプ TE-161S 分娩部（8北） :3ヶ月 5 ● ● ● ● ●●
50138 輸液ポンプ TE-161S 分娩部（8北） :3ヶ月 5 ● ●● ● ●
50139 輸液ポンプ TE-161S 分娩部（8北） :3ヶ月 4 ● ● ● ●●
50140 輸液ポンプ TE-161S 分娩部（8北） :3ヶ月 5 ● ●● ● ●
50142 輸液ポンプ TE-161S 分娩部（8北） :3ヶ月 5 ● ● ● ● ●●
50143 輸液ポンプ TE-161S 救命救急センター :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50144 輸液ポンプ TE-161S 救命救急センター :3ヶ月 5 ● ● ●● ●●
56007 輸液ポンプ TE-161S 分娩部（8北） :3ヶ月 4 ● ● ● ●
56008 輸液ポンプ TE-161S 分娩部（8北） :3ヶ月 6 ●● ● ● ● ●
56009 輸液ポンプ TE-161S 15階北病棟 :3ヶ月 5 ● ● ● ●
56010 輸液ポンプ TE-161S 17階南病棟 :3ヶ月 5 ● ● ●● ●
56011 輸液ポンプ TE-161S 17階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
56012 輸液ポンプ TE-161S 11階北病棟 :3ヶ月 5 ● ● ● ● ●
56013 輸液ポンプ TE-161S 救命救急センター :3ヶ月 5 ● ● ● ● ●
56014 輸液ポンプ TE-161S 分娩部（8北） :3ヶ月 7 ● ●● ● ● ● ●
56015 輸液ポンプ TE-161S ICU/CCU :3ヶ月 6 ● ● ● ● ●
56016 輸液ポンプ TE-161S 分娩部（8北） :3ヶ月 5 ●● ● ● ●
56017 輸液ポンプ TE-161S 分娩部（8北） :3ヶ月 4 ● ● ● ●
56018 輸液ポンプ TE-161S ICU/CCU :3ヶ月 4 ● ● ● ●
56019 輸液ポンプ TE-161S 9階北病棟 :3ヶ月 5 ● ● ● ● ●
56020 輸液ポンプ TE-161S 9階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
56021 輸液ポンプ TE-161S 15階南病棟 :3ヶ月 5 ● ● ● ● ●
56022 輸液ポンプ TE-161S 15階北病棟 :3ヶ月 6 ● ● ● ● ●
56023 輸液ポンプ TE-161S 内科 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
56024 輸液ポンプ TE-161S 11階南病棟 :3ヶ月 5 ● ● ● ● ●
56025 輸液ポンプ TE-161S 11階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ● ●
56026 輸液ポンプ TE-161S MEセンター :3ヶ月 6 ● ● ● ● ●
56027 輸液ポンプ TE-161S 救命救急センター :3ヶ月 4 ● ● ● ●
56028 輸液ポンプ TE-161S 16階北病棟 :3ヶ月 5 ● ● ● ● ●
56029 輸液ポンプ TE-161S 内視鏡倉庫 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
56030 輸液ポンプ TE-161S 11階北病棟 :3ヶ月 5 ● ● ●● ●
56031 輸液ポンプ TE-161S 15階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
56032 輸液ポンプ TE-161S 9階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
56033 輸液ポンプ TE-161S 16階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
56034 輸液ポンプ TE-161S 分娩部（8北） :3ヶ月 4 ● ●● ●
56035 輸液ポンプ TE-161S 11階南病棟 :3ヶ月 6 ● ● ● ● ●
56036 輸液ポンプ TE-161S 11階南病棟 :3ヶ月 6 ● ● ● ● ●
56037 輸液ポンプ TE-161S 11階北病棟 :3ヶ月 6 ● ● ● ● ●
56039 輸液ポンプ TE-161S 分娩部（8北） :3ヶ月 4 ● ● ● ●
56040 輸液ポンプ TE-161S 内視鏡倉庫 :3ヶ月 5 ● ● ●● ●
56041 輸液ポンプ TE-161S ICU/CCU :3ヶ月 4 ● ● ● ●
56042 輸液ポンプ TE-161S 11階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
56043 輸液ポンプ TE-161S 11階北病棟 :3ヶ月 6 ●● ● ● ● ●
56045 輸液ポンプ TE-161S 9階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
56046 輸液ポンプ TE-161S 17階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
56047 輸液ポンプ TE-161S 中央手術部 :3ヶ月 7 ● ● ● ●● ●
58249 輸液ポンプ TE-161S 9階南病棟 :3ヶ月 7 ● ● ● ●● ●
58276 輸液ポンプ TE-161S 9階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ● ●
58288 輸液ポンプ TE-161S 14階南病棟 :3ヶ月 6 ● ●● ● ● ●
58289 輸液ポンプ TE-161S 分娩部（8北） :3ヶ月 4 ● ● ● ●
58305 輸液ポンプ TE-161S 人工透析部 :3ヶ月 5 ● ● ● ●
58306 輸液ポンプ TE-161S 中央手術部 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
58331 輸液ポンプ TE-161S 15階北病棟 :3ヶ月 6 ● ● ● ● ●
58332 輸液ポンプ TE-161S 15階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
58333 輸液ポンプ TE-161S 9階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
58334 輸液ポンプ TE-161S 15階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
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58335 輸液ポンプ TE-161S 9階南病棟 :3ヶ月 5 ● ● ● ● ●
58337 輸液ポンプ TE-161S 14階南病棟 :3ヶ月 5 ● ●● ● ●
58338 輸液ポンプ TE-161S 分娩部（8北） :3ヶ月 4 ● ● ● ●
58339 輸液ポンプ TE-161S MEセンター :3ヶ月 4 ● ● ● ●
58340 輸液ポンプ TE-161S 11階北病棟 :3ヶ月 6 ● ● ● ●● ●
58341 輸液ポンプ TE-161S 救命救急センター :3ヶ月 5 ● ●● ● ●
58342 輸液ポンプ TE-161S ICU/CCU :3ヶ月 4 ●● ● ●
58343 輸液ポンプ TE-161S 9階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
58344 輸液ポンプ TE-161S 9階北病棟 :3ヶ月 5 ● ● ●● ●
58345 輸液ポンプ TE-161S 9階南病棟 :3ヶ月 5 ● ● ● ● ●
58346 輸液ポンプ TE-161S 9階北病棟 :3ヶ月 5 ● ● ● ● ●
58523 輸液ポンプ TE-161S 15階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●●
58524 輸液ポンプ TE-161S 12階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
58525 輸液ポンプ TE-161S 分娩部（8北） :3ヶ月 5 ● ● ● ●
58526 輸液ポンプ TE-161S 9階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
58527 輸液ポンプ TE-161S 11階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
58529 輸液ポンプ TE-161S 15階北病棟 :3ヶ月 6 ● ● ●● ●
58530 輸液ポンプ TE-161S 内視鏡倉庫 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
58531 輸液ポンプ TE-161S MEセンター :3ヶ月 4 ● ● ● ●
58532 輸液ポンプ TE-161S 12階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
58533 輸液ポンプ TE-161S 中央手術部 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
58534 輸液ポンプ TE-161S 9階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
58535 輸液ポンプ TE-161S 11階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
58536 輸液ポンプ TE-161S 救命救急センター :3ヶ月 5 ● ● ● ●
58537 輸液ポンプ TE-161S 11階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ● ●
58568 輸液ポンプ TE-161S 15階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
58569 輸液ポンプ TE-161S 救命救急センター :3ヶ月 5 ● ● ● ● ●
58577 輸液ポンプ TE-161S 11階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
58578 輸液ポンプ TE-161S 9階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
58704 輸液ポンプ TE-161S 9階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
58705 輸液ポンプ TE-161S 9階北病棟 :3ヶ月 6 ● ● ● ● ●
58866 輸液ポンプ TE-281N 東棟2階外来化学療法室 :3ヶ月 4 ● ● ● ● ●
58867 輸液ポンプ TE-281N MEセンター :3ヶ月 5 ● ● ●● ●
58868 輸液ポンプ TE-281N 9階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
58869 輸液ポンプ TE-281N 14階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
58870 輸液ポンプ TE-281N 15階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
58871 輸液ポンプ TE-281N 中央手術部 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
58872 輸液ポンプ TE-281N 東棟2階外来化学療法室 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
58873 輸液ポンプ TE-281N MEセンター :3ヶ月 4 ● ● ● ●
58874 輸液ポンプ TE-281N 東棟2階外来化学療法室 :3ヶ月 5 ● ● ●● ●
58875 輸液ポンプ TE-281N MEセンター :3ヶ月 4 ● ● ● ●
58960 輸液ポンプ TE-281N 東棟2階外来化学療法室 :3ヶ月 5 ● ● ●● ●
58961 輸液ポンプ TE-281N 東棟2階外来化学療法室 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
58962 輸液ポンプ TE-281N 9階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
58963 輸液ポンプ TE-281N 東棟2階外来化学療法室 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
59016 輸液ポンプ TE-281N 東棟2階外来化学療法室 :3ヶ月 5 ● ●● ● ●
59079 輸液ポンプ TE-281N 14階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
59080 輸液ポンプ TE-281N 分娩部（8北） :3ヶ月 4 ● ● ● ●
59081 輸液ポンプ TE-281N 14階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
59082 輸液ポンプ TE-281N MEセンター :3ヶ月 4 ● ● ● ●
59083 輸液ポンプ TE-281N 15階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
59152 輸液ポンプ TE-281N 9階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
59153 輸液ポンプ TE-281N 東棟2階外来化学療法室 :3ヶ月 4 ● ● ● ●●●
59154 輸液ポンプ TE-281N 東棟2階外来化学療法室 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
59155 輸液ポンプ TE-281N 9階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
59156 輸液ポンプ TE-281N 17階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
59183 輸液ポンプ TE-281N 14階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
59184 輸液ポンプ TE-281N 9階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
59185 輸液ポンプ TE-281N 9階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
59186 輸液ポンプ TE-281N 15階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
59187 輸液ポンプ TE-281N 東棟2階外来化学療法室 :3ヶ月 5 ● ● ● ● ●
59188 輸液ポンプ TE-281N 15階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
59189 輸液ポンプ TE-281N 東棟2階外来化学療法室 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
59190 輸液ポンプ TE-281N 中央手術部 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
59191 輸液ポンプ TE-281N 9階南病棟 :3ヶ月 5 ● ● ● ● ●
59244 輸液ポンプ TE-281N 9階北病棟 :3ヶ月 4 ●● ● ●
59245 輸液ポンプ TE-281N 東棟2階外来化学療法室 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
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59246 輸液ポンプ TE-281N 15階北病棟 :3ヶ月 5 ● ● ● ●
59247 輸液ポンプ TE-281N 10階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
59248 輸液ポンプ TE-281N 9階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
59414 輸液ポンプ TE-281N 9階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
59413 輸液ポンプ TE-281N 人工透析部 :3ヶ月 4 ●● ● ●
59412 輸液ポンプ TE-281N 15階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
59411 輸液ポンプ TE-281N 13階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
59410 輸液ポンプ TE-281N 9階北病棟 :3ヶ月 5 ● ● ●● ●
59409 輸液ポンプ TE-281N 15階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
59408 輸液ポンプ TE-281N 11階南病棟 :3ヶ月 5 ● ● ●● ●
59407 輸液ポンプ TE-281N ICU/CCU :3ヶ月 4 ●● ● ●
59406 輸液ポンプ TE-281N 14階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
59405 輸液ポンプ TE-281N 15階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
59404 輸液ポンプ TE-281N 内科 :3ヶ月 5 ● ● ● ● ●●
59403 輸液ポンプ TE-281N 12階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
59402 輸液ポンプ TE-281N 東棟2階外来化学療法室 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
59401 輸液ポンプ TE-281N 9階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
59400 輸液ポンプ TE-281N 15階北病棟 :3ヶ月 5 ● ● ● ●
59399 輸液ポンプ TE-281N 救命救急センター :3ヶ月 4 ● ● ● ●
59398 輸液ポンプ TE-281N 東棟2階外来化学療法室 :3ヶ月 4 ● ● ● ● ●
59397 輸液ポンプ TE-281N 14階南病棟 :3ヶ月 5 ● ● ●● ●
59396 輸液ポンプ TE-281N 16階北病棟 :3ヶ月 5 ● ● ●● ●
59395 輸液ポンプ TE-281N 14階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
59394 輸液ポンプ TE-281N 15階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
59393 輸液ポンプ TE-281N 救命救急センター :3ヶ月 4 ● ● ● ● ●
59837 輸液ポンプ TE-281N 15階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
59838 輸液ポンプ TE-281N 8階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50170 輸液ポンプ TE-281N 外来化学療法室 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50171 輸液ポンプ TE-281N 13階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50172 輸液ポンプ TE-281N 外来化学療法室 :3ヶ月 4 ● ● ● ● ●
50173 輸液ポンプ TE-281N 11階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50174 輸液ポンプ TE-281N 救命救急センター :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50175 輸液ポンプ TE-281N 救命救急センター :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50176 輸液ポンプ TE-281N 15階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50177 輸液ポンプ TE-281N 東棟2階外来化学療法室 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50178 輸液ポンプ TE-281N 東棟2階外来化学療法室 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50179 輸液ポンプ TE-281N 13階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ● ●
50180 輸液ポンプ TE-281N 9階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ● ●
50181 輸液ポンプ TE-281N 東棟2階外来化学療法室 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50182 輸液ポンプ TE-281N ICU/CCU :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50183 輸液ポンプ TE-281N 外来化学療法室 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50184 輸液ポンプ TE-281N 15階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ● ●
50185 輸液ポンプ TE-281N 14階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50186 輸液ポンプ TE-281N 14階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ● ●
50187 輸液ポンプ TE-281N 東棟2階外来化学療法室 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50188 輸液ポンプ TE-281N 12階北病棟 :3ヶ月 5 ●● ● ● ●
50189 輸液ポンプ TE-281N 15階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ● ●
50190 輸液ポンプ TE-281N 15階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ● ●
50191 輸液ポンプ TE-281N 13階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50192 輸液ポンプ TE-281N 14階南病棟 :3ヶ月 6 ● ● ●●● ●
50193 輸液ポンプ TE-281N 東棟2階外来化学療法室 :3ヶ月 4 ● ● ● ● ●
50194 輸液ポンプ TE-281N 14階北病棟 :3ヶ月 3 ●● ● ●
50195 輸液ポンプ TE-281N 東棟2階外来化学療法室 :3ヶ月 4 ● ● ● ● ●
50196 輸液ポンプ TE-281N 東棟2階外来化学療法室 :3ヶ月 4 ● ● ● ● ●
50197 輸液ポンプ TE-281N 9階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ● ●
50198 輸液ポンプ TE-281N 東棟2階外来化学療法室 :3ヶ月 4 ● ● ● ● ●
50199 輸液ポンプ TE-281N ICU/CCU :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50297 輸液ポンプ TE-281N 16階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50298 輸液ポンプ TE-281N 15階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ● ●
50299 輸液ポンプ TE-281N 東棟2階外来化学療法室 :3ヶ月 5 ● ● ● ● ●
50300 輸液ポンプ TE-281N 11階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50301 輸液ポンプ TE-281N 14階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50302 輸液ポンプ TE-281N 14階北病棟 :3ヶ月 5 ● ● ● ●
50303 輸液ポンプ TE-281N 13階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50304 輸液ポンプ TE-281N 外来化学療法室 :3ヶ月 4 ● ● ● ● ●
50305 輸液ポンプ TE-281N 9階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50306 輸液ポンプ TE-281N 東棟2階外来化学療法室 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
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50427 輸液ポンプ TE-281N 東棟2階外来化学療法室 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50429 輸液ポンプ TE-281N 東棟2階外来化学療法室 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50430 輸液ポンプ TE-281N 東棟2階外来化学療法室 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50431 輸液ポンプ TE-281N 15階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50432 輸液ポンプ TE-281N 15階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ● ●
50433 輸液ポンプ TE-281N 外来化学療法室 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50434 輸液ポンプ TE-281N 11階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50435 輸液ポンプ TE-281N 14階北病棟 :3ヶ月 5 ● ● ● ● ●
50436 輸液ポンプ TE-281N 内科 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50437 輸液ポンプ TE-281N 13階南病棟 :3ヶ月 5 ●● ● ● ●
50438 輸液ポンプ TE-281N 15階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50439 輸液ポンプ TE-281N 15階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●●
50440 輸液ポンプ TE-281N ICU/CCU :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50441 輸液ポンプ TE-281N 15階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50442 輸液ポンプ TE-281N 15階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ● ●
50443 輸液ポンプ TE-281N 9階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50444 輸液ポンプ TE-281N 9階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50445 輸液ポンプ TE-281N 東棟2階外来化学療法室 :3ヶ月 5 ● ● ●● ● ●
50446 輸液ポンプ TE-281N 東棟2階外来化学療法室 :3ヶ月 4 ● ● ● ● ●
50447 輸液ポンプ TE-281N 10階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ● ●
50448 輸液ポンプ TE-281N 東棟2階外来化学療法室 :3ヶ月 4 ● ● ● ● ●
50449 輸液ポンプ TE-281N ICU/CCU :3ヶ月 4 ● ● ● ● ●
50355 輸液ポンプ TE-281N 東棟2階外来化学療法室 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50356 輸液ポンプ TE-281N 13階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50357 輸液ポンプ TE-281N 13階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50358 輸液ポンプ TE-281N 12階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50359 輸液ポンプ TE-281N 東棟2階外来化学療法室 :3ヶ月 4 ● ●● ● ●
50360 輸液ポンプ TE-281N 東棟2階外来化学療法室 :3ヶ月 4 ● ● ● ● ●
50361 輸液ポンプ TE-281N 東棟2階外来化学療法室 :3ヶ月 5 ● ●● ● ● ●
50362 輸液ポンプ TE-281N 東棟2階外来化学療法室 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50363 輸液ポンプ TE-281N 9階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50364 輸液ポンプ TE-281N 外来化学療法室 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50420 輸液ポンプ TE-281N 9階南病棟 :3ヶ月 6 ● ● ● ●● ●
50657 輸液ポンプ TE-281N 15階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50480 輸液ポンプ TE-281N 14階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50481 輸液ポンプ TE-281N MEセンター :3ヶ月 5 ● ● ● ● ●
50482 輸液ポンプ TE-281N 分娩部（8北） :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50483 輸液ポンプ TE-281N 人工透析部 :3ヶ月 5 ● ●● ● ●● ● ●
50484 輸液ポンプ TE-281N 東棟2階外来化学療法室 :3ヶ月 4 ● ● ● ●● ●
50485 輸液ポンプ TE-281N 9階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50486 輸液ポンプ TE-281N 東棟2階外来化学療法室 :3ヶ月 4 ● ● ● ● ●
50487 輸液ポンプ TE-281N 14階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ● ●
50488 輸液ポンプ TE-281N 15階北病棟 :3ヶ月 5 ● ●● ● ●
50489 輸液ポンプ TE-281N 救命救急センター :3ヶ月 5 ● ● ●● ●
50490 輸液ポンプ TE-281N ICU/CCU :3ヶ月 4 ● ● ● ● ●
50491 輸液ポンプ TE-281N 東棟2階外来化学療法室 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50642 輸液ポンプ TE-281N 内視鏡倉庫 :3ヶ月 5 ● ● ● ●
50643 輸液ポンプ TE-281N 15階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●● ●
50644 輸液ポンプ TE-281N 15階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50645 輸液ポンプ TE-281N 9階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50646 輸液ポンプ TE-281N 人工透析部 :3ヶ月 5 ● ● ● ● ● ●
50647 輸液ポンプ TE-281N 14階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ● ●
50648 輸液ポンプ TE-281N 東棟2階外来化学療法室 :3ヶ月 4 ● ● ● ● ●
50649 輸液ポンプ TE-281N 15階北病棟 :3ヶ月 5 ● ● ●● ●
50650 輸液ポンプ TE-281N 15階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50651 輸液ポンプ TE-281N 14階北病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ● ●
50652 輸液ポンプ TE-281N 9階南病棟 :3ヶ月 4 ● ● ● ● ●
50653 輸液ポンプ TE-281N 東棟2階外来化学療法室 :3ヶ月 4 ● ● ● ● ●
50654 輸液ポンプ TE-281N 東棟2階外来化学療法室 :3ヶ月 4 ● ● ● ● ● ●
50720 輸液ポンプ TE-281N 14階北病棟 :3ヶ月 2 ● ●
50492 輸液ポンプ ドリップ･アイ NE-3 東棟2階外来化学療法室 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50493 輸液ポンプ ドリップ･アイ NE-3 東棟2階外来化学療法室 :3ヶ月 4 ● ● ● ● ●
50494 輸液ポンプ ドリップ･アイ NE-3 東棟2階外来化学療法室 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50495 輸液ポンプ ドリップ･アイ NE-3 東棟2階外来化学療法室 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50496 輸液ポンプ ドリップ･アイ NE-3 東棟2階外来化学療法室 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50498 輸液ポンプ ドリップ･アイ NE-3 東棟2階外来化学療法室 :3ヶ月 4 ● ● ● ●
50685 輸液ポンプ ドリップ･アイ NE-3 東棟2階外来化学療法室 :3ヶ月 3 ● ● ●



2024年度医療機器保守点検実施記録

院内機器ID 分類 型式 現所在 点検予定の間隔(月) 件数 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
50700 輸液ポンプ ドリップ･アイ NE-3 東棟2階外来化学療法室 :3ヶ月 2 ● ● ●
50723 輸液ポンプ ドリップ･アイ NE-3 東棟2階外来化学療法室 :3ヶ月 2 ● ● ●
50692 輸液ポンプ ドリップ･アイ NE-3 東棟2階外来化学療法室 :3ヶ月 3 ● ● ●
50697 輸液ポンプ ドリップ･アイ NE-3 東棟2階外来化学療法室 :3ヶ月 3 ● ● ●



 
 
 

 
規則第７条の２の２第１項各号に掲げる管理者の資質及び能力に関する基準 

 
 
 管理者に必要な資質及び能力に関する基準 

  
 
 
 
  

 

 ・ 基準の主な内容 

１．人格が高潔で、学識が優れ、かつ、公立大学法人名古屋市立大学中期目標及び中期目標を達成 

するための計画である公立大学法人名古屋市立大学中期計画に掲げる事項について、継続的かつ 

確実に推進する姿勢及び指導力を有する者 

 

２．医療の安全の確保のために必要な資質及び能力を有する者であって、以下の基準を全て満たす 

者  

（１）次のいずれかの業務に従事した経験がある者  

イ) 医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者又は医療機器安全管理責任者の業務  

ロ) 医療安全管理に関する委員会の構成員としての業務  

ハ) 医療安全管理に関する部門における業務  

ニ)その他上記に準ずる業務 

 

（２）医療安全管理業務経験を踏まえ、医療安全を第一に考える姿勢及び指導力等を有する者 

 

３．組織管理能力等の病院を管理運営するうえで必要な資質及び能力を有している者であって、当 

院又は当院に準ずる規模の他の病院において、病院長、副病院長、病院長補佐、診療科部長又は 

中央部門長（これらに準ずる職を含む。）の経験がある者 

 

・ 基準に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 公表の方法 

ホームページにて公表 

  https://w3hosp.med.nagoya-cu.ac.jp/about/outline/byouinkinou/special-function/ 

 

 

 
 
 

規則第７条の３第１項各号に掲げる管理者の選任を行う委員会の設置及び運営状況 
 
 
 前年度における管理者の選考の実施の有無 

 
    有・無 

 

 ・ 選考を実施した場合、委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、委員名簿、委員の経歴及び選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、管理者の選考結果、選考過程及び選考理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 公表の方法 

ホームページにて公表 

  https://w3hosp.med.nagoya-cu.ac.jp/about/outline/byouinkinou/special-function/ 

 
 

https://w3hosp.med.nagoya-cu.ac.jp/about/outline/byouinkinou/special-function/
https://w3hosp.med.nagoya-cu.ac.jp/about/outline/byouinkinou/special-function/


 
 
 

 

管理者の選任を行う委員会の委員名簿及び選定理由 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 特別の関

係 

吉田 和生 名古屋市立大学 

理事 

〇 

 

理事のうち理事長が指名した者 

（名古屋市立大学医学部附属病

院群病院長候補者選考会議規程

第 3 条第 1項第 1 号による委員） 

有・無 

山根 則夫 名古屋市医師会 

会長 

 理事長が委嘱する学外の有識者 

（名古屋市立大学医学部附属病

院群病院長候補者選考会議規程

第 3 条第 1項第 2 号による委員） 

有・無 

岩崎 良平 日本ガイシ株式会

社 代表取締役副

社長（名古屋市立

大学病院医療安全

管理委員会委員） 

 理事長が委嘱する学外の有識者 

（名古屋市立大学医学部附属病

院群病院長候補者選考会議規程

第 3 条第 1項第 2 号による委員） 

有・無 

片岡 洋望 名古屋市立大学 

医学研究科 副研

究科長 

 医学研究科教授会において構成

員から選出された者 

（名古屋市立大学医学部附属病

院群病院長候補者選考会議規程

第 3 条第 1項第 3 号による委員） 

有・無 

瀧口 修司 名古屋市立大学病

院 副病院長 

 医学部附属病院の病院部長会に

おいて構成員から選出された医

師（名古屋市立大学医学部附属病

院群病院長候補者選考会議規程

第 3 条第 1項第 4 号による委員） 

有・無 

山本 あゆみ 名古屋市立大学病

院 副病院長・看

護部長 

 医学部附属病院の看護部長（名古

屋市立大学医学部附属病院群病

院長候補者選考会議規程第 3条第

1 項第 5 号による委員） 

有・無 

田中 雅隆 名古屋市立大学病

院 病院管理部長 

 医学部附属病院の病院管理部長 

（名古屋市立大学医学部附属病

院群病院長候補者選考会議規程

第 3 条第 1項第 6 号による委員） 

有・無 

 
  



 
 
 

 
規則第９条の２３第１項及び第２項に掲げる病院の管理及び運営を行うための合議体の

設置及び運営状況 
 
 
 合議体の設置の有無 

 
    有・無 
   

 

・合議体の主要な審議内容 

（１）診療に関すること 

（２）病院の規程の制定改廃に関すること 

（３）病院の運営方針に関すること 

（４）中期目標・中期計画に関すること 

（５）予算及び決算に関すること 

（６）その他病院の運営に関する重要事項 

 

・審議の概要の従業者への周知状況 

会議資料の回覧及び電子カルテ共有ファイルサーバーへの掲載を行っている。 

必要があれば、個別案件ごとに関係委員会での報告や院内広報誌への掲載等も行い、周知徹底を

図っている。 

 

・合議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・公表の方法 

https://w3hosp.med.nagoya-cu.ac.jp/about/outline/byouinkinou/special-function/ 

 

・外部有識者からの意見聴取の有無（ 有・無 ） 

 
 

合議体の委員名簿 

氏名 委員長 

（○を付す） 

職種 役職 

松川 則之 〇 医師 病院長 

戸澤 啓一  医師 院長代行・副病院長 

森田 明理  医師 副病院長 

瀧口 修司  医師 副病院長 

祖父江 和哉  医師 副病院長 

遠山 竜也  医師 副病院長 

瀬尾 由広  医師 副病院長 

山本 あゆみ  看護師 副病院長 

村上 英樹  医師 病院長補佐 

濱野 高行  医師 病院長補佐 

田中  智洋  医師 病院長補佐 

日比 陽子  薬剤師 病院長補佐 

片岡 洋望  医師 医学研究科長 

宮崎 景  医師 診療科部長 

https://w3hosp.med.nagoya-cu.ac.jp/about/outline/byouinkinou/special-function/


 
 
 

 
藤原 圭  医師 診療科部長 

大久保 仁嗣  医師 診療科部長 

難波 大夫  医師 診療科部長 

飯田 真介  医師 診療科部長 

奥田 勝裕  医師 診療科部長 

板谷 慶一  医師 診療科部長 

髙木 大輔  医師 診療科副部長 

杉浦 真弓  医師 診療科部長 

齋藤 伸治  医師 診療科部長 

安川 力  医師 診療科部長 

岩﨑 真一  医師 診療科部長 

鳥山 和宏  医師 診療科部長 

安井 孝周  医師 診療科部長 

水野 健太郎  医師 診療科部長 

明智 龍男  医師 診療科部長 

樋渡 昭雄  医師 診療科部長 

間瀬 光人  医師 診療科部長 

渋谷 恭之  歯科医師 診療科部長 

笹野 寛  医師 診療科部長 

服部 友紀  医師 診療科部長 

植木 美乃  医師 診療科部長 

岡本 秀貴  医師 診療科部長 

井上 貴子  医師 中央部門部長 

久保田 英嗣  医師 中央部門部長 

髙橋 智  医師 中央部門部長 

小松 弘和  医師 中央部門部長 

佐藤 慎太郎  医師 中央部門部長 

杉浦 健之  医師 中央部門部長 

山岸 庸太  医師 中央部門部長 

中村 敦  医師 中央部門部長 

田中 基  医師 中央部門部長 

野尻 俊輔  医師 中央部門部長 

山田 敦朗  医師 中央部門部長 

吉田 道弘  医師 中央部門部長 

牛込 創  医師 中央部門部長 

堀場 充哉  理学療法士 中央部門部長 

外山 敦子  看護師 中央部門部長 

田中 雅隆  事務 病院管理部長 
 
 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第１号に掲げる管理者が有する権限に関する状況 

 
 
 管理者が有する病院の管理及び運営に必要な権限  

  

 
 ・ 管理者が有する権限に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 ・ 公表の方法 
ホームページにて公表 
  https://w3hosp.med.nagoya-cu.ac.jp/about/outline/byouinkinou/special-function/ 
 
 ・ 規程の主な内容 
（1）病院長の人事権について 
  病院幹部の選任について院長代行、副病院長等、看護部長、診療科部長等の選考規程を制定し、

各規程に基づいて選任している。開設者が公立大学法人である当院において、人事における任命
権については、法人の長たる理事長が有しているが、病院長は選考の過程で関与する仕組みとな
っており、病院長の意思が反映されている。 

 
（2）病院長の予算執行に係る権限について 
   規定により、病院の予算責任者である病院長が予算に基づき執行することとされている。 
 

 ・ 管理者をサポートする体制（副院長、院長補佐、企画スタッフ等）及び当該職員の役割 
 

（1）院長代行、副病院長及び病院長補佐 

戸澤 啓一院長代行 

副病院長 （医療安全管理担当） 

森田 明理副病院長 （救急災害医療センター担当） 

瀧口 修司副病院長 （診療情報・DX・新電子カルテ担当） 

祖父江 和哉副病院長 （救急体制・手術機能強化担当） 

遠山 竜也副病院長 （労働環境・働き方改革担当） 

瀬尾 由広副病院長 （診療・医療体制強化・地域医療連携担当） 

   山本 あゆみ副病院長（経営・業務管理担当） 

村上 英樹病院長補佐（医療人育成担当） 

濱野 高行病院長補佐（臨床研究担当） 

   田中 智洋病院長補佐（医療の質管理担当） 

日比 陽子病院長補佐（保険診療（薬剤）担当） 
 

（2）各副病院長及び病院長補佐を補佐する企画スタッフ等 

   戦略企画室（収益向上策、費用削減策の企画立案等） 

情報発信・広報戦略室（広報戦略立案等） 

   診療報酬マネジメント室（診療収入に係る分析、企画立案等） 

 

（3）外部有識者からの意見聴収の機会 

経営協議会（病院経営に見識のある外部有識者を含めた 

診療収入の確保及び経費の節減策など病院の経営改善会議） 
 
 
 
 
 
 

https://w3hosp.med.nagoya-cu.ac.jp/about/outline/byouinkinou/special-function/


 
 
 

 

 ・ 病院のマネジメントを担う人員についての人事・研修の状況 
 
日本病院会主催研修 

研修開催日 研修名称 参加者 備考（主催） 

2024/11/2-11/3 院長・副院長のためのトップ
マネジメント研修 

森田副病院長 一般社団法人日本病院
会 

 
国立大学附属病院 病院長会議事務局主催研修 
 

研修開催日 研修名称 参加者 備考（主催） 

2024/8/30 
令和６年度 国公立大学病院
病院契約実務担当者ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ 経営課職員１名 

全国国立大学病院事務
部長会議総務委員会 

2024/10/3-10/4 
 

令和６年度 国公立大学病院
一般職員研修 経営課職員１名 全国国立大学病院事務

部長会議総務委員会 

2024/11/21-11/22 
 

令和６年度 国立大学病院 
医事関連業務ｽﾀｯﾌｾﾐﾅｰ 

医事課職員１名 全国国立大学病院事務
部長会議総務委員会 

2024/11/14-11/15 
令和６年度 国立大学病院 
医事系事務職員初期研修 医事課職員１名 

全国国立大学病院事務
部長会議総務委員会 

 
 
厚生労働省関係 

研修開催日 研修名称 参加者 備考（主催） 

2025/11/17（予定
） 

トップマネジメント研修 遠山副病院長 厚生労働省委託事業実
施機関有限責任監査法
人トーマツ 

 
 
 
 
 

 
 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第２号に掲げる医療の安全の確保に関する監査委員会に関する

状況 

 

監査委員会の設置状況 有・無 

・監査委員会の開催状況：年２回 

・活動の主な内容： 

1 医療安全に係る会議の運営状況 

  2 インシデント・アクシデントレポートの報告及び対応状況 

  3 医薬品安全管理・医療機器安全管理の実施状況 

  4 医療安全に係る研修の実施状況 

  5 医療監視等における監督官庁からの医療安全に係る指摘事項への対応状況 

  6 他の特定機能病院による立入検査の実施及び対応状況 

  7 その他、医療安全に関すること 

・監査委員会の業務実施結果の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員名簿の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員の選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・監査委員会に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・公表の方法： 

病院ホームページにて公表している 

https://w3hosp.med.nagoya-cu.ac.jp/section/central/anzen-kanri/externalauditor/ 

 

監査委員会の委員名簿及び選定理由（注） 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 利害関係 委員の要件 

該当状況 

兼児 敏浩 

三重大学医学部附

属病院  

医療安全管理部部

長・教授・副院長 

〇 

医療安全に関す

る業務に従事し

た経験を持つ医

師 

有・無 1 

大磯 義一郎 

浜松医科大学医学

部医学科総合人間

科学法学教授 

 法律に関する識

見を有する者 有・無 1 

松田 弘人 

日本ガイシ株式

会社代表取締役

副社長 

 医療を受ける者
の立場から意見
を述べることが

できる者 

有・無 2 

野村 由美子 
中日新聞社 事

務局長 

 医療を受ける者
の立場から意見
を述べることが

有・無 2 

https://w3hosp.med.nagoya-cu.ac.jp/section/central/anzen-kanri/externalauditor/


 
 
 

 
できる者 

    有・無  

    有・無  

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。 

   1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者 

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。） 

   3. その他 

  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第３号イに掲げる管理者の業務の執行が法令に適合することを

確保するための体制の整備に係る措置 

 
 
管理者の業務が法令に適合することを確保するための体制の整備状況 

 
 

 
 ・体制の整備状況及び活動内容 
 

法人にコンプライアンス推進室を設置し、法人の定める規程に適合することを確保するための体 
制その他業務の適正を確保するための体制として「内部統制システム」を整備し、内部統制が有効
に機能していることを継続的に評価するための「モニタリング」を実施している。 
モニタリングの結果は、事務局長を委員長とする内部統制委員会を年2回開催し、報告すること

としている。 
 
 
 
 ・ 専門部署の設置の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 内部規程の整備の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 公表の方法 
  病院及び大学のホームページにて公表 
  https://w3hosp.med.nagoya-cu.ac.jp/about/outline/byouinkinou/special-function/ 
 
 
 
 

 

 
  

https://w3hosp.med.nagoya-cu.ac.jp/about/outline/byouinkinou/special-function/


 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第３号ロに掲げる開設者による業務の監督に係る体制の整備に

係る措置 

 
 
開設者又は理事会等による病院の業務の監督に係る体制の状況 

 

 
 ・ 病院の管理運営状況を監督する会議体の体制及び運営状況 
 
病院及び大学のホームページにて公表 
  https://w3hosp.med.nagoya-cu.ac.jp/about/outline/byouinkinou/special-function/ 
 
 
 ・ 会議体の実施状況（ 年 12 回 ） 
 
 ・ 会議体への管理者の参画の有無および回数（ 有・無 ）（ 年 10 回 ） 
 
 ・ 会議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 公表の方法 
  大学ホームページにて公開 
   http://www.nagoya-cu.ac.jp/about/operations/rules/index.html 
 
 

病院の管理運営状況を監督する会議体の名称： 

会議体の委員名簿 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

利害関係 

   有・無 

   有・無 

   有・無 

   有・無 

（注） 会議体の名称及び委員名簿は理事会等とは別に会議体を設置した場合に記載すること。 

 

 

  

https://w3hosp.med.nagoya-cu.ac.jp/about/outline/byouinkinou/special-function/
http://www.nagoya-cu.ac.jp/about/operations/rules/index.html


 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第４号に掲げる医療安全管理の適正な実施に疑義が生じた場合

等の情報提供を受け付ける窓口の状況 

 

窓口の状況 

・情報提供を受け付けるための窓口の設置の有無（ 有・無 ） 

・通報件数（年 0件） 

・窓口に提供する情報の範囲、情報提供を行った個人を識別することができないようにするための方

策その他窓口の設置に関する必要な定めの有無（ 有・無 ） 

・窓口及びその使用方法についての従業者への周知の有無（ 有・無 ） 

・周知の方法 

リスクマネージメントマニュアル、職員の心得及び電子カルテへ掲載し、周知している。 

 

 

 



○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法

〇病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績

延　　　　0　　　　件

閲　覧　者　別 医師 延　　　　0　　　　件

歯科医師 延　　　　0　　　　件

国 延　　　　0　　　　件

地方公共団体 延　　　　0　　　　件

　閲覧責任者氏名 　管理課長　　徳永　智明

　閲覧担当者氏名

　閲覧の手続の概要
記録の閲覧に関する責任者、担当者及び閲覧の求めに応じる場所を定め、閲覧の求めに応じる場所
の入り口に掲示している。閲覧の求めがあった際は、閲覧責任者の許可のもと、閲覧担当者にて諸記
録の公開を行う。

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類

　管理課

計画・現状の別 １．計画 　　   　 ２．現状

(注)既に医療法施行規則第9条の20第5号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている病院は
現状について、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」欄の該当する番号
に〇印を付けること。

(注)特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。

　閲覧の求めに応じる場所

　課長補佐（庶務）　　岩本　洋

　　　前　年　度　の　総　閲　覧　件　数

（様式第6）



(様式第 7) 

専門性の高い対応を行う上での取組みに関する書類（任意） 

 

 

1  果たしている役割に関する情報発信 

① 果たしている役割に関する情報発信の有無 有・無 

 ・情報発信の方法、内容等の概要 

【院外広報紙】 

◯広報紙「さくらほっとＮＥＷＳ」を年４回発行し、当院の最新情報やお知らせを患者や地域

の住民向けに発信している。広報誌は病院ウェブサイトにも掲載、また、院内の外来に設置し

たり、また院外（近隣病院、市内区役所等）に配布したりしている。 

 

【病院ウェブサイト等】 

◯病院ウェブサイトや外来で放映している映像情報端末メディネットに、当院のご案内、最新

のお知らせ、患者・一般向け、医療関係者向けの情報を掲載している。 

 

 

 

2  複数の診療科が連携して対応に当たる体制 

① 複数の診療科が連携して対応に当たる体制の有無 有・無 

 ・複数の診療科が連携して対応に当たる体制の概要 

◯必要に応じ、関係診療科へ診療依頼を行う体制がある。 

◯複数の診療科による合同のカンファレンスを実施している。 

◯全診療科の代表者を含む各種委員会を定期的に開催している。 

◯複数の診療科によって組織する「センター」機能を有し、診療科ごとの特性を融合することに

より、特色となる診療を実施したり、診療の支援業務や教育・研究業務などを行っている。 

◯医療安全、感染、栄養サポート（NST）、褥瘡など、複数の診療科、多職種を交えてチームを組

み、対策を行っている。 

◯救命救急センターとして24時間365日医療が提供できるよう、連携して救急医療のバックアップ

体制を整えている。 

 

 

 

 


